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　金銀、魔道具、叡えい智ち。地上では手に入れられない宝の数々を秘めている閉鎖空間。ダンジョン。

　誰も最奥まで到達したことのないその未開の地は、人々を興味という見えない力で引き寄せる。

　夢や希望、はたまた欲望や打算など、大小、公私を問わない様々な理由で冒険者達たちはダンジョンに挑まんとする。

　そのようなダンジョン攻略を目もく論ろむ無数の冒険者の中で、かつて最も偉業に近いとされていたパーティーの一つが、俺の所属していた『到達する者アライバーズ』であった。

　各戦闘職バトルスタイルにおいて一流の実力を持つ五人と、マッピング要員一人で構成されたパーティーは難攻不落の階層を次々と突破していき、最高到達階層を更新していった。

　しかし、順調な攻略はそう長くは続かなかった。

　パーティーの屋台骨であるジンが、21階層で命を落としてから急転直下。

　リーダーであるフォースと魔導士のエリンが脱退して、メンバーは半分に。『到達する者アライバーズ』はすぐさま存続不可能な状態となり、解散することとなった。

　自分もダンジョン攻略という夢を諦め、冒険者であることさえ辞めることを決意した。

　メンバーであったロズリアと一緒にピュリフの街を離れ、王都で命の危険もない安定した生活をしていくことを誓い合った。

　だけど、平穏で緩やかに流れていく時間を物足りなく感じる自分もいて。

　冒険者に戻りたい。楽しかった『到達する者アライバーズ』での日々を、ダンジョン攻略を、やり直したいという自分の気持ちに気がついてしまった。

　一度ついてしまった火は簡単に消すことができなかった。

『到達する者アライバーズ』が解散して早半年。

　俺はようやくかつてのパーティーメンバーを再結集させ、もう一度あのダンジョンに潜ることを決意した。

　決意して、パーティーメンバーに再び会うために馬車に乗っているのだが――。







　現在、この車両は一触即発の空気に包み込まれていた。

「見てください。湖の上に白鳥の群れがいますよ」

　窓の外を指差しながら、こちらに身を寄せてくるのはロズリアだ。

　ジンが死んで、自暴自棄になった俺についてきてくれた唯一の人物。

　半年以上共に王都で生活をし、冒険者に復帰したいという我わが儘ままにも応えてくれた恩人というべき存在だ。

　そんな彼女のスキンシップが多いのはいつものことだが、今日はいつにも増して多いように思える。

「あそこにいる二羽はカップルでしょうか？　仲良さそうですね」

　こちらの腕に抱きつきながら、腰をずらして席を詰めてくる。吐息が耳にかかるほどの距離である。

　普段であればその蠱こ惑わく的てきな息遣いと、二の腕を包む優しい感触にどぎまぎしているところだが、今だけは別の意味で心拍数が上がっていた。

「あー、嫌だ嫌だ。目の前に頭の悪そうなカップルがいるなぁー」

　嫌悪感を露あらわに文句を口にするのは、対面の席に座る少女。

　さらさらとした金色の髪の両端からぴょこんと耳を出している、ハーフエルフの彼女の名前はミーヤ・ラインという。

　チャングズという田舎の村で子供時代を共に過ごしてきた幼おさな馴な染じみと呼ぶべき存在だ。

　15歳になって冒険者になるために一緒に村を出たものの、仲なか違たがいをして、つい最近まで絶縁状態にあった。

　冒険者に復帰しようと王都のギルドに赴いた際に再会し、事の流れでしばらくの間冒険者活動を共にしていた。

　その後、色々な確執が発覚し、なんだかんだあって、お互いの関係を清算して今に至る。

　彼女は所属していた『光り輝く剣レイダーズ』というパーティーを辞め、俺達とは別々のパーティーとして、ダンジョン攻略へと乗り出すことに決めたそうだ。

　別々に活動していくと宣言した彼女がどうして一緒の馬車に乗っているかというと、これまた偶然で、ただ馬車が被かぶってしまっただけである。

　まあ行き先は同じで、出ていく時期も被っていたため、ありえないことではないんだろうけど。

「頭の悪いのはどっちの方ですか。次会うときはダンジョン制覇したときだからとか宣言しておきながら、こんなにすぐ再会するなんて」

「うっ!?」

「かっこ悪いですよねー。しかも、帰るとか言っておきながら、ちゃっかり一緒の馬車に乗り込んでいますし」

「そ、それは馬車の代金をもう払っちゃってたから……」

「もしかしてあれですか？　嫌いとか言っておきながら、なんだかんだ言ってノートくんとまだ一緒にいたいんですか？」

「そんなわけあるはずないじゃん！　大っ嫌いだもん！　会話もしたくないし、顔も見たくない！　同じ空気だって吸いたくないもん！」

「そこまで言わなくても……」

　二人の言い合いを傍観していると、流れ弾が飛んできた。

　いや、嫌われているのは自覚しているつもりだけどさ……。

　そこまで言わなくてもいいじゃんか。同じ空気を吸いたくないって酷ひどくない？

「今のは流れで言っちゃっただけというか……。本当はそこまで嫌いじゃないよ！　同じ空気吸うのだって全然平気だし！」

　そう言って、すぅーはーと息を吸い吐きするミーヤ。

「同じ空気を吸っても平気ってレベルの話をアピールされてもね」

「会話だってしたいもん！　なんかお話ししよ！　楽しいお話！」

「ほら、やっぱりノートくんと話したいんじゃないですか。だから、一緒の馬車に乗ってきたんじゃないですか？」

「違うもん！　一緒にいたくなんてないっ！　大っ嫌いだもん！」

「まあ、そうだよね……」

「ち、違うっ！　今のも流れっていうか……」

「え？　流れなんですか？」

「流れじゃない！　本心だから！」

「やっぱり本心か……」

「違っ！　ああっ！　もうどうすればいいの!?」

　ミーヤは髪をわしゃわしゃと搔かいて、頭を抱え出す。

「好きって言っても駄目。嫌いって言っても駄目。八方塞がりだよぉー！」

「普通に思ったままを言えばいいんじゃないですかね？」

　そんな彼女をロズリアは白い目で見つめていた。

「思ったままね」

　小さく呟つぶやくと、こちらを見つめてくる。至近距離に迫る碧あお色の瞳には、はっきりと自分の顔が映っていた。

「……」

　ここまで近くでじーっと視線を寄せられると、背中がむず痒がゆくなってくる。

　間を繫つなぐためにも、とりあえず口を開く。

「そこまでじっと見なくても……」

「じっと見てなんかないっ！」

　早口でまくし立てられ、プイッと顔を背けられてしまう。ほんのりと赤らんだ長耳が目の前に現れた。

「いや、確実に見ていたような……」
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「見てないっ。自意識過剰なんじゃない？」

　ミーヤはイライラした感情を表に出すように、窓枠を指で叩たたく。そうして言った。

「やっぱりノートなんて嫌いっ！　大っ嫌い！」

「ですって、ノートくん」

「だよね……わかってたとも」

　わかってはいるけど、ここまで面と向かってはっきり言われると悲しくなってくるのも事実だ。

　肩を落としていると、ミーヤは慌てて両手を振った。

「いや、違うよっ！　これも流れ！　つい口から出ちゃったというか――」

「つい口から出ちゃったって、それもう嫌いってことじゃないんですか？」

「俺もそう思うけど……」

「違うから！　なんでこうなっちゃうのかなぁ。っていうか、ロズリアちゃん。わざとわたしをノートに嫌わせようとしてない？」

「さあ、どうでしょうね？」

　含みを持たせて微笑ほほえむロズリア。そんな様子を見てミーヤは叫んだ。

「ロズリアちゃんも大っ嫌い！」

「今、ロズリアちゃんもって――」

「うるさい、もう静かにしてっ！」

「黙ってって、最初に話しかけてきたのはそっちじゃないですか」

「むきー！」

「『むきー！』って怒る人初めて見ました。なんかお猿さんみたいですね」

「ノート、頼むからロズリアちゃんを黙らしてっ！」

　どうやら仲間集めの道中は波乱に満ちた時間になりそうだ。

　車内の喧けん騒そうを眺めながら、そんな予感を抱いていた。







「これからの予定ってどうなるんですか？　そういえば、詳しい話ってまだ聞いていなかったですよね？」

「あれ？　そうだっけ？」

　ロズリアに尋ねられて気がつく。

『到達する者アライバーズ』のみんなを回収するプランは頭の中では決まっていたが、どうやらロズリアには伝えていなかったようだ。

「ごめんごめん。まだ言ってなかったね」

「そうやっていつも一人で考えて相談もなしに行動に移すの、悪い癖ですよ」

「はい、おっしゃる通りです……」

　心当たりがあり過ぎる指摘に頭が上がらない。

　冒険者に復帰したいと思っていることを伝えた時も、同じような理由で咎とがめられたのは記憶に新しかった。

「やーい、ノート怒られてる！」

「ちょっと部外者は黙っててくれないかな？」

「部外者って!?　酷いっ！」

　茶々を入れてきたミーヤに厳しめのツッコミを入れると、彼女は驚いたように肩を跳ねさせた。

　いや、一緒にダンジョンに入らないか誘った時に断ったじゃん。

　これから『到達する者アライバーズ』としての話をするんだから、一応部外者という立場なんじゃないの？

「ノートくんも言うようになりましたね」

「だって、あまりにも子供みたいな冷やかしだったから――」

「そうじゃないですよ。前まで、ミーヤさんに冗談なんて言わなかったじゃないですか」

　言われてみればそうなのかな？

　チャングズの村にいた時はいつも彼女のご機嫌を取っていた気がする。

　王都で再会してからは距離感に戸惑い、地雷を踏まないようにと、昔とは違った意味でご機嫌を取っていた。

　一見乱暴にも見える冗談を言うようになったのも、言われるようになったのも、ミーヤとの歪いびつな関係性が解消されたことの一つの証あかしなのかもしれない。

「子供みたいって……」

　席の隅で身体からだを縮めて落ち込んでいる彼女を無視して、話を本題に戻すことにした。

「で、メンバー回収をどうするかだっけ？」

「そうですよ。誰から呼び戻すんですか？」

「うーんと、近くにいる人から探すとなるとまずはフォースかな？　どうやら、ピュリフの街へ向かうルートの途中の街にいるらしいし」

「そうなんですか!?　ということは行きにもすれ違っていた可能性があるってことですね」

「《索敵》でも使っていたら一緒の街にいたことは一発でわかっただろうけど……」

　王都に向かうときの自分は冒険者を辞めることを決意して、アーツを使うことも避けていたから、期待するのも無理な話だ。

「その次はピュリフの街にそのままいるネメを、そうして王都とは反対の方向に行っちゃったエリンを拾うって感じで考えているかな」

「へえ……ネメさんは居座っていたんですね。エリンさんは遠くにいると……。本当に迷惑極まりないですね」

「そう言うなって」

　ロズリアの軽口にため息を吐ついていると、隅で固まっていたハーフエルフの塊がもぞもぞと動き出す。

「ノートのパーティーって女の子多いんだね……」

「六人中三人だったから、そこまでってわけじゃないと思うけど――」

　多かったら何か問題があるのだろうか？

　訊きいてみたい気がしたが、「別に……」と素っ気なく返されるのが目に見えていたので黙っておくことにする。

「ちなみにノートくんのことを好いていた女子はわたくし含め、二人いましたよ」

「え、あと一人!?」

　余計な情報を付け加えたのはもちろんロズリアだ。

「ロズリアちゃんの時も思ったけど、趣味悪いんじゃない？」

　グサッ。

　付け加えられた余計な情報のせいで間接的にダメージを負った俺だった。

　ミーヤが俺のことをタイプじゃないのは知っているけど、直接言われると傷つくね……。仮にも初恋相手なわけだし……。

「ちなみにその子はどんな子だったの？」

「怒りっぽくて、いつもプリプリしていましたよ」

「それってロズリアちゃんが怒らせていたんじゃなくて？」

「間違っていないけど、その言い方はやめようよ」

「あれ!?　間違っていないんだ!?」

　ロズリアの言い分も正しいので、訂正することができない。

　俺もパーティーに入った当初は、なんでこんなにいつも怒っているのだろうと結構ビビッていた。

　まあ、一緒に活動していくうちに彼女のいいところがわかってくるのだけども。

「残る一人の女の子は？」

「ロリです」

「うん、ロリだな」

「ロリなんだ……」

「正確にはロリじゃないですけど……」

「俺達たちより年上だしな」

「えっ!?　ロリなの!?　ロリじゃないの!?　どっちなの!?」

「どっちなんですかね？」

「分類に困るよな」

「何それ!?　意味わかんない！」

　どうやら言葉だけでネメの特徴を伝えきるのは難しいようだ。

　どう説明しようか戸惑っている間に、ミーヤの興味は別の人物に移ったようだ。

「それで、これから会いに行く人はどんな人なの？」

「これはまた一言で言い表しづらいな……」

「ですね」

「別に一言で言い表さなくていいよ！」

「じゃあ悪く言うと――」

「なんで悪く言うの!?　いいところ言いなよ！」

「いいところですか……。難しいですね……」

「強いて言うならだけど――」

「だけど？」

　ミーヤの問いかけに俺は答えた。

「『到達する者アライバーズ』のリーダーだよ」
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「ここがフォースくんのいる街ですか」

　馬車から降りると、ロズリアは伸びをしながら呟つぶやいた。

　俺の身体も長旅で凝り固まっていた。同じように伸びをしながら上半身をほぐしていく。

「そのはずだよ。教わった情報が正しければ」

　フォースがこの街にいるという情報を仕入れてきたのは、この国一の暗殺者といわれている首切り、その右腕のエイシャであった。

　彼女は情報収集に特化した盗賊であり、その実力は首切りからのお墨付きだ。

　実際に情報収集をしているところは目にしたことがないが、彼女の盗賊としての戦闘能力は身をもって知っている。

　彼女も彼女が持ってきた情報も、もちろんどちらも信用していた。

「確かに剣聖の街と言われるだけはあるな――」

　周囲の街並みを眺めながら呟く。

　どうやら馬車下り場は観光地の中心であったようで、飲食店や土産物屋が所狭しと建ち並んでいる。

　のぼりには剣にちなんだ商品の名前が見受けられ、店の名前も剣関連に寄せられているものが多かった。

　あとは武器屋が点在しているのも特徴の一つだろう。

　――剣聖。

　そう言われれば、この国で指されるのは一人だけだ。

　三百年ほど前に生きていたとされている剣士ネクサス・オーリング。

　フォースと同じく【剣術・極】のスキルを持ち、数々の武勇を打ち立てて史上最強の剣士とされている人物だ。

　そんな彼が生前最後に過ごしたとされているのがこの街で、それに由来してこの街は剣聖の街と呼ばれるようになった。

　一般人にとっては観光地となり、剣聖に憧れた剣士達はこの地に住み着くようになって、それ以来剣士達には剣術修業の聖地となったわけだ。

「とりあえず今日は遅いですし、宿屋を探しますか」

「見た感じだと、あっちの方にありそうだね」

　宿泊地がありそうな方向に見当をつけて歩き出すと、後ろから乱れた息が聞こえてくる。

「ちょっと待ってよ！　置いてかないでよ！」

　馬車から降りるのに手間取ったようだ。遅れてやって来たミーヤが隣へ追いついた。

「置いていかないでも何も――」

「まだ一緒の宿に泊まるんですか？」

「へっ？」

　ミーヤは不思議そうな顔で首を傾かしげた。

「『へっ？』じゃないですよ。だってわたくし達、これからフォースくんと会いに行くんですよ？」

「それは知っているよ」

「今までは偶たま々たま一緒の馬車になったから一緒に泊まっていましたが、わたくし達はこの街にしばらく留とどまります。もしかして待ってくれるんですか？」

　ミーヤが今まで一緒に行動していたのは言わば成り行きだ。

　一緒の馬車に乗って、一緒の目的地に向かっていたから、一緒に行動していた。

　でも、俺達はこれからフォースを探さなければならない。

　俺達の個人的な用事にまで彼女を付き合わせるのは悪いだろう。

「そうだけど、でも……」

「でも？」

「わたしがいなかったら、ロズリアちゃんはノートと一緒の部屋に泊まろうとするでしょ？」

「はて？　何のことやら？」

　ロズリアはわざとらしく舌を出す。

　そんな彼女の姿を見て、ミーヤは深くため息を吐いた。

「やっぱり思った通り。ロズリアちゃん、わたしを厄介払いしようとしたでしょ？」

　ここまでの道中、宿泊地に着いた時の部屋分けは俺一人と女子二人といった具合になっていた。

　というのも、最初に宿に着いた日、ロズリアが俺と同じ部屋に泊まろうとしていたところを見み咎とがめられ――。




『そ、そういうのよくないと思う！』

『そういうのとは何のことでしょうか？　わたくし達は同じ部屋に泊まろうとしているだけですよ？』

『でも、男と女だし……あの……』

『ちゃんと言ってくれないとわからないですよ？』

『エッチなこととか……』

『あら、いやらしいですねミーヤさん。わたくし、そんなこと全然考えてなかったですのに……』

『ち、違っ！』

『では、すみません。従業員さん、ダブルベッドとシングルベッドの部屋を一つずつお願いします』

『って、ダブルベッド頼んでいる時点でしようとしているじゃん！　ダブルじゃなくて、ツインの部屋に変えて！』

『あら、残念ですね。ノートくん』

『いや、今回はミーヤが正しいと思うよ……』

『だよね！　とにかく！　変なことしないように、わたしがノートと一緒の部屋になるから！』

『そう言って、ミーヤさんがいやらしいことをしようとしているんじゃないですか？』

『しないから！　幼おさな馴な染じみだし！　するわけないじゃん！』

『いや、幼馴染な点は否定の理由にはなりませんよ』

『うぅ……じゃあ、わたしがロズリアちゃんと同じ部屋に泊まるから！　それでいいでしょ？』

『はあ、仕方ないですね……』




　といったやり取りの中で決まったことだった。

　だから、今回もミーヤが許さないのは当たり前のことというか。

「駄目っ！　二人が変なことしないように見張るから！」

「えーっ、来るんですか？　困りますね。ノートくん何か言ってやってくださいよ」

「別に変なこととかしないから……」

「ノートだし、信用できない」

「なんでだよ！　俺、そんないやらしいキャラじゃなかったよね!?」

　これがロズリアと一緒にいた弊害というやつだろうか。

　彼女が変な発言をする度に俺の評価まで下がってしまう。

　ロズリアの暴走を止めようとしない自分にも責任はあると思うが。

「まあ、立ち話をしてないでさっさと宿屋に向かうか」

　大通りを歩いていき、交差点を右に曲がる。すると、いくつか宿屋が見えてきた。

　その中から、明らかにボロそうな建物を除いて、安そうな宿屋に入ることにした。木彫りの看板が表に立てかけてある二階建ての建物だ。

　受付の人に声をかけ、部屋を二つ取る。一人用の部屋と二人用の部屋を一つずつ。

　お金は俺がまとめて払うことになり、女子陣は大きい荷物を置きにいち早く部屋へと向かった。

　お釣りをもらう間、暇だったので受付の女性に気になっていたことを尋ねた。

「剣聖の丘っていう場所に行きたいんですけど、一般人でも入れますか？」

「ああ、剣聖の丘に行きたいのね」

　剣聖の丘とは、剣聖ネクサスの墓が建てられている地のことである。丘というよりも、小さな山といった具合だろう。

　己の剣術を高めようとする剣士達たちがその山で修業を行い、山には道場も多く建てられるようになった。

　エイシャからの情報によると、フォースもその道場の一つで技を磨いているらしい。

「入れるよ。もしかして、観光かね？」

　俺よりも二回り以上歳とし上うえであろう女性は尋ね返してきた。

「観光っていうわけじゃないですけど……」

「見たところ剣士には見えねえけど、もしかして道場破りかい？」

「やっぱり剣士には見えないんですかね？」

　身体からだから覇気や強つわ者もののオーラがあふれ出ているせいだろうか？　道場破りに見られてしまったようだ。

　はい、噓うそです。覇気や強者のオーラなんてものはあるわけないです。

　ただ単にそういった目的で剣聖の丘を訪れる人が多いからだろう。

「それだったら『頼もーっ！』って感じでドカンと入っていけばいいわな。ドカンと」

「それだけで大丈夫なんですか？」

「あとはあれか？　名前と使う流派とか言えばいいんじゃないかね？　あたしも詳しいことは知らんけど」

　使う流派？　なんだろう使う流派って？　俺は一体何の流派を使っているんだろう。

　今の戦闘スタイルはジンから教わったわけだし、ジン派みたいな感じ？

　違うか。ジンの戦いはもっとすごかったわけだし。俺のはただの無流派だ。

「それともう一つ。フォース・グランズっていう剣士を知っていたりしますか？」

「そりゃあ、知らんわけないだろ」

　おばちゃんは俺の肩を大きく叩たたいた。

「つい最近、この街にやってきた剣の腕が凄すごい人だろ？　剣士達の間でも有名になっているよ。しかも、イケメンときた。この街の女達の間でも話題になってるわね。あたしの娘も早くああいう男を見つけて結婚して欲しいものだよ」

　イケメン？　女達の間でも話題になっている？

　どうやら、エイシャが見つけてきたフォース・グランズは同性同名の別人だったらしい。

　偶然凄腕の剣士だった同性同名の別人。

　フォースが街の女達の間で話題になるとしたら、セクハラに関してだ。被害者の会みたいな感じで。

　まあ、俺が知っているフォースは剣の腕だけは間違いなく一流だし、性格を抜きに顔だけ見ればそこまで悪くないように思える。

　客観的に見ると、俺よりも男としてのレベルは高いように思えてきた。

　むしろ、俺が勝っているところって性格くらいしかなくない？

「多分、その人であっています」

　俺は不本意ながら負けを認めることにした。

「でも、娘が結婚するのは無理なんだろうね。何にも剣一筋で、女には靡なびかない硬派な男っていうじゃないか。そういうところが女にモテるんだろうね」

　やっぱ、誰ですかね？　そいつ？

　俺の知っているフォースは、惚ほれた女を追いかけようとパーティーを抜けようとした男ですよ？

　まあ、それに関しては身内の一流のパーティークラッシャーも関係していたので、あてにならないかもしれないけど。

　現に俺だって、一度は彼女の毒牙にかかって、パーティーメンバーとの作戦を放り出そうとしちゃったくらいだからね。

「はあ……。大丈夫かな、フォース……」

　ジンが死んでから、俺もロズリアにだいぶ変わったと言われたが、フォースにも同じことがいえるようだ。

　ジンとの付き合いが俺よりもずっと長い彼のことだ。俺よりも受けたショックは大きいのかもしれない。

　昔のフォースだったら、かわいい女の子にパーティーに戻ろうと誘われたら即座に首を縦に振っただろう。

　そういった打算もあり、ロズリアにフォースの勧誘をしてもらえればいいと思っていたが、そこまで都合よく事は運ばないらしい。

　まあ、同じく美人のミーヤもいることだし、俺が頼みこめば案外あっさりとダンジョン攻略に戻って来てくれるかもしれない。

「行けばなんとかなるか。とりあえずありがとうございました」

「いいって。それとはい、お釣り」

　受付のおばちゃんからお金を受け取ると、カウンターに置いてあった自室の鍵を取り、階段を上っていった。
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「ここがその道場なの？」

「思っていたより大きな建物ですよね……」

「道場っていうよりも、どちらかというと神殿って感じだよね」

　三人は石造りの大きな門を見上げる。

　山のなだらかな斜面に建てられたその門は、お世辞にも綺き麗れいとは言えない。

　表面はひび割れ、白い石にはところどころ苔こけが生えている。

　門柱には道場名らしき文字が書いてあるが、擦かすれて読めなくなっていた。

「建物の奥にフォースがいる気配があるけど、これ入っていいのかな？」

「呼び鈴は見当たらないですね」

「普通に声をかけてみたら？　さすがに怒られないんじゃないかな？」

「それもそうか」

　ミーヤの言う通りだ。中にフォースがいるのはわかっている。

　昔の知人に会いに行くように自然に訪ねればいいのだ。

　久しぶりの再会ということで少し緊張しているのかもしれない。変なことにまで躊躇ためらってしまうというか。

　昨日話した受付のおばちゃんだって、一般人でも入れると言っていたじゃないか。

　確かこんな感じで入っていけばいいと言っていたっけ？

「頼もーっ！　無流派のノート・アスロンです！」







「どうしてこうなった？」

　俺は首を回してロズリア達の方へ目を向ける。視線を向けられた藍色の髪の彼女はため息を吐つきながら答えた。

「それはノートくんが道場破りに間違われるような入り方をするからですよ」

「だってぇ……」

　俺はただ宿屋の受付のおばちゃんの言う通りに入っただけだもん。まさかおばちゃんが俺を道場破りだと勘違いしたままで、道場破り流の挨拶を教えてきてたとは思わないじゃん。

『見たところ剣士には見えねえけど、もしかして道場破りかい？』

『やっぱり剣士には見えないんですかね？』

　あの時俺は、こちらの装いを見れば道場破りじゃないことはわかるだろうと、相手の問いかけに対して問いかけで返してしまった。

　それが悪かったのだろう。それくらいしか勘違いの原因が見つからない。

　それとも本当にオーラが漏れ出てたとか？

「一体どうするんですか、これ？」

　ロズリアは呆ほうけながら辺りを見回す。

　周囲には、俺達を取り囲むように腰に木刀を差した門下生達が立ちふさがっていた。

　彼らは険しい眼光を滾たぎらせながら、敵意むき出しの声を投げかけてくる。

「なんだ？　俺達じゃ相手にならないからフォース師範代を出せって？」

「違いますよ。個人的な話があるから呼び出してくださいってことですよ」

「そうやって道場破りは何かと理由をつけて呼び出そうとするんだよ」

「だから、そうじゃないですって。俺達知り合いなんですよ、フォースさんと」

「知り合い？　本当か？」

「噓なんてつきませんよ」

「だったら、師範代がどんな人か言ってみろ」

「まず女好き――」

「師範代を愚弄するかっ！」

　先頭に立つ大男は声を荒らげる。それに続くように取り巻きの剣士達も口を開いた。

「師範代が女好き？」

「あるわけないだろ、そんなこと……」

「適当に言っているだけか」

「あれほど剣に一筋の人、いないよな」

　どうやらおばちゃんの情報は本当だったらしい。適当な噂うわさ話ばなしかと笑っていたが、フォースが変わったのは事実なようだ。

「本当にフォースって人と知り合いなの？」

　身内の金髪ハーフエルフまでもが疑いの目を向けてくる。

「噓なら早く正直に言った方がいいと思うよ！　どうせノートのことだから、有名な剣士を調べてパーティーに誘おうとしただけなんでしょ？」

「幼おさな馴な染じみとしての信頼は!?」

　同行していたメンバーにも疑われ、周囲の視線はさらに厳しいものへと変わっていく。

　どうしようかと頭を悩ませていると背後の扉が開いた。

「どうしたんだ？　寄って集まって？」

　その懐かしい声を聞く前に俺は顔を上げる。

《索敵》による気配察知で事前に近づいていたのは知っていたが、生の声を聞くのはやっぱり違ったものがある。

「フォースさん……」

　そう呟つぶやき、一歩、二歩と近づく。

　彼もこちらの存在に気がついたようだ。琥こ珀はく色の瞳が見開かれる。

「ノートと……ロズリアちゃん……？」
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「そうですよ。お久しぶりです、フォースくん」

「おぉ」

　その温かな返事に戸惑いを見せながら、フォースは苦笑いを浮かべた。

「こんなところでまさか再会するとはな」

「偶然じゃないですから。会いに来たんですよ」

「師範代、この人達たちと知り合いなんですか？」

　おそるおそるといった様子で横から声がかかる。

　フォースは軽く手を振って答えた。

「ああ。だから、そんな敵意むき出しにするなって」

「すみません。てっきり道場破りかと……」

「謝んなくていいって。勘違いだったんだろ？　だったら責めねえよ」

　あっけらかんと言うフォース。軽くて淡白なその声色は昔と変わらないようで、どこか変わっているような印象を受けた。

「さあ、オレの客人だ。お前らはこんなところにいないでさっさと修業でもしてろ」

　どう見ても年上の剣士をいとも簡単に追い払うと俺達へと向き合った。

「はるばる来てくれたわけだし、ゆっくり話でもするとするか。ところで――」

　フォースの目は一人の少女へと向く。

「誰だ？　この女の子は？」

「どうもっ。ミーヤ・ラインって言いますっ！」

「そ、そうか……」

　勢いの良い自己紹介に、身を引きながらも返事をするフォース。

　咳せき払ばらいをして姿勢を持ち直すと、口を開いた。

「で、どうしたんだ？　どうしてオレに会いに来た？」

　やっぱり気になるのはそこだろう。

　一年近くぶりの再会。しかも別れを告げたはずの過去のパーティーメンバーからの来訪ときた。

　ただ遊びに来たとはわけが違うことは、彼もわかっているはずだ。

　だから、俺は回りくどい表現を避け、本題を切り出すことにした。

「『到達する者アライバーズ』を復活させに来たんです。もう一度、ダンジョンに挑みませんか？」

「やっぱり、か……」

　青みがかった髪を搔かきながら、彼は言う。

「そんなことだと思ったよ。ロズリアと二人揃そろってさ。来るとしたらそんな要件だよな。で、こちらのミーヤとやらは新しいパーティーメンバーか？」

「それが違うんですよね……。ただ偶たま々たま馬車が一緒になったというか……」

「ただ馬車が一緒になっただけで、どうしてここに来るんだ？」

「色々あったんですよ」

「色々あったか……。まあ、ノートっぽいっちゃノートっぽいか」

　どうやら勝手に納得してくれたようだ。フォースはミーヤの件に興味を失い、話題は元に戻る。

「で、オレとお前とロズリアで『到達する者アライバーズ』をやり直すってか？」

「エリンとネメにはこれから声をかけようと思っています」

「じゃあ、昔の五人で『到達する者アライバーズ』をやり直すってことか？」

「俺はそのつもりです」

　琥珀色の瞳を見つめながら言う。

　俺の覚悟が届くように。熱意が伝わるように。

　だけど、フォースは――。

「無理だろ、それは」

　あっさりとこちらの誘いを一蹴した。

「あのジンが死んだんだぞ？　そのことを忘れたんじゃないよな？」

「……忘れるわけないですよ」

　忘れるわけないじゃないか。忘れられるわけがない。

　ジンは俺の恩人で。尊敬する人で。目標だった。

　昔の俺はただその影について行っているだけで。後を追うことしか考えていなかった。

　だけど、もうジンはいない。自分で自分の未来を切り開かなくてはいけない。

「でも、『到達する者アライバーズ』での日常も忘れられないんですよ。楽しかったんですよ。最高に。だから、もう一度やり直したいと思ったんです」

「やり直したいと思っただけでやり直せるほど、現実は甘くねえだろ」

　フォースはこちらの想おもいを挫くじくように淡々と告げる。

「お前のやろうとしていることはただの無茶だ。無謀だ。何一つ現実的じゃない」

「そんなことないですよ。またみんなで集まれば――」

「みんなで集まれば出来るっていうのか？　ダンジョン攻略が？　ジンがいた頃の六人でも無理だったのに？」

「――っ」

　フォースの言うことは何一つ間違っていない。

『到達する者アライバーズ』はジン含めて六人でもダンジョン攻略に失敗した。それも30階層あるうちの21階層でときた。

　ダンジョンは階層が深くなればなるほど、危険度は増していく。それをジン抜きの五人でダンジョン制覇なんて、ただの絵空事に近かった。

　だけど、ここで素直に引くわけにはいかない。引いたら『到達する者アライバーズ』復活の話が立ち消えになってしまう。

「もちろん新しいメンバーも探しますよ。六人揃えば問題ないでしょ？」

「そんなわけないだろ。どうするんだ？　その新しいメンバーとやらは？　候補はいるのか？」

「まだですけど……。おいおい探していくつもりですよ」

「ジンより強い人間をか？」

「いや……それは無理かもですけど……」

「だったら話にならないだろ」

　目の前の青年はきっぱりと言い放つ。

「六人揃っても、以前より弱くなっちゃ何も意味ねえだろ」

「そうですけど……。でも、五人が前より強くなればいけるんじゃないですか？　フォースさんは今まで修業してきたんでしょう？」

「おいおい、どんな無茶ぶりだよ。オレがジンの分まで強くなれってか？　それって人に二倍強くなれって言ってるも同然だぜ？」

　フォースほどの実力の完成した人間が二倍強くなる。そんなのは無理に等しい。いくら過酷な修業をしたところで限界というものがある。

　彼の指摘通り、『到達する者アライバーズ』はジンがいなくなって弱体化が免れない。

　たとえ、個々が強くなったとしてもそれは誤差の範囲だ。21階層は突破できるかもしれないが、30階層まで制覇できるとは到底思えない。

「ということは、『到達する者アライバーズ』の復活には反対ってことですか？」

「当たり前だろ。ノートが一人でダンジョン攻略をするっていうなら勝手にしろって話だけど、その無謀な自殺には付き合わされたくないからな。オレだって死にたくはないし、何より仲間が死ぬのはもう勘弁だ」

「フォースくん、そんな言い方はないんじゃないですか!?」

　先ほどから黙っていたロズリアが割って入る。怒りを隠さずに詰め寄るが、フォースは何食わぬ顔で返す。

「なんだよ。今は二人で大事な話をしているんだよ。邪魔するな」

「あのですね！　ノートくんは色々考えて！　色々悩んで！　この決断をしたんですよ！　それを無謀な自殺って！　あんまりな言い方じゃないですか!?」

「だったらなんて言えばいいんだ？　オレは事実をありのまま言ったつもりだけど？」

「そんな酷ひどい人だとは思いませんでした！」

　フォースがロズリアに冷たい言葉を投げかけるのを初めて目撃した。彼はいつもロズリアに対してはイエスマンであった。

　そんなフォースがこうも言うということは、現時点ではこの意見を譲るつもりがないということだろう。

「見損ないました。フォースくんなんてもう知りませんっ！」

「そうかい。ロズリアちゃんも死にたくないんだったら、ノートから離れることだな」

「そういうこと言うんですね……。もういいです。ノートくん行きましょう」

　俺の腕を引いて、この場から立ち去ろうとするロズリア。

　それには応じず、俺はフォースの瞳を見つめて言った。

「だったら、どうしたら『到達する者アライバーズ』はダンジョン制覇できるようになると思いますか？」

　フォースの力無くして『到達する者アライバーズ』の復活は不可能だと考えていいだろう。

　実力的な問題でもそうだし、何よりパーティーの創設者であるジンもフォースもいなかったら、それは『到達する者アライバーズ』とはかけ離れた別のパーティーだ。

　それにフォースはダンジョン攻略をしたくないとは一言も言っていない。

　ダンジョン制覇という目的の達成が現実的でないからと復活に反対しているだけだ。

　なら、ダンジョン制覇という目的の達成を現実的なものにすればいい。

「どうしたらフォースさんは『到達する者アライバーズ』に戻ってくれますか？」

「……新メンバーを探すこと。それは最低条件だ」

　ほら。やっぱりフォースはダンジョン攻略を諦めていない。だから、こうして具体的な方策を出してくれる。

「最低条件ってことは他にも条件があるってことですよね？」

「まあな。むしろ、こっちが本命だと思って構わねえ」

　フォースはそう断って告げた。

「お前だよ、ノート。お前が強くならなくちゃ話にならねえんだよ」

「俺が、強く……？」

「そうだ。お前が強くなるんだ。オレ達と足を並べるくらい。そして、ジンに代われるくらい」

　突然告げられた無茶とも思える要求。その真意を確かめるべく口を開く。

「どうしてそう思うんです？」

「当たり前だろ。ジンがいなくなって、『到達する者アライバーズ』の戦力は激減した。しかも、ジンの抜けた穴を埋めるほどの人材はそう見つからないときた。だったら、誰かがジンの代わりをしなくちゃならねえ」

「それが俺だと？」

「ああ。オレが二倍強くなるより、よっぽど現実的だろ？」

　なんと簡単に言ってくれるものだ。

　ジンに取って代わる。ジンと同じくらい強くなる。

　無茶だ。無謀だ。不可能に近い。

　――でも、ダンジョン制覇よりかはずっと簡単かもしれない。

　これから俺達たちはそんな無謀なことに挑もうとしているのだ。

　前人未到の秘境の踏破。今まで誰しもが叶かなえられなかった人類の悲願の一つを、たった六人だけで叶えようとしているのだ。

「それにお前がジンの代わりを務められれば、ダンジョン攻略に向かない盗賊系戦闘職バトルスタイルが二人いるという『到達する者アライバーズ』の弱点も克服できる。新しく入れるメンバーの幅も増える」

　フォースは真剣にダンジョン制覇について考えてくれている。『到達する者アライバーズ』のこれからについて考えてくれている。

　その姿は紛れもなくパーティーのリーダーであった。

「わかりました。俺がジンさんの代わりを務められるくらい強くなれれば、『到達する者アライバーズ』の復活を認めてくれるんですね？」

「簡単に言ってくれるな。ジンと肩を並べるくらい強くなるってことは、要するにオレと同じくらい強くなるってことだぞ？」

　そう言って、刀を肩にかけ不敵に微笑ほほえむフォース。

　過去に彼の口から語られたエピソードが頭の中に過よぎる。

　フォースとジンが最初に出会った時のこと。

　ジンがフォースを暗殺しにやってきて、ジンとフォースが互角に戦って。フォースが戦いの途中で勧誘を始めたという『到達する者アライバーズ』の原初の歴史。

　その瞬間、二人の対等な関係は始まった。優劣も力関係もない、純粋に対等な関係。

　その関係は強つわ者もの揃ぞろいの『到達する者アライバーズ』の中でも、明確に特別な関係だった。

「簡単に言ってるわけじゃないですよ。フォースさんやジンさんの強さはいやってほど知っています」

　現にフォースやジンとの手合わせで、俺は一度も勝ったことがない。それどころか、一撃だって与えられたことはなかった。

　ジンとなんて何百戦と戦っているにも拘わらずだ。

「でも、そうするしかないんですよね？　そうしないと『到達する者アライバーズ』が戻ってこないっていうなら、強くなるしかないじゃないですか？」

「言うじゃないか。まあ、口だけではなんとでも言えるけどな」

　フォースはこちらの言葉を鼻で笑うと、周囲で様子を窺うかがっていた門下生の一人に向かって話しかける。

「おい、そこのお前。空いている稽古場あるか？」

「あっ、はいっ！　師範代が使うならどこでも空けておきます！」

「そこまではしなくていいから。とりあえず、適当な場所探しとくわ」

　丁重な返事をする門下生を軽くあしらうと、フォースは俺に向かって言った。

「まあ、ここで話していてもなんだ。さっさと腕試しといこうぜ」

　こうしてフォースを『到達する者アライバーズ』に取り戻すための試練が幕を開けた。







「ここでいいか」

「広さ的にもちょうど良さそうですね」

「それにしても外がいいなんて不思議なことを言ってくるもんだな」

　そう言って、フォースは辺りを見回す。

　ここは剣聖の丘の中腹。フォースがいた道場からは少し離れた荒地のど真ん中だ。

　ギャラリーにはロズリアとミーヤ、そして手の空いていた門下生がかなりの数来ている。

　どうやら突然現れた部外者と、最強の剣士の戦いに興味津々なようだ。彼らは空き地の隅で俺とフォースを囲むように並んでいた。

「部屋の中じゃ駄目な理由でもあるのか？」

「ピュリフの街でフォースさんと戦ったときも外でだったじゃないですか？　それに合わせようとしただけです」

　もちろん噓うそである。ミーヤと決闘した時に使った《隠おん密みつ》からの奇襲を決められる状況を狙ってのことだ。

　自分の特技で戦うロケーションじゃなきゃ、フォースに勝つことは難しい。

　ギャラリーにいるミーヤは俺の狙いに気がついたのか、眉間に皺しわを寄せていた。

「まあ、いいか。どんな手を使おうとオレには勝てねえよ」

　こちらの手に気づいているようにも、気づいていないようにも見える返事がくる。

　フォースにとっては俺の小細工など気にするほどのことではないのかもしれない。そのくらい二人の実力差は隔たっている。

「やってみないとわからないじゃないですか」

　精一杯の強がりを持って、ダガーを引き抜く。

　完全な戦闘態勢。俺は既に全神経を目の前の剣士に向けているし、彼もまたこちらを仕留めんと鋭い眼光を向けていた。

　左手は鞘さやに。脱力した右手は柄つかに軽く添えられている。抜刀の構えだ。

「行きますよ」

「そういうのいいから。さっさとかかってこいよ」

　身体からだが弛し緩かんしているのがこの距離からでも見て取れる。どうやら、そのまま迎え撃つつもりらしい。

　なら、その余裕そうな態度に甘えて――。

「《偽・絶影》」

　最速で駆け出した。後方に。そのままギャラリーの人ごみの中に潜んでいく。

「おっ、逃げたわけじゃないよな……。となると奇襲か」

　目の前の敵が突然消えたにも拘わらず、フォースは余裕の態度を崩さない。

　ここで即座にパニックにならない辺り、ミーヤという冒険者と踏んできた場数の違いが現れているように思えた。

「なあ、ここで質問だ」

　フォースはどこに向かって言うでもなく、言葉を投げかけた。

「ジンはどうしてオレを殺せなかったと思う？」

　――そんなの決まっている。フォースがジンと同じくらい強かったからだ。

　心の中に浮かんだ答えを口にせず、俺は駆け出した。

　一直線に。身体を弾丸と化して。鋭利な刃をフォースへと放っていく。

「――答えはオレに奇襲は通用しないからだ」

　そんな会心の一撃をフォースはいとも簡単に受け止めた。

　刀を抜かずして。腰に差した鞘の角度を上げ、斜め後ろからの奇襲に難なく対処してきた。

　それもこちらを一度も振り向くことをせずに。

「おい、ノート。忘れたのか？　オレには《心眼》ってスキルがあるんだぜ？　奇襲なんてまどろっこしい手、意味ねえよ。やり直しだ」

　そう言うと、動きの止まった俺に蹴りを放ってくる。咄とつ嗟さに両腕をクロスして威力を受け止めながら、後ろに下がり距離を取る。

「反則的ですね……」

　思わず口から文句が漏れてしまう。

　スキル《心眼》。攻撃を見極められるようになる圧倒的性能の戦闘スキルだ。

　そのスキルさえあれば、奇襲やら目に留まらないほどの攻撃にも対処できてしまう。

　まさに盗賊や暗殺者の天敵みたいなスキルである。

　このスキルと類まれなる反射速度があれば、脱力した状態でも俺の奇襲をいなせてしまうようだ。

　昔のジンの奇襲とやらもこのスキルでやり過ごしたのだろう。

　小細工は通用しないときた。それなら次は正攻法で行く。

　最高速の《偽・絶影》で突っ切るしかない。

　足にバネを溜ため、《縮地》の準備をする。溜め終わると即座に射出した。

「遅せえよ。ジンより全然遅い」

　その呟つぶやきが聞こえた頃にはダガーの刃と刀が競り合って、甲高い音を響かせていた。

　この競合はフォースが絶妙な力加減で保たせているに過ぎない。刃の扱いの力量はかけ離れている。

　フォースが腕に力を入れると、俺はすぐさま吹き飛ばされた。

「そんなんじゃ全然話にならねえ。やり直しだ」

　まただ。また届かなかった。

　俺の今の力量じゃ、そう簡単にジンに並ぶことなんてできない。

「次、行きます」

　一声かけて、走り出す。

　もう一度、《偽・絶影》。全集中をスピードに振り切った特攻だ。

「そもそもそんな攻撃じゃ、届いたところでオレにダメージを与えることなんてできないぜ」

　振り切った手を使い、ダガーを弾はじかれてしまう。刃は俺の腕から落ち、そのまま土の上へと刺さった。

　今度は剣すら抜かないで対処されてしまった。俺の攻撃が甘いのを完全に見極められてしまった。

　俺の《必殺クリテイカル》は未いまだ完成しているとは言えない状況だ。

　発動確率は上がったものの、必ず発動できるわけではないし、発動したところで大した威力にはならない。

　フォースに生半可な攻撃は通用しない。

　ミーヤとの決闘ではダガーを首に当てるという方法で自分の攻撃技術が未熟なことを誤魔化した。

　しかし、《心眼》を持つフォースには通用しない。攻撃技術の拙さまで全て見破られてしまうからだ。

　今まで俺が誤魔化してなんとかやり過ごしてきた全てが、フォースの前では白日の下に晒さらされてしまう。

「はぁ、もういいよ……。止やめだ、止め。これ以上やっても意味がねえ」

　フォースはため息を吐つくと、肩を落とした。そのままこちらを鋭い眼光で射止めてくる。

「お前、昔から全然変わってねえじゃねえか。全然強くなってねえ。オレ達が別れてから一年近く経たったけど、その間お前は一体何をしてきたんだ？」

「それは……」

　答えられるはずがない。

　だって、何もしてなかったんだから。

　ジンが死んで、危険なことから足を洗おうと冒険者を辞めた。逃げるように王都で生活することにした。

　ロズリアと二人きり、ぬるま湯に浸つかったような日常を歩んでいた。

　その間もフォースは修業に励んでいた。大切な相棒を失った後悔を胸に、剣の腕を磨くことだけに励んでいた。

　両者の違いは一目瞭然だ。差は戦いの結果として明確に表れていた。

「お前は馬鹿じゃないからわかるだろ？　今のお前じゃ、絶対オレには勝てない。ジンにも並ぶことはできない」

「……はい」

　これ以上は言われなくてもわかっていた。

　何度手合わせをしてもフォースと渡り合えるビジョンは見えないし、そろそろ《偽・絶影》の反動も限界が来ていた。

　情けなくて悔しいが、どうしようもない現実がそこにはあった。

「……出直してきます」

「ああ、そうか。勝手にしろ」

　そう言って、背を向けて立ち去ろうとするフォース。

「ノートくん、大丈夫ですか？」

　すかさずロズリアが駆け寄ってくる。

　俺の肩に手を置いたまま、潤んだ瞳で去っていく背中を見つめるも、フォースは視線を気にも留めず歩みを進めていった。

　そのまま『到達する者アライバーズ』復活という夢は、俺の実力不足のせいで幕を閉じたかのように思えたが――。

「ちょっと待ってよ、そこの人」

　予想外の人物の声でフォースは引き留められる。その人物はまさかのミーヤだった。

「フォースって言うんでしたっけ？」

「そうだけど。オレに何の用だ？」

「あのー、昔『到達する者アライバーズ』のリーダーやっていたんですよね？　すごく強いんですよね？」

「まあ、そうだけど……」

　戸惑うフォースを余よ所そに、ミーヤは衝撃的な発言をした。

「だったら、わたしが作るパーティーに入りませんかっ？　言っておくけど、わたしはノートより断然強いですっ！」

「……」

　啞あ然ぜんとした表情というのはこういう光景を言うのだろう。フォースは口をポカンと開けていた。

　鏡を見たら、きっと俺も同じ表情をしているだろう。

「いや、待ってよ。フォースは俺達たちのパーティーに――」

「入らないんでしょ？　ほら、断られてたじゃん！」

「今はそうだけど……。でも、今後は……」

「そういうのって早い者勝ちじゃない？」

「それはそうかもしれないけど……」

　だけど、それってあり？

　フォースは『到達する者アライバーズ』のメンバーだ。他のダンジョン攻略パーティーに入るなんて考えたこともなかった。

「なんでフォースを取ろうとするんだよ」

「だって、わたしはダンジョン攻略でノートに勝たなくちゃいけないんだもん。だったら、強い仲間が欲しくない？」

　確かにフォースはダンジョン攻略パーティーに加えるなら最高の人物だ。

　この国で現在最強の剣士と言っても過言ではなく、加えてダンジョン探索のノウハウもある。

　ミーヤ以外のダンジョン攻略を目もく論ろむ冒険者も、喉から手が出るほど欲しがっている人材に違いない。

「それにノートのパーティーから、フォースさんが抜けたらノートの攻略速度が遅くなるよね？」

「そんな笑顔で直接的妨害を宣言されても……」

「相当性格が歪ゆがんでますね……」

　隣にいるロズリアまでも引いていた。ロズリアに性格が歪んでいるって言われるなんて相当なものだぞ？

「いや、これはオレとノート達の問題であって――」

　もちろんフォースにとってもこれは予想外の展開だったようで、しどろもどろになりながらも断ろうとする。

　だけど、ミーヤは決して引こうとしなかった。

「だって、話を聞いているとノートのパーティーはダンジョン制覇できそうにないから入りたくないんでしょ？　だったら、わたしのパーティーに入ったって問題ないじゃん！」

「そうだけど、そうじゃないっていうか……」

「なんで？」

「それは……ノートとかに悪いじゃんか……」

「悪いと思ってるんだったら、さっさとノートのパーティーに入ればいいじゃん」

「それもまた違うっていうか……。そもそもミーヤちゃんの作るパーティーがダンジョン制覇できるって保証もなくない？」

「なるほどね。要するにわたしの力がわからないから、入りたくないと」

　両手をパンと打つと、ミーヤは目を輝かせて言った。

「だったら、わたしがフォースさんに勝てばいいってことだよね？　ノートみたいに戦って、勝てばわたしのパーティーに入るということでどう？」

　どう？　じゃないから！

　少しはこっちの話を聞こうよ……。

　また面倒な展開になってしまった。ミーヤに嫌われている弊害がこんなところで出てくるとは……。

　もちろん、そんな挑戦的な条件を持ちだしたらフォースが断るわけがなくて――。

「要するにオレが勝ちさえすればいいんだろ？　面白いじゃねえか。オレに喧けん嘩かを売ってきたこと、後悔させてやる」

　フォースＶＳミーヤという、誰しもが予想だにしない第二ラウンドが始まってしまったのであった。







「なんで……こんなはずじゃなかったのに……」

　木目調の床にへたり込むミーヤ。悲嘆に暮れるその背中を眺めながら、先ほど繰り広げられた戦いの様子を思い出していた。

　先に結果を言うと、フォースとミーヤの戦いはフォースの圧勝だった。あのミーヤが一矢報いることもできぬまま負けた。

　事前の予想ではどっちが勝ってもおかしくないと思っていた。

　お互いのスキル構成は同格だ。むしろ、多彩な攻撃補正スキルがあるミーヤに軍配が上がる可能性もある。

　しかし、蓋を開けてみたらそのスキル構成ですらフォースが勝っているのが現状だった。

【剣術・極】と【弓術・極】の性能自体は大差ない。

　同程度の性能だった場合、一対一の至近距離の戦闘では、至近距離向きのスキルである【剣術・極】を持っているフォースが圧倒的に有利だった。

　それにフォースには【心眼】もある。遠距離から放たれた矢は剣を使って全てやり過ごされていた。

　ミーヤには【身体強化・大】という近接戦闘用スキルもあるが、フォースの刀の間合いではそのスキルはあまりにも無力だ。

　残されたスキル、【森精霊王の加護】の補正がかかる精霊術を発動するもフォースの【魔法耐性・大】によって減弱されてしまっていた。

　大技の精霊術だったらダメージを与えられただろうが、そんな隙をフォースが許すわけない。

　ミーヤがオールラウンダーとして完成したスキル構成だとしたら、フォースは近接戦闘に特化した完成したスキル構成だ。

　舞台が違えば結果も違ったかもしれないが、一対一の戦闘という面ではフォースの有利は揺るがない。

　それにミーヤにはブランクがある。

　俺のブランクとはまた違うもので、ミーヤは俺と別れた後も冒険者を続けていたが、自分の優れたスキル構成を隠すために実力を偽っていた。

　本気でダンジョン攻略に挑んでいた剣士と決して本気を出そうとしなかった狩人かりゆうど。その両者の違いは明確な力関係となって表れていた。

　まあ、そんな感じでフォースにボコボコにされたミーヤは現在、絶賛落ち込み中であった。

「もしかして……わたしって弱いの……？」

　意気揚々と戦いを挑んで惨敗した彼女はプライドがへし折れていた。この前の喧嘩で俺に負けたことも関係しているかもしれない。

　ガチ凹へこみしている彼女をこのまま放っておくのも忍びないので、とりあえずフォローを入れておく。

「そんなことないと思うよ。フォースが強いだけだよ。今回は偶たま々たま負けただけで――」

「そうだよね？　やっぱそうだよね？」

「はたして、そうでしょうか？」

　口を挟んできたのはロズリアである。

「ノートくんにも惨敗していましたし、本当は弱いんじゃないですか？」

「っ……」

「しかも、あんなに自信満々に戦いを挑んでおいてまた負けるって、わたくしなら恥ずかしくてもう街も歩けませんよ」

「うわわぁぁぁん！　帰るっ！　チャングズに帰るっ！　もうダンジョン攻略なんて知らないっ！」

　追い打ちをかけるなよ……。いくらなんでもそれは鬼畜過ぎませんかね、ロズリアさん……。

「そこまでにしておきなよ。なんかかわいそうだし」

　とりあえず、このまま放っておくのも悪いような気がしたので助けに入る。

　それに対するミーヤはというと――。

「ノートに哀れまれたっ！」

　更なる落ち込みを見せられてしまった。

　おかしいなぁ。助けに入ったつもりだったんだけどな……。

「ほらほら、ノートくんもう一発！」

　ロズリアは生き生きとかけ声をかけないで！　それだと俺に悪意があるみたいになっちゃうじゃん！

「もう一発じゃないから。とりあえずミーヤは部屋に入ってから落ち込もう。ここは通路で通行人の邪魔だから」

　現在ミーヤが落ち込んでいる場所は、俺達が取っている宿屋の廊下であった。

　フォースに負けてからというものの目に生気がなかった彼女だが、宿に着き部屋に入る前にＨＰが尽きた様子であった。

「邪魔って……酷ひどい……」

　もう何を言ってもＨＰが０になったミーヤにダメージは入るようだった。

　最近気づいたけど、ミーヤって結構面倒な性格しているよね。

「はぁ……。力ずくで部屋に入れるからロズリアも手伝って」

「えぇ……自分で立って歩いてくださいよ、ミーヤさん」







「これからどうするつもりなんですか？」

　ロズリアはこちらを向いて尋ねてくる。

　俺達三人がいるのは、ロズリアとミーヤのために取った女子用の一室である。

　ミーヤをなんとかして部屋に運び込み、一息ついてのことである。

　ちなみに部屋の隅で丸くなっているのがミーヤである。布団にくるまって虚うつろな目をして固まっていた。

　あれはなかったものだと考えて、視界から追いやることにした。

「うん。一旦ピュリフの街に帰ろうかなって。少なくとも現状じゃフォースに勝つことは無理だし。突き止めた居場所が変わる前にエリンやネメと会わなくちゃいけないってのもあるから」

　おそらくフォースは当分の間、この剣聖の街にいるだろう。

　彼はこれからも自身の腕を磨き続けるだろうし、彼がこの街から去ったら俺達と連絡が取れなくなることも把握しているはずだ。

『到達する者アライバーズ』を復活したいという旨は伝えた。

　フォースがまだ『到達する者アライバーズ』のことを想おもってくれるなら、そのまま姿を消して復活の可能性が自然消滅、という結末だけは避けてくれるだろう。

　エイシャから仕入れた情報の新鮮度があるうちに、他のメンバーに話をつけに行くことの方が先決だ。

「ピュリフの街にはネメさんがいるんですよね？」

「そうみたいだね」

「わたくし達たちがいなくなった後もまだあの街にいたんですね」

「うん。意外っちゃ意外だよね」

　俺が相あい槌づちを打つと、ロズリアが尋ねてくる。

「で、エリンさんはどうするんです？　やっぱり新しい『到達する者アライバーズ』には入れない方向ですか？」

「いや、入れるに決まっているからね。なんで俺がハブこうとしていたみたいに言うのさ……」

「ですよね……」

　残念そうに呟つぶやくロズリア。

　二人が仲が悪いのは知っていたけど、いくらなんでもそれは冗談だよね？　『到達するアライバー者ズ』にエリンを入れないとかなしだからね。

　まあ、煮え切らない振られ方をして逃げられてしまった俺が交渉したところで、パーティーに戻ってきてくれるのかは不安なところだけど。

「ちなみにエリンさんはどこにいるんですか？」

「魔法都市だって。王都とは正反対の方角だから、一旦ピュリフの街に帰ってネメ姉さんに話をつけてからって感じにするつもり」

「魔法都市とかまた遠いところですね……。いなくなるんだったら、せめて近いところにして欲しかったです」

「そう言うなって。まあ、移動が大変なのはわかるけどさ」

　何日かかるんだろう。時間もそうだし、交通費だってかなりかかるはずだ。

　手持ちのお金だけでどうにかなるかな……。最悪、足りなかったらネメに借りることにしよう。

「とりあえず残りの二人のことはわかりました。ノートくんの方針に任せます。でも、フォースくんはどうするつもりなんですか……？」

　目下最大の懸念について指摘される。

「どうすればいいんだろうね、本当に……」

　こっちが訊ききたいくらいの質問だった。

　フォースに勝てるビジョンが見えないのはもちろんのこと、渡り合えるビジョンも見えない。

　唯一の幸運といえば、ミーヤに奪われるという結果にはならなかったことだが、それも裏を返せばあのミーヤでも勝つことができないということだ。

　どちらかというと絶望である。

「あの感じだと、ノートくんが認められるようにならないと駄目そうですね」

「そうなんだよな……」

　俺がジンに肩を並べること。それが『到達する者アライバーズ』復活の条件だと言われた。

　しかし、ジンはもうこの世にはいない。悲しいけど、もう二度と手合わせすることはできない。

　直接比べられないので、代わりにフォースと渡り合うという条件が出されたのが今の状況だ。

　俺がフォースと渡り合うには足りないものが三つあるように思えた。

　一つ目は圧倒的近接戦闘能力。フォースの剣術に真っ向からやり合えるほどの力を身につけないといけない。

　二つ目は《心眼》破り。あの神がかり的な攻撃予測を攻略して、なんとか彼に刃を突き付けなくてはならない。

　三つ目は攻撃アーツ。いくら刃が届いたところで、刃は傷をつけられなくちゃ意味がない。《心眼》で攻撃の程度は見極められてしまうため、今まで行った決闘のように誤魔化しも効きはしない。

「課題がありすぎるな……」

　自分が今まで先延ばしにしていたものが一斉に降りかかってきた。そんな感じだ。

　俺の人生、毎回こんなのばっかりだよな……。

「頑張ってくださいよ。応援してますから。それに頑張らなくちゃいけないのはわたくしもです」

　両手にグーを作るとロズリアは言った。

「成長しなくちゃいけないのはノートくんだけじゃありません。『到達する者アライバーズ』がなくなってから、何もしてこなかったのはわたくしの方です。もうあんなことを繰り返すのは嫌ですから。精一杯ダンジョン攻略に向き合ってみようと思います」

　琥こ珀はく色の瞳が真っ直すぐ向けられる。澄み切ったその色にはいつものふざけた感情は一切見当たらない。

「ロズリアが本気になってくれるなら、頼もしいよ」

「ノートくんにも期待していますから」

　こうして俺達の『到達する者アライバーズ』復活に向けた足取りは、フォースに断られ、その代わりに課題が示されたという一進一退の結果に終わったのであった。
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「じゃあ、ここでお別れだね」

「うん」

　ピュリフの街の馬車降り場に到着すると、俺達はその場で別れることにした。

　元々、ミーヤとは偶々同じ馬車に乗ることになってしまっただけの仲である。

　ピュリフの街に着いてしまった以上、行動を共にする理由もないというわけだ。

「これからミーヤはどうするの？」

「とりあえず宿でも探して、そうしたらすぐにダンジョン制覇できそうなパーティーでも探そうかな」

「宿だったら、あっちの方にあるから。それとも、パーティーが決まるまで『到達する者アライバーズ』のパーティーハウスに泊まるっていう手もあるけど」

「いいよ。そもそもダンジョン制覇するまで顔を合わせない約束だから。ここでさよならすることにするよ」

「そういうことなら、わかった」

　もう会えないというのは寂しい気がしたが、本来ミーヤとは別れを済ませているはずなのだ。

　ブロードの街で告げられた別れ。そして王都で再会し、過去の諍いさかいを清算した後での別れ。

　それが奇妙な運命とともに、先延ばしされていただけだ。ロスタイムが終わったというだけの話。

　寂しさはあるものの、不思議と辛つらいとは思わなかった。

「もう会えないってなると寂しいですね」

　ロズリアも同じような感慨を受けていたようだ。声量を落としてしょんぼりと呟く。

「大丈夫だよ！　顔を合わせないって約束したのはノートとだけだし！　会おうと思えば、いつでも会えるよ！」

「もう弄いじれないってなると寂しいですね」

「うん！　次会う時はダンジョン制覇した時だね！」

　やっぱそうなるよね……。

　ロズリアが真面目に別れを惜しむ光景なんて似合わないと思ったんだよ。

「じゃあ、わたしはもう行くね。ノート、ロズリアちゃん。じゃあねー」

「うん、じゃあ」

「わかりました。またどこかで」

　俺達は手を振って、別れの挨拶を終えた。

　ミーヤの姿が曲がり角に消えると、ロズリアは口を開く。

「さて、わたくし達も戻りましょうか。『到達する者アライバーズ』のパーティーハウスに」

「そうだね。何カ月ぶりの帰宅だろう」

　そんなことを話しながら、俺達は懐かしの家に向かったのであった。







「ノートくん、入らないんですか？」

「いや、入りたいんだけどね……」

　ドアの前で立ち止まる俺を不思議そうに見つめてくるロズリア。

　そんな彼女の問いかけに、なんと答えればいいか迷っている最中だった。

「一つ訊くけど、ここってまだ『到達する者アライバーズ』のパーティーハウスなんだよね？」

「そのはずですけど？　看板だってありますし、見た目だって変わってないじゃないですか」

「そうだよね。だったら、なんで――」

　俺は疑問に思っていたことを口にした。

「知らない人達がいるんだろう……」
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《索敵》からは室内に見知らぬ人の気配が感じられていた。

　総数は二。どちらともリビングにいるようだ。

「知らない人ですか？」

「うん。しかも、割とくつろいでいる様子なんだけど……」

「じゃあ空き巣じゃないですか？」

「だから、くつろいでいるんだって」

「物を盗んだ後くつろぐタイプの空き巣なんじゃないですか？」

「なんだよ、そのタイプ……」

「それか限りなく可能性は低いですけど、空き巣になったパーティーハウスに住み着かれたといったところでしょうか」

「そっちの方が圧倒的に可能性高いと思う」

　俺とロズリアがピュリフの街から去って、残されたメンバーはネメのみとなった。

　おそらく彼女も『到達する者アライバーズ』のパーティーハウスから拠点を移したのだろう。

　エイシャが調べた情報からまだこの街にいることはわかっていたが、それ以上の情報は摑つかめていなかった。

「とりあえず中に入って、居座っている人達を追い出すことから始めるか」

「そうですね。この家がないと『到達する者アライバーズ』って感じがしませんですし」

　持っていた鍵を鍵穴に差し、くるっと捻ひねる。

　鍵は変えられていなかったようで、ドアは簡単に開錠された。

　中に入ると即、靴が並んだ玄関が目に入った。廊下にもちらほら荷物が置かれており、生活感が漂っている。

「ほらほら、誰かいるんでしょ？　出てきてください」

　家中に届くように大きな声で呼びかける。

　すると、すぐさま奥の扉から人影が現れた。

「うわっ!?　誰っすか!?　あんたら!?」

　誰っすか!?　はこちらの台詞せりふだ。

　全然見たこともない人が出てきたんだけど……。

「どうしたの？　ナクト？」

　少年の次は見知らぬ少女が。

　リビングの方から顔を出してきていた。

「なんか知らん人が入ってきたんだよ！」

「何言ってんのよ。そんなわけないじゃな――」

「だろ？」

「ほんとだ!?　泥棒じゃん！　憲兵さん呼ばないと！　早く呼んできてよ！」

「ドアの前にいるんだし、無理だろ！　外に出られねえよ！」

「じゃあ追い出してよ！　ナクト冒険者でしょ？」

「それはフーリエも――」

「早くっ！」

「もうどうにでもなれっす。覚悟っ！」

　そう叫んで、ナクトと呼ばれている少年はこちらに向かってきた。

　廊下に立てかけてあった木の棒を摑み、距離を詰めてくる。

「うおぉぉぉりゃぁぁぁー」

　そのまま木の棒を振りかぶってくる。

　まさかのいきなりの実力行使である。

「危なっ!?」

　俺の後ろにはロズリアがいる。避けられないことはないが、避けて彼女に攻撃が当たるのはまずい。

《縮地》で距離を詰め、相手の懐へ潜り込む。

　そのまま足を払い、バランスを崩したところで腕を摑んだ。

　腕を捻り倒れていく少年の身体からだを利用して、床へと押さえ込んだ。

「うわっ!?」

「ナクトっ!?」

　迎撃してきた少年の方は制圧が完了した。

　もう一人の少女の方に目を向ける。フーリエと呼ばれる少女は、突然のことに立ち尽くして、身体がすくんでいるようだった。

「だ、大丈夫？」

「大丈夫なわけあるか！　早く助けろよ！」

「で、でも――」

「ほら、魔法！」

「あっ、そうか――」

　フーリエは腰に差してあった杖つえを構え、魔力を練り始める。

「《炎矢フレイムアロー》っ！」

　家の中で炎系魔法かよ。

　文句を言う暇もなく、矢の形状をした炎が射出される。

　俺の顔面に向かって一直線で飛んできた。

「ロズ――」

「大丈夫ですよ、わかってます」

　俺の呼びかけを待たずして、眼前に光の障壁が展開される。

　炎の矢は障壁にぶつかると、火花を散らして立ち消えた。

「――《聖壁プロテクト》」

　ロズリアの防御スペルがフーリエの攻撃を防いでくれたようだ。

　避けることもできなくはなかったが、避けたら炎が家に燃え移ってしまう可能性もある。

　言葉を交わさずして、ロズリアが意図を察してくれて助かった。

「えっ!?　どうしよう……」

　スペルを防がれるとは思っていなかったのか、フーリエは固まっている。

　その隙にロズリアは周囲に光剣を展開していた。

「これ以上は暴れない方がいいですよ。命は惜しいですよね？」

　俺達たち二人には勝てないと悟ったのか、フーリエは床にへたり込んだ。

　杖を落とし、戦意喪失している様子だ。

「ごめんなさい。命は勘弁してください。お金ならいくらでもあげますから……」

　あれ？　これ、俺達が空き巣みたいになってない？







「えーと……キミ達は冒険者だったの？」

「そうっす。『最強無敵パーティーず』っていうパーティーを組んでいるっす」

「……」

　何そのネーミングセンス……滅め茶ちや苦く茶ちやダサいんですけど……。

　あまり人のパーティーの名前にケチつけるのもどうかと思うけどね。ちょっとこれは……。

「なんっすか、その顔？」

「いや、独特な名前だなって……。ちなみにだけど、変えたいとか思わないの？」

「よく言われるっす。ボスがつけてくれた名前ですから」

「ボスね……」

　ロズリアに目配せをしながらも、質問を続ける。

「で、そのボスにこの家に住まわせてもらったと？」

「そういうことっす。この家はボスのだと聞いていたんですけど……」

　俺達がこの家に侵入してきた目的については、既にナクト達には説明していた。

　現在は戦闘態勢を解いて、リビングで落ち着いて話し合いをしている状況だ。

「で、そのボスの名前ってのが？」

「ネメ・パージンさんっす」

　ここまでに聞いた情報を一旦頭の中で整理してみよう。

　俺とロズリアがピュリフの街を去った後、一人残されたネメはこの家に住み続けていた。

　そして、『最強無敵パーティーず』というパーティーを組むことにした。

　メンバーはナクトとフーリエ、それと盗賊と戦士が一人ずつの合計五人パーティーだ。一応ダンジョンなんかにも挑んでいたりするらしい。

　ネメは家にナクト達を住まわせることにした。

　そこに『到達する者アライバーズ』を復活させようとした俺達が戻ってきて、今回の騒動が起きたというわけだ。

　と状況を冷静に整理していると、玄関の扉が開く音がする。

　どうやら買い物に行っていたらしいネメとパーティーの仲間が帰ってきたようだ。

「おかえりです！」

　明るく吞のん気きで、よく響く声が聴こえる。

　この声、やっぱりネメのものだ。おかえりとただいまを間違えているし。

　すると案の定、玄関に続く扉から小さな影が見えた。

「プリン買ってきたで――」

　赤毛の彼女は俺達の姿を確認すると、目を見開く。

「の、ノートとロズリアです!?」

　幽霊を見たかのように跳び退のく幼女。

　そのまま床に転がったネメは、一緒に帰ってきた仲間に助け起こされる。
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「誰なんですか、そこの人達……？」

　盗賊風の女性が尋ねる。

　それに答えたのは、転がったばかりのネメであった。

「昔のパーティーの仲間です。『到達する者アライバーズ』のときの」

「どうもノート・アスロンと言います」

「と、その妻のロズリア・ミンクゴットです」

「えっ!?　いつの間に結婚したです!?　もしかして報告にやってきたです!?」

「おい、紛らわしい噓うそを吐つかないでよ。ネメ姉さん混乱しているじゃんか」

「わかりました。この挨拶はエリンさんとの再会まで取っておきます」

「余計ややこしいことになりそうだから止やめて」

　なんか話が横に逸それてきてしまった。

　久しぶりの再会なのに全然締まらないよな。

「結婚じゃないなら、どうしたです？　何かあったです？」

「何かあったというわけではないですけど――」

　ちょうどいいタイミングの質問だ。

　このまま雑談に耽ふけるのも悪くないが、本題を切り出すことにした。

「『到達する者アライバーズ』を復活させようと思って帰ってきました。ネメ姉さん、もう一度『到達アラする者イバーズ』をやり直しませんか？」

　こちらを見上げる大きな瞳に向かって、俺は言った。

　覚悟を決めて放った提案。

「ノートの誘いは嬉うれしいです。でも――」

　しかし、ネメは周囲にいる仲間を見渡して、首を横に振った。

「今のネメには仲間がいるです。だから、一緒にダンジョンに潜ることはできないです」

　俺の誘いはあっさりと断られてしまった形になる。

　落胆する気持ちを表に出さないようにしながら尋ねる。

「やっぱり駄目ですか……？」

「ごめんなさいです。ノート達ともう一度冒険したいって気持ちはちゃんとあるです。でも、今のネメの仲間はこの四人です」

　ネメがパーティーを新しく組んでいると知った時から、この問題は予期していた。

　俺の予想は悪い意味で当たってしまったようだ。

「ノート達がいなくなって、ダンジョンに潜れなくなって。どうやったらダンジョン攻略できるかって困っていたところに、集まってくれたのがこの四人です」

　そう言って、ネメは『最強無敵パーティーず』のメンバーを見回した。

　ジンが死んで『到達する者アライバーズ』が解散してからも、ネメだけがダンジョン攻略を諦めていなかった。

　この瞬間、そんな事実を初めて知った。

「大切な仲間を裏切ることはできないです」

　確固たる決意を秘めた目でネメは告げる。

　その瞳を見て、俺は説得することを諦めた。

　ネメに戻ってきて欲しい気持ちはある。だけど、フォースのときとはわけが違う。

　フォースは『到達する者アライバーズ』が今のままではダンジョン制覇できるように思えないからと復活を拒否しただけだ。

　でも、ネメには既に新しい仲間がいた。その仲間が大切だから、『到達する者アライバーズ』には戻れないと。

　当たり前のことだ。過去に組んでいたパーティーが復活するからって、今いるパーティーをないがしろにしていいわけない。

　優先するなら、もちろん今いるパーティーなはずだ。

　それにネメが俺とロズリアに果たす義理なんてあるはずがない。

　ネメを置いて、俺とロズリアはこの街から出ていくことにした。彼女のダンジョン探索への気持ちを無視して、見捨てる選択をしたも同然であった。

　それが今頃戻ってきて、もう一度やり直したいときた。

　なんと都合のいい話だろう。勝手過ぎる。

「なんかすみません……。いきなり来て、変なこと言っちゃって」

「大丈夫です！　久しぶりに会えて嬉しかったです！　よかったら一緒にご飯食べないです？　ちょうど一杯食材買ってきたところです！」

　ネメは「みんなもいいです？」と『最強無敵パーティーず』の面々に訊きいていく。

「ボスが決めたことなら従うっすよ」

「折角の『到達する者アライバーズ』にいた人達の話を聞ける機会だもん。逃す手はないよね」

　と、ナクトとフーリエが。

　その他二人も頷うなずいたことで、『最強無敵パーティーず』との夕食会が決定したのであった。

　というか、やっぱり『最強無敵パーティーず』って名前ダサすぎじゃない？







　料理が一通りテーブルの上に並ぶと、一同は席に着いた。

「いただきまーす」

　その一声とともに夕食が始まる。『最強無敵パーティーず』の人達が料理に手をつけるのを確認すると、俺も箸を目の前の煮物に伸ばした。

　この料理を作ったのは女盗賊であるリラであった。

　しっかりと出だ汁しが染みわたっている料理はエリンのものとはまた違った。見慣れたテーブルに味付けの方向性が違う料理が並ぶのにはだいぶ違和感があったが、味は美お味いしいので次第に気にならなくなってきた。

「お二人って『到達する者アライバーズ』のメンバーだったんっすよね？　色々話訊きたいっす」

　ナクトはスープを飲みながら尋ねてきた。

「まあね。どちらかというと、ナクト達のパーティーの話も訊きたいんだけど。どうやって今のパーティーって出来たの？」

　俺達が出ていった後にネメが何をしていたのか。どうやってこのパーティーを組むことになったのか。

　何も知らないのが現状だった。

「そうっすね。俺ら四人はダンジョンギルドの募集で集まった感じっす。そうだよな？」

　ナクトは周囲に視線を送る。それに応えたのはフーリエだった。

「うん。わたしとナクトは幼おさな馴な染じみだから昔から繫つながってて、リラとレイズはここで出会ったって感じだよね」

　無口な戦士風の男、レイズが頷いて答える。それにナクトが付け加えた。

「それに俺らまだ、冒険者になったばっかなんすよね」

　確かにナクト達たちの見た目は若い。全員、俺と同じくらい、もしくは下に見える。

　若手冒険者特有の活気もまた四人から漂っていた。

「でも珍しいですね。人見知りのネメ姉さんが全く知らない人とパーティーを組むなんて」

「ネメはもう人見知りじゃないですっ！　知らない人にも全然話しかけられるです！」

「もうってことは、昔は人見知りだったことを認めると――」

「噓ですっ！　ネメは昔から人見知りなんかじゃなかったです！」

　だから、どうして頑かたくなに人見知りなことを認めないんだよ。

　いいじゃんか。今治ったんだったら、昔人見知りだったことくらい認めても。

「今でもボスは人見知りだけどね」

　どうやら現在進行形で人見知りだったらしい。

　フーリエからの密告によって判明してしまった。仲間に裏切られているぞ、おい。

「ネメは人見知りなんかじゃないですっ！　ほんの少しだけ初対面の人と話すのが苦手なだけです！」

　これ以上ネメが人見知りかどうかの押し問答を繰り広げても、ネメが人見知りという事実は変わらない。

　一向に人見知りを認めようとしないネメを余よ所そに、話題を変えることにした。

「でも、ダンジョンギルドでメンバーを集めるなんて意外ですね。それこそネメ姉さんなら他のダンジョン攻略パーティーからの引き抜きとかあってもおかしくなさそうですし」

　傍はたから見たら幼く見えるネメでも、一応一流の神官である。

　圧倒的なスキル、高いレベルの神聖術、それにダンジョン攻略の最先端を行っていた『到達する者アライバーズ』に所属していた経歴もあるときた。

　こういった要素だけを見るのなら、ネメはどのパーティーでも喉から手が出るほど欲しい人材のはずだ。

　わざわざダンジョンギルドでメンバーの募集なんかかけなくても、仲間は集められたはずだ。

「最初はネメにもたくさん勧誘が来たです！」

　案の定、予想は当たっていたようだ。

　ネメは自慢げに胸を張る。

「でも、馴な染じめなくて全部辞めちゃったです！　やっぱり初対面の人の集団に溶け込むのは難しいです！」

「やっぱり人見知りじゃないですか！」

「違うです！　ネメは――」

「わかりましたって。ネメ姉さんは人見知りじゃないですよ」

「わかってくれればいいです」

「でも、どうしてこのパーティーは大丈夫だったんですか？　この四人だって、初対面の人じゃないですか」

「みんなが仲良くなっているところに一人で入るのが特に苦手だったです！　一からパーティーを作ればちょっとは楽になると思ったです！」

　ああ、わかるかもそういうの。

　既に関係が出来上がっているコミュニティーに一人で入っていくのって、結構難しいよね。

　ブロードの街で野良冒険者をやっていた時もそれは思ったし、なんなら『到達する者アライバーズ』に入りたての時もそうだった。

　最初はエリンとかと仲良くなかったしなぁ……、あの時は苦労したなぁ。

「それにみんなは年下だから話しやすいです！」

　人見知りあるあるその２、目上の人や年上の人とは壁ができてしまうである。

　確かにネメは俺に打ち解けるのは比較的早かったような気がする。俺が年下だというのも関係していたのであろう。

「みんな優しくて助かったです。いっぱい感謝しているです。一緒に冒険してくれてありがとうです！」

「感謝をするのはこっちの方っすよ」

　照れながら答えたのはナクトであった。

「新人冒険者の俺達がボスみたいなすごい冒険者と一緒にダンジョン探索できるなんて、本当にすごいことっすから」

　他の三人も頷いている。どうやら、みんな気持ちは同じらしい。

「迷惑ばっかりかけているのに、それでも見捨てないでくれて。ボスには感謝してもしきれないっす」

「助けられているのはネメの方です！　みんながいなかったらネメはダンジョン攻略を続けられなかったです」

「なんかありがとうっす」

「ボスにそう思われてるのは嬉しいわね」

「こちらこそありがとう」

「皆に同じく」

　ナクト、フーリエ、リラ、レイズと順に感謝の言葉を返す。

　どうやらネメはこのパーティーで随分と信用を勝ち取っているようだ。

　眩まぶしい光景が目の前には広がっていた。

　リーダーとしてみんなを引っ張っていくネメと、尊敬をもって従ってくる後輩達。

　ネメが思い描いていた理想に近いようなものが、この場所にはあるように思えた。

　寂しいけど、昔の仲間である俺達が入っていく隙もなかった。

「あの……質問なんですけど……」

　おずおずと手を上げる人物が。

　感動的な空気に包まれる中、場違いにも近い横やりを出せるのはロズリアの特権だ。

　潤んだ瞳のまま、ネメが不思議そうに首を傾かしげる。

「なんです？」

「そのボスって呼び方なんなんですか？」

　確かに俺も気になっていた。

　ボスってなんなんだ？　リーダーならまだわかるけど。

「それはボスって呼べって言われたからっすよ」

「そうそう。『これからネメのことはボスって呼ぶです！』って」

「『到達する者アライバーズ』でもそう呼ばれていたと……」

「ふむ……」

　四人は口をそろえて言った。

　リラの発言には引っかかりを覚えたが、先ほどの感動的な雰囲気をぶち壊すのもなんなのでスルーしておくことにする。

「それよりあれ本当なんすか？　『到達する者アライバーズ』でもボスがパーティーを引っ張っていって、エースとして活躍していたって」

「パーティーメンバーの男子にモテモテだったそうですけど、ノートさんもボスのこと好きだったんですか？」

「女子メンバーからは姉御的立場として恋愛相談に乗って、色々成就させたとも聞いていますが……」

「それはオレも聞いたぞ」

　引っかかる発言しか出てこなかった。いくら感動的な雰囲気の中でもスルーできないような発言も出てきた。

　まあ、ネメもこのパーティーでの立場というものがあるだろうし？

　ここで否定するのもかわいそうだ。面子メンツが丸つぶれになってしまう。

　もうこうなったら破れかぶれだ。仕方なしに噂うわさに乗ることにした。

「うんうん、全部本当」

「じゃあノートさんもボスのことが好きだったんですか？」

「そうそう。超好きだった！　もう恋に恋い焦がれてたって感じ？」

「ノートくん……」

　隣からロズリアの憐あわれむような視線が突き刺さっていた。

　俺もくじけそうなんだから、そういう視線は止やめて欲しいな。

　そんな苦しみもがきながら噓うそを吐ついている俺に対して、ネメはというと――。

「なんだ。ノートもネメのことが好きだったです？　だったら、早く言ってくれれば――」

　プチンと何かが切れる音がした。

「なわけないじゃないですか！　人が折角優しさで噓に乗っかってあげたのに、なに調子に乗ってるんですか！」

　まあ、我慢の限界だよね。

　なんで人のいないところで噓吐いているんだよ。当人がいないからって勝手なこと言うなよ。

　そんなんで尊敬を勝ち取ろうとするな。

　もう感動的な雰囲気とか知るか。全部、ぶち壊してやる。

「全然パーティーを引っ張ってなかったし、モテてもなかったですよね？」

「あわあわ……」

「恋愛経験がないくせに、捏ねつ造ぞうした恋愛エピソードを作って恋愛マスターぶっていたり――」

「わ、悪かったです！　それくらいにしてくださいです！」

「さらに言うなら――」

　人を怒らせたらどうなるかということをネメにはしっかり教えてやらなければならないようだ。

　こうして『最強無敵パーティーず』との夕食会はネメの黒歴史公開会へと変貌したのであった。
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『最強無敵パーティーず』との夕食会の翌日。

　俺とロズリアはダンジョン探索に来ていた。

　折角ピュリフの街に戻ったわけだし、久しぶりにダンジョンに潜ってみようということになったのだ。

　もちろん、二人だけでダンジョンに潜るのは危険すぎる。

　ネメやナクト達たちとのパーティーに同行してもらうことにした。

『最強無敵パーティーず』は現在、４階層まで攻略が完了している。

　新人冒険者が四人も占めているパーティーのため、ダンジョン攻略の進行度はなかなか上がらないらしい。

　先輩冒険者からのアドバイスも欲しいそうで、俺達が同行することをナクト達は快諾した。

　そうして『最強無敵パーティーず』＋二人の七人で５階層に潜ることになった。

　５階層は荒野の様相をしている階層である。

　地形条件はかなり優しいが、視界が開けているため一度モンスターに見つかると、そのままなし崩し的に連戦を強いられてしまうことがあるという特徴がある。

　出てくるモンスターも足の早い獣型、空を飛ぶ鳥型、戦闘能力が高めな人型と様々な種類だ。

『到達する者アライバーズ』のポテンシャルがあれば容易に突破することが可能だが、普通のダンジョン攻略パーティーにとっては苦戦するのも無理はなかった。

「ナクト、一体そっちに行った」

『最強無敵パーティーず』のタンク役、レイズが告げる。

　大剣で競り合っている大柄の鎧よろい兵士の背後から一匹の猟犬が駆けてきた。

「そんなこと言われても手が離せねえよ」

　ナクトも骸骨兵士と刃を交わしている最中だ。両者の剣筋は均衡しており、当分片づきそうもない。

「リラ、サポートお願いです！」

　ネメが大きく叫ぶ。そのかけ声とともにリラはナクトの方に向かった。

　リラが相手をしていた狼おおかみ鬼はフリーになる。手が空いたそいつは杖つえに魔力を込めているフーリエの下へと走ってくる。

「こ、こっち来た！」

「ネメに任せるです！　《聖壁プロテクト》！」

　狼鬼の前方に光の壁が現れる。灰色の小さな身体からだは壁に阻まれて足が止まる。

「《光環リング》！」

　その隙をつき、狼鬼の胴体に光の環が出現する。環は収束し、その身体を捉えて締め上げた。

「拘束完了です！　《魔増付与マジツクアツプ》！　フーリエは鎧兵士に攻撃してくださいです！」

　魔法を増強するバフをかけてもらったフーリエは杖から火の玉を放つ。

　火炎は一直線に銀色の鎧へと向かい、その巨体を焼いていった。

「《破砕クラツシユ》っ！」

　ダメージを食らい動きが止まったところにレイズが一発。これは致命傷だ。

　鎧兵士はがっくりと力が抜け、地面へと崩れ落ちていった。

「ナイスです！　レイズは狼鬼に攻撃、フーリエはナクトへの援護です！」

　喋しやべりながらもナクトに《治癒ヒール》をかけるネメ。猟犬の放つ雷撃がリラに当たりそうになるのを見ると、即座に《聖壁プロテクト》を張って防いだ。

「あともう少しです！　ファイトです！」

「はいっす！」

　ネメの掛け声に反応して、ナクトは剣を振るう。

　フーリエの魔力の装塡も完了。骸骨兵士の身体を焼き、その隙にナクトの剣けん戟げきが迸ほとばしる。

　骸骨の首を落とすと、手が空いた二人はリラが戦っている猟犬に向かった。

　そこからは早かった。三人で即座に猟犬を叩たたき、片がつくとレイズが堰せき止めていた敵を全員で処理していく。

　戦いが終わると、次の敵が来る前に退散していった。

「どうでしたです？　ネメ達の戦いは？」

　地面に座り、一息吐いている一同。その中から尋ねてくる声が聞こえる。

　先ほどの戦い、俺とロズリアは見学に徹していた。『最強無敵パーティーず』だけでの戦いを見て、そのアドバイスが欲しいとのことだった。

「何かネメが直した方がいいところとかあったです？」

　ネメはこのパーティーで真剣にダンジョン攻略を目指しているようだ。

　こちらに問いを投げかける真剣な眼まな差ざしからその事実は察せたし、戦いの姿を見ていても明らかなことだった。

「俺なんかのアドバイスでもいいんですか？　冒険者としての経験も浅いですし、ろくなアドバイスできないと思うんですけど……」

「ネメはノートを信用しているです！」

「そういうことなら――」

　一瞬だけロズリアに目配せをして、彼女からは言いたいことがなさそうなことを確かめると口を開いた。

「いいんじゃないですか？　手厚いサポートができていますし、指示も出している。パーティーの神官っぽい働きがきちんとできていると思います」

「そうです……？」

「はい。しっかりパーティーに貢献できてますよ。むしろ、『到達する者アライバーズ』にいた頃もそれくらいやって欲しかったって思っちゃいました」

「それはごめんなさいです」

　明らかにネメの神官としての動きは変わった。

　昔はレベルの高いバフスペルを戦いの前にかけておしまい。あとは誰かが怪け我がをしたら、回復スペルを適宜かけていく。

　そんな適当な戦い方であった。

　普通の神官があんな動きをしていたら、即座にパーティーから追放されてしまうだろう。

　規格外のバフスペルを持つネメだから許されていた戦い方だ。

「冗談です。別に責めているわけじゃないですよ」

「ならよかったです」

「でも、なんで戦い方を変えたんですか？」

「ダンジョン攻略できるようネメもきちんと勉強したです！　色々な冒険者からアドバイスをもらってです！」

　あの人見知りなネメが他人からアドバイスをか。

　ジンが死んで、ネメも思うところがあったのだろう。

　噓を吐いて虚勢を張ったりなどと根本的なところは変わってないが、冒険者としてのネメは大きな進化を遂げている。

　それは神官としての立ち振る舞いだけでなく、パーティーとしての立ち振る舞いでもそうだ。

　ネメはこの新人だらけの『最強無敵パーティーず』を引っ張っていっている。

　能力的にも精神的にも、パーティーの中核といっても過言じゃないほどの存在になっていた。

　昔の彼女じゃ考えられないほどの変わりようだ。

　俺やロズリアなんかと比べ物にならない成長。

『到達する者アライバーズ』の中で唯一、パーティーが解散してもダンジョン攻略と向き合ってきた者の功績だ。

「でも、ネメにももっとできることがあると思うです！　なんかないですか？　ダンジョンのもっと先に進みたいです！」

「そう言われてもですね――」

　そういえば、一つだけ疑問に思った点があったんだった。

「なんで強めのバフスペルかけなくなっちゃったんですか？」

「それには理由があるです」

　ネメは胸を張って答えた。

「スペルをいっぱいかけると魔力がなくなるです。昔、それでスペルが発動できなくて全滅しかけたです」

　他のメンバーも当時のことを思い出したのか頷うなずいていた。

　まあ、そうだよな。エリンと違いネメの魔力は有限だ。

　人よりは多い方だろうが、それでも使いまくればなくなってしまう。

『到達する者アライバーズ』ではアタッカーが規格外の戦闘力を持っていたため、モンスターとの戦闘を短時間で終えることができたが、『最強無敵パーティーず』ではそうはならない。

　攻撃力が足りない分、どうしても持久戦になってしまうのはしょうがないことだ。

　今のネメは無駄遣いを極力抑えて、必要最小限のスペルにとどめているといったところだろう。

　現状をしっかり分析して、戦い方に反映できている。

　今のネメの戦い方も神官としてはごく一般的な立ち振る舞いだ。特段、おかしいということではない。

　むしろ、『到達する者アライバーズ』時代が異端だっただけだ。

「考えあってのことだったら、それで大丈夫だと思います。俺も神官の動きについてそこまで詳しいわけじゃないですし、特に指摘する点はないですね」

　確かロズリアも過去に神官をやっていたはずだ。

『到達する者アライバーズ』に来る前のこと。彼女がこの街でパーティークラッシャーとして名を馳はせていた時の話だ。

「ロズリアは何かないの？　神官やっていたこともあるんでしょ？」

「わたくしですか？」

　頰に人差し指を当てて考える素振りを見せる。

　しばらくして、目をぱちくりさせながら口を開いた。

「真面目に神官やってなかったですし、よくわからないです」

「えっ？」

「バフスペルなんて面倒でかけてなかったですし、回復スペルかけるのもさぼってましたからね。やっていたことといえば、モンスターが来たら怖がった振りをする。あとは応援くらいでしょうか……？」

　ロズリアに訊きいた俺が間違っていた。

　パーティークラッシャーだった頃のロズリアがまともに神官なんてやっているわけなかった。

　これじゃあ、入ったパーティーを崩壊させるのも納得だ。

　真面目に冒険者をやりたい派とロズリア擁護派で争いが起こるのは目に見えている。

「ロズリアはダメダメです！」

　ほら、ネメにまで言われてるし。

「過去のことは過去のことですし……。死人は出てないからいいじゃないですか……」

　今のネメはきちんと役割を果たしているため、ロズリアも強くは言い返せない。

　口を尖とがらせながら人差し指で髪を巻いていた。

「二人の意見はあまり参考にならなかったです……。ネメは一体どうすればいいです？」

　話が終わっても、ネメは頭を悩ませていた。

　どうすれば『最強無敵パーティーず』をもっと先の階層まで進められるのかについて思案しているようだ。

　俺には正直、ネメがどうこうしようと解決できないような問題に思える。

　ネメはよくやっている。それは第三者の目から見ても明らかなことだった。

　確かに神官としての動き様などはまだまだ成長の余地があるかもしれないが、それも経験とともに解決していくだろう。

　仮にネメがこれ以上成長したところで、パーティーとしての戦力は微々たるものだ。

　パーティーとは何人もの冒険者が寄せ集まってできたものであり、決して一人では成り立たない。

　ナクト、フーリエ、リラ、レイズ。

　この四人の地力が明らかに足りていない。この先に進めるほどの実力を持ち合わせているようには思えなかった。

　そもそも、フォースとジン、エリンにネメにロズリアと各戦闘職バトルスタイルで最上位クラスの実力を持つ五人を揃そろえても、ダンジョンの深層を攻略することは叶かなわなかったのだ。

　ナクト達たち四人はよくやっていると思う。

　平均的な冒険者としての実力は兼ね備えているし、チームワークも取れている。ダンジョン攻略にも真剣に向き合っている。

　でも、それだけじゃ足りないのだ。ダンジョン攻略は。

　前人未到の誰もなし遂げられなかった悲願を達成するには、圧倒的な才能スキル、研みがかれた実力、そして一握りの運。それら全てが必要だ。

　四人には――そしてフォースと渡り合うことのできなかった俺自身にも足りなかったものである。

　ネメはこのパーティーに入って神官として成長した。

　それは言い換えれば、成長しなければここまで進めなかったということである。

　回復スペルを使うくらいダメージを負う。

　ネメのサポートがなければ、モンスターを倒すことができない。

　一人で敵を圧倒できないから、ネメの指示出しも必要とする。

　ネメが高レベルのバフスペルを連発できないくらい、戦いが長引いてしまう。

　そのどれもが四人の実力不足を物語っていた。

　そもそも、俺達がパーティーハウスに侵入した際、ナクトとフーリエは簡単に俺とロズリアに制圧されてしまった。

『到達する者アライバーズ』を超える偉業を成し遂げたいのなら、少なくともあそこで制圧し返さなければならなかった。

　最低限、個人の戦闘力で俺達を上回らなければ話にならない。

　ネメは成長した。でも、ネメはパーティーのサポート役というべき回復職だ。

　いくらサポート役が過去の『到達する者アライバーズ』を超えていたところで、戦いの矢面に立つのはアタッカーの四人である。

　四人がモンスターを倒せなければ意味がない。

　これが残ったのがフォースとかだったら話は変わっていただろう。一人で10階層くらいまでなら攻略していたかもしれない。

　でも、ネメじゃ。ネメだけが強くても駄目なのだ。

　それを今のネメに言うことはできなかった。

　だって、それは残酷な宣言だから。

　ネメを慕うナクト達。そんな仲間とダンジョン制覇という夢を天てん秤びんにかけさせる行為だから。

　ナクト達と冒険を続けていくならダンジョン制覇を諦めなければならない。

　逆にダンジョン制覇を優先するなら、仲間に別れを告げなければならない。

　二つとも手に入れることなんてできない。大事なものをどちらか一つ選ばなければいけなかった。

　俺達が戻ってこなければ、『到達する者アライバーズ』復活の話を持ち出さなければ、ネメは今のパーティーでダンジョン攻略に挑むしかなかった。選択肢は一つしかなかった。

　でも、俺達が戻ってきてしまったから、ダンジョン制覇をより建設的に目指せる手段が出来てしまった。

　きっとこの事実にはネメも気がついているだろう。

　誰よりも『最強無敵パーティーず』の面々に向き合ってきた彼女なら、とっくにわかっているはずだ。

　でも、ネメにはその選択ができない。ダンジョン攻略ができなくて、困っていたところに集まってきてくれた仲間を見捨てることができない。

　だから、『最強無敵パーティーず』でのダンジョン制覇のために、自分ができることがないか必死になって探している。

　その願いを無残に切り捨てることなど、俺には出来なかった。

「じゃあ、そろそろ俺達も参戦するか」

　俺とロズリアはネメ達にアドバイスをあげるためだけに、ダンジョンに潜りに来たわけじゃない。

　久々に死と隣り合わせの空気を浴びるため、この迷宮へと潜ることにしたのだ。

　そして、ダンジョン探索での戦闘で俺ができることを探すために。

「そうですね。わくわくしてきました」

　ロズリアも腕を伸ばすストレッチをしながら口を開いた。

「サポートはネメに任せるです！」

　どうやらネメもやる気満々なようだ。

　確かにネメはもう『最強無敵パーティーず』の一員だが、『到達する者アライバーズ』のメンバーでもあったのだ。

　久しぶりの『到達する者アライバーズ』としての戦い。

　三人だけしかいないが、それでも嬉うれしいものは嬉しかった。

　きっとネメも同じような気持ちなんだろう。

「それじゃあ、行きますか」

　こうして俺達は５階層探索を再開したのであった。
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「いやぁー、すごかったっすね。お二人とも」

　５階層からピュリフの街までの帰り道。

『最強無敵パーティーず』の面々と歩いていると、ナクトから声をかけられた。

「ロズリアさんの聖剣？　でしたっけ？　あれやばいっすね。モンスターが紙のように斬れていくんすもん」

「それわかるかも。しかもスペルまですごかったし。魔導士のわたしより強い威力だったもん」

「動きも無駄がなかった。盗賊の私から見ても惚ほれ惚ぼれする戦い」

「さすがは『到達する者アライバーズ』の聖騎士だけはある……」

　ロズリアは『最強無敵パーティーず』の一同から絶賛の嵐を受けていた。

　まあ絶賛されるのも無理はない。レイズの言う通り、ロズリアは『到達する者アライバーズ』の聖騎士なのだ。

　サポート役のネメと違い、前線で敵を一手に引き受ける花形的役割。

　しかも、ロズリアにとっては５階層のモンスターなんて雑魚そのものだ。

　圧倒的な力で切り抜けていく様は、四人にとっては輝いて見えたことだろう。

　現に俺が最初にロズリアの戦闘を間近に見たときは鳥肌が立ったくらいだ。

「それは言い過ぎじゃないですか？　わたくしなんて全然ですから！」

　ロズリアも必死に謙遜しているが、心なしか口元がニヤついているような気がする。

　照れているのだろうか。ロズリアがここまで直接的に褒められることなんてあまりないもんな。男を誑たぶらかした時以外で。

「ほら、一度攻撃を食らっちゃったじゃないですか」

「あれはネメ姉さんとの連携が取れてなかったせいじゃない？」

　確かにロズリアの言う通り、彼女は攻撃を一撃食らった。普段の彼女じゃあまり見ない光景だ。

　でも、その内訳はというと、ロズリアが敵の攻撃を寸前まで引き付けてカウンターを放とうとしていたところ、ネメが焦って《聖壁プロテクト》を張ってしまい、ロズリアの剣筋を邪魔してしまったというものだ。

　結果、攻撃のリズムが完全に崩されてしまい、モンスターから一撃をもらってしまった。

　ネメの回復スペルで即座に治せる程度の怪け我がだったので、あまり大事にはならなかったものの。

「あの時はごめんなさいです……」

　ネメも申し訳なそうに俯うつむいていた。

　彼女としては良かれと思ってやったことが完全に裏目に出てしまったのだ。

　ネメのサポート技術は明らかに上がっている。『最強無敵パーティーず』はネメのサポートなしでは動かないといっても過言じゃないだろう。

　でも、ロズリアの戦闘は彼らの数倍速い。ネメのサポートが完全に追いつかない。

　ネメが戦闘のサポートをするようになったといっても、それは一年も経たっていないはずだ。

　経験が明らかに足りない。ナクト達のサポートをする分には問題ないが、ロズリアの戦闘スピードについていくのはまだ難しいようだった。

「気にしなくていいですよ。わたくしのミスでもあるんですから。久しぶりに一緒に戦うとなるとあまり上う手まくいかないもんですね」

　ロズリアもこの件については特に気にしていないようだ。

　ロズリアもネメに悪気があったわけではないことは承知しているはずである。明るく笑い飛ばしていた。

「それにノートさんもすごかったっすよ！　速すぎて何してるのか全くわからなかったですもん」

「しかもあれで戦闘スキル持っていないって……。ナクトももうちょっと頑張りなさいよね」

「なんで俺なんだよ。同じ盗賊のリラに言ってやれよ」

「あれは無理。化け物じみてる」

　化け物じみてるって酷ひどくない？　もうちょっと良い言い方なかったのかな……。

「どうしたら戦闘スキルなしでもあんなに戦えるようになるんですか？」

　フーリエは目を輝かしながら訊きいてくる。

　戦闘スキルなしでどうしたら戦えるようになるのか。

　フォースに勝てなくて悩んでいる身としてはこちらが訊きたいくらいだ。

　剣聖の街を出てから、ロズリアとの手合わせをするようになったが未いまだ何も摑つかめていないのが現状だった。

　今回のダンジョン探索で何か摑めるかと期待していたが、それも空振りに終わってしまった。

「俺なんて全然だよ。ネメとかロズリアとか、他の五人はもっと強かったからね。パーティーの中で断トツの最弱が俺だったし」

「ほんとなの、それ!?　ノートさんだってすごかったのに……。モンスターの攻撃なんて一つも当たってなかったじゃない」

「ほら、回避アーツはまだマシだけど、攻撃アーツとか微妙だからね。致命傷は与えられてないし」

　５階層のモンスター戦では以前から練習していた《必殺クリテイカル》、そしてエイシャとの特訓で自然と身についた《掌底シヨツト》を行使することはできた。

　しかし、威力はどちらもモンスターを仕留めるには足りなかった。完成度としてはナクト達たち四人の新人冒険者と同レベルといったところであろうか。

　安定して発動することはできるようになったのだが、やっぱり『到達する者アライバーズ』の戦いを見ていた立場としては物足りなく感じてしまうのも事実だ。

　こんなんじゃ、フォースには到底勝てない。

「そんなことないですよ！　攻撃アーツも上手でした！」

　フーリエは慌てて首を横に振る。

　これは確実にお世辞というやつだろう。

　ざっと見たところ、ダガーの扱いだけなら盗賊のリラに負けているような気だってした。

　なんだろう。スキルの差なのか、それとも努力の差なのか。

　ここまでダガーの扱いが上達しないと、センスがないんじゃないかとすら思ってしまう。

「それに回避アーツはすごかったです。本当にどうしたらあそこまで上達するんですか？」

「それは20階層で遭難したりすれば大丈夫だよ……」

　回避アーツも《偽・絶影》もあの極限状態で身についたものだ。

　偶然置かれた環境で偶然身について、偶然生き残れたから。あれを再現するのは難しいし、リラなどに教えてあげることもできない。

「へぇ～。20階層で遭難して戻ってきた冒険者がいたって聞いたことあったけど、それってノートさん達だったんですね！」

　フーリエは驚きの声をあげると、ナクトに向き合った。

「ねえ、わたし達も遭難しようよ！　強くなれるかもよ！」

「強くなる前に死ぬから……」

　呆あきれた顔でツッコミを入れるナクト。

　二人は幼おさな馴な染じみと聞いたが、俺とミーヤとはまた違った力関係のようだ。

　ちょっと頭が足りないフーリエをナクトが支えているといったところか。冒険者としての能力も開きはなく、二人は上手くやっているようだ。

　俺とミーヤとは大違い。二人を見ていると少しだけ懐かしく思え、羨ましくも感じた。

「いいね、二人とも仲良くて」

「でしょ!?　ね、ナクト？」

「まあ幼馴染っすからね！」

　二人は陰一つない笑顔で返事をする。

　眩まぶしすぎて、直視するのが難しかった。

「幼馴染は大切にしておいた方がいいよ」

「ノートくんが言うと言葉の重みが違いますね……」

「ロズリアは余計な茶々を入れてこない」

　ひょっこり首を出してくるロズリアを軽くあしらう。

　俺も間違えなければこの二人みたいになれたのかなって感傷的になってたところなんだから。

　やめて、そういうこと言うの。

「でも、この五人って良いパーティーだよね。何より仲が良いし」

　道を並んで歩く『最強無敵パーティーず』の面々を見る。

　ナクトとフーリエは二人一組って感じだし、後ろにいるリラとレイズもネメと笑顔で話している。

　割とギスギスすることが多かったどっかの『到達する者アライバーズ』とは大違いだ。

『到達する者アライバーズ』も仲が悪かったわけではないんだけど、個が強かったからなぁ。

　どうしても一体感がないんだよな……。

「ですよね！」

　笑顔で答えるフーリエとは対照的に、ナクトは曇った表情をしていた。

「まあ……そうなんすけど……」

「実は仲悪かったとか？」

「そうじゃないっすよ！　仲はいいっす！　それだけは断言できるっす！」

　ナクトは慌てて手を振って否定した。

「だったらなんで――」

「俺、時々思うんすよ。この五人でダンジョン制覇なんてできるのかって。特にノートさん達の戦闘を見た後だと……」

「何、弱気になってんのよ！　元気出しなよ！　ボスだっているんだし、絶対出来るって！」

　明るい表情でナクトの肩を叩たたくフーリエ。

　フーリエはあまり深刻な問題に捉えていないようだが、ナクトは違ったようだ。

　なおも真剣な顔つきで尋ねてくる。

「ノートさんはどう思いますか？　このパーティーでダンジョン制覇できると思いますか？」

「……」

　俺はその問いかけに上手く答えることが出来なかった。
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「それじゃあバイバイです！」

　忙せわしなく両手を振るネメ。

　それに応えるように俺とロズリアも手を振った。

「じゃあ、また」

「ネメさん、さよならです」

　そう答えた瞬間、俺達が乗っていた馬車が動き出す。

　窓から見える赤毛の幼女は段々と小さくなっていく。

「エリンに会ったらよろしく言っといてです！」

「わかりました！」

　返事するとともにネメの姿が見えなくなる。

　移り変わる建物を車窓から眺めながら呟つぶやいた。

「あっという間でしたね。久しぶりのピュリフの街だったのに」

「いいじゃん。すぐに戻ってくるんだし」

　ネメの交渉に失敗した俺達はというと、当初の予定通りエリンに会うためピュリフの街を出ていくことにした。

　向かう先は魔法都市イザール。この国で最も魔法の研究が盛んとされており、六つの魔法学園からなる学園都市だ。

　エイシャからの情報で最も詳しく集められていたのがエリンのものである。

　だから、見つけるのが難しいということはないはずだが、書かれていた内容を見るに最も大きな懸念事項があるのも事実だった。

「はあ、ネメ姉さんにあんなこと言っておいてだけど、エリンを勧誘できるのかな……？」

「大丈夫ですよ！　きっとできますって！」

「そうは言われてもな……」

　現在の戦績が二戦二敗ときた。

　フォースにもネメにも断られて、完全に自信を喪失していた。

『到達する者アライバーズ』の復活は最も早はや実現不可能といっても過言じゃないだろう。

　フォースに勝つことも、新しいパーティーを組んでしまったネメを引き抜くことも、現在のところは目め処どが立っていない。

　そんなところに大きな懸念事項があるエリンの勧誘である。考えるだけで気が滅め入いってくる。

　それに仮にエリンの勧誘が成功したところで、パーティーメンバーは三人しかいない。

　そんな中、どうやってダンジョン攻略をすればいいのだろう。

「確かにわたくしとかが勧誘したら難しいかもしれませんが、ノートくんなら大丈夫じゃないですか？　エリンさん、ノートくんだけには甘いですし。頼みごとを断ったりしないでしょう？」

「……」

　ロズリアは知らないと思うが、俺は一度エリンに頼みを断られている。

『到達する者アライバーズ』からフォースがいなくなったことをエリンから告げられた日。

　彼女に『到達する者アライバーズ』からいなくなるつもりだと打ち明けられた。

　その時の俺は恥も外聞もなくエリンを引き留めた。

　冒険者を辞めて一緒に暮らそうと、付き合っていずれは結婚でもしようと言った。

　だけど、エリンはその提案を拒絶して、一人、自身の魔導士としての成長を選んでしまった。




『ノート、好きよ。また会いましょう』




　そう一言だけ残して。

　どうなんだろう。エリンはまだ俺に好意を寄せてくれているのか、本当に好いていてくれたのか、本当にまた会うつもりでいてくれたのか。俺にはわからなかった。

「やっぱり会いに行かなくちゃ駄目だよね……？」

　何とも言えない別れ方をしてしまったせいか、エリンに再会することを恐れる気持ちもあった。

　エリンにまた拒絶されたらどうしよう。彼女の別れ際の言葉を信じ切れない自分がいるのも事実だ。

「いいんじゃないですか？　行かなくても？」

「えっ？」

　そんな俺の心の内の葛藤も知らないロズリアはいつもの調子で続ける。

「ノートくんに色目を使ってばかりでしたし、良くないと思うんですよね、ああいうの。年中発情されるのもパーティーの風紀に関わるでしょう。『到達する者アライバーズ』はダンジョン攻略に真剣なパーティーなんですから」

「多分、ロズリアだけには言われたくなかったと思うよ、それ」

「どうせですし、エリンさん抜きで『到達する者アライバーズ』復活させちゃいましょうよ！　そっちの方が絶対いいですって！」

「よくないと思う……」

「それでダンジョン制覇をして、エリンさんはそれを人ひと伝づてで聞くことになるんです。『なんで私に声をかけてくれなかったのよっ！』って怒りながら乗り込んでくる姿を想像すると面白そうじゃないですか？」

「今、面白そうって言ったよね……」

　面白いで済まされないようなかわいそうな仕打ちだ。

　ああ見えて意外とエリンは繊細なんだからね。

　仲間はずれとかいじめとかそういうのに若干のトラウマとかありそうだし……。

　ただただショックを受けて、乗り込めず一人で抱え込んでしまう可能性の方が強いように思える。

「そうと決まったら、エリンさんに代わる魔導士を探しに魔法都市に向かいますか！」

「エリンを迎えにね……」

　まあ、仲間はずれにする気もないので、迎えに行かないという選択肢はない。

　エリンが『到達する者アライバーズ』復活の話を受けてくれるのかはともかく、俺達たちは魔法都市イザールへ向かうのであった。
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　銀色の大きな城門を潜くぐると、街路樹が立ち並ぶ人工的な緑でできた街並みが広がっていた。

　正面は大通りとなっており、馬車はゆっくりと道を進んでいく。

　綺き麗れいに整備された車道と歩道。直方体の家屋や商店が規則正しく道に沿って並んでいる光景は、この街の都市整備が行き届いていることを反映している。

　そう、ここが魔法都市イザール。俺達の目的地である。

　魔法の発展とともに都市としての機能も発達していったこの街は、七つの区で成り立っている。

　それぞれの魔法教育機関が中心となって自治をしている１～６区。そして、１～６区の中心に位置し、イザール全体の統率を取っている７区である。

　各区の中心には空へと伸びる大きな塔が見え、７区を除いて塔は自治をする教育機関の建物であった。

　現在、俺達が今いるのは４区に該当する街の南の地区である。

　エリンがいるらしい１区は北にあり、街の正反対の場所にある。

　一旦、街の中心にある７区を経由していかなければならない。

　今日は日も暮れ出したことであるし、一旦７区で宿を取り、翌日１区へと向かうことになるだろう。

「それにしても人が多いですね～」

　道行く人を眺めながらロズリアは口を開く。

　確かに歩道に通行人は溢あふれているし、車道も混雑している影響で馬車の歩みも遅かった。

「七賢選抜が行われるから観光客も多いんだろうな」

　この街では現在、この国において重要なイベントが行われることになっていた。

　それこそが七賢選抜。いわば魔法使いの頂点を決めるための選抜会である。

「その単語、よく聞きますけどそんなにすごいことなんですか？」

「マジで言ってる？」

「一応、冗談は言っていないつもりですけど……」

　しかし、ロズリアは事の重大さを実感していないようで首を傾かしげている。

　そもそも七賢者とはこの国で最も優れている魔法使い七人に与えられる称号である。

　七賢者に選ばれれば、王国の将軍と同列の地位を得られ、個人で国自体を動かすことだってできる立場になるだろう。

　そんな魔法に通じる者なら誰でも憧れるような立場こそが七賢者である。

　七人いる七賢者だが、昨年寿命により亡くなった人物が出たらしい。

　７年ぶりに出た七賢者の欠員。

　７年ぶりに魔法使いの頂点が決まるとあれば街中がお祭り騒ぎになるというわけだ。

　国中から歴史的な瞬間を一目見ようと観光客が集まってきていた。

　見たところ杖つえを持った人物が多いような気もするが、魔法に関係ない一般人や貴族の姿もちらほらいる。

　傍はたから見たら俺とロズリアもそんなミーハーな観光客の一人と見られているんだろう。

「この国に来てからそんなに経たってないですから。ピュリフと王都以外の事情に疎いんですよね……」

「俺も田舎暮らしだったから、そんなに国の事情については詳しくないけどね……。って、ロズリアって違う国出身だったんだ？」

「あっ……。ええ、まあ……」

　歯切れの悪い返事をするロズリア。

　視線を逸そらす彼女はどこか都合が悪そうに思えた。ただの気のせいかもしれないが。

「あれ？　言ってなかったですっけ？」

「初耳だったんだけど……。それでどこ出身なの？」

「そんな話はいいじゃないですか。今は七賢選抜の話では？」

「いや、こんな長く一緒に居て、出身地を知らないというのもまずいと思うんだけど……」

「そんなすごいお祭りごとなんですね！　七賢選抜って！」

　有無を言わさない勢いに思わず身を引いてしまう。

　どうやらロズリア相手に出身地を尋ねるのはＮＧなようだ。

　誰だって触れられたくない過去の一つや二つはあるしな。

　それにしても、出身地について言えないって過去に一体何があったのだろう。

「まあね。いわば国の将軍の任命式みたいなもんだから。いや、誰がなるかまだ決定していない分、盛り上がり方はすごいのかな？」

「へえ～。でも、そうなると宿とか取るの大変そうですね」

「確かに。全然考えてなかった。観光客とか多いもんな……」

　道行く馬車全部に観光客が乗っていると仮定するとすごい数になるはずだ。

　もちろん全員が観光客なわけがなく、この街に住んでいる人も一定数はいるだろうが、それでも宿が取りにくくなる可能性は大いにある。

「まあ、なるようになるか……」

　こういうところに段取りの悪さが出ているよな……。







「すみません。一部屋しか空いてなくて……」

　ロビーのカウンターで従業員に頭を下げられる。

　もう何度も目にした光景だ。

　五つの宿で部屋の空きがないと断られ、六件目でやっと出合えた空き部屋。

【地図化マツピング】のお陰で見つけた、路地裏の宿屋に向かった結果でもこれである。

　表通りの宿屋は全滅。七賢選抜が一大イベントなことは知っていたが、まさかここまでとは思わなかった。

「いやぁ～部屋が一つしかないなら仕方ないですね～。男の人と一緒の部屋に泊まるというのはあれですが、まあ事情が事情ですし？　一緒の部屋に泊まるしかなそうですね～」

「連れも嫌そうにしていることだし、別の宿探しま――」

「ちょっと待ってくださいよ！　どうしてそうなるんですか！」

　背を向けて歩き出す俺の手が後ろに引っ張られる。

　さっきまでのわざとらしい口調はどこかに消え、目をぎらつかせながら迫ってくる神官がそこにはいた。

「いやいや！　嫌がっているわけないじゃないですか！　前振りみたいなもんじゃないですか！　男の人に泊まらないかと誘われて一旦は断る素振りを見せるも内心ではまんざらでもない女の子の典型パターンじゃないですか!?」

「その典型パターンは知らないけど、とりあえず人の目もあるから少し静かにしてくれない？」

　対応している従業員も苦笑いしているし。

　もう少し時と場合を考えてそういう冗談は言ってくれない？

「じゃあ、その空いてる部屋一つお願いします」

「はあ……」

　口を半開きにしながら、頷うなずく従業員。

　カウンターの下にあった部屋の鍵を取り出すと、手渡してきた。

「部屋は３０１号室。階段を上がって一番奥の部屋になります」

「あっ、ありがとうございます」

「じゃあ一日分の代金お願いします。延長する場合は当日に言ってお金を払ってくれれば構いませんから」

　ロズリアが変な発言をしたせいで、淡白な接客に変わってしまったような気がしたが、あまり気にしても仕方ない。

　鍵を受け取った俺は、ロズリアを引き連れて三階に上がっていく。

「でも、意外でした。こんなにすんなりと一緒の部屋に泊まることを受け入れるなんて」

「そう？」

「今までのノートくんなら、なんだかんだ理由つけて断りそうじゃないですか？」

「だって、野宿は嫌じゃん」

「それはそうですけど……」

　ロズリアが先ほど言った通り、他に部屋がないんだから仕方ない。

　何も部屋がないよりは、一つだけでも部屋があった方がマシだ。拠点がないと、この街で動けなくなってしまう。

　もちろん二部屋あったら二部屋取っていたけど。

「ノートくんもまんざらでもない感じですか～？」

「違うから。ロズリアのことを信頼しているんだよ」

　かれこれロズリアとは二年近くの付き合いになる。

　王都という見知らぬ地で半年以上一緒に過ごしたということもあり、彼女のことはある程度わかっているつもりだ。

　口ほどに変なことはしないはずだし、良識だって一応は持っているはずだ。多分だけど……。

「別に変なことしたりしないでしょ？　って信頼だよ。長い付き合いだしね」

「うっ……困った信頼ですね……。そう言われてしまいますと、折角の信頼を落としたくないですし、仕掛けにくくなっちゃうじゃないですか！」

　仕掛けるって何をだよという疑問は胸の内にしまっておくことにした。

「やっぱり最近のノートくん、わたくしのあしらい方上う手まくなってませんか……？」

「長い付き合いだからね」

「もう少し優しくしてもいいと思います！」

　抗議してくるロズリアを背に、俺は３０１号室の扉を開いた。





＊






　二人で夕食を食べに出て、イザールの名物料理で腹ごしらえした後、宿へと戻ってくる。

　部屋でグダグダと時間を過ごしていると、先にお風呂に入っていいと言われたので一番風呂を貰もらうことにした。

　風呂から上がると、次はロズリアが脱衣所へと入っていく。

　この部屋はわりかし狭いため、風呂場から最も離れた窓際の椅子に座っていても、シャワーの音が聞こえてしまう。

　意識しないように窓の外を眺めていたが、どうしても意識してしまうというのが正直なところだ。

「どこで寝ようかな」

　シングルベッドが二つ並べられた部屋を見渡しながら呟つぶやく。

　ベッドが二つあるのはありがたいのだが、部屋のサイズが結構狭いため、ベッドの距離が近づきすぎな気がする。

　立ち上がってなるべく壁の端までずらしてみたが、それでも寝返りをうてばロズリアの寝顔が間近に見えてしまう距離だ。

　まあ、ロズリアとはもう長い付き合いだし？

　出会った当初みたいに過剰にドギマギするってこともないだろう。多分？

「お風呂上がりましたー！」

　脱衣所から声が聞こえるとともに扉を開く音が聞こえた。

　俺が物思いに耽ふけっているうちに身体からだを洗い終えていたようだ。

　反射的に声の方へ振り向くと、素肌にバスタオルを巻いただけのロズリアが突っ立っていた。

「へぇっ!?　な、なんで!?」

　突然の光景に変な声を出してしまう。

　裸と一枚しか変わらない、その淫らな景色に思わず目が引き寄せられてしまう。

　風呂上がりののぼせて火照った柔肌。普段よりも数倍強調されているタオル越しの巨乳。

　その大きな胸によって白い布は吊つり上げられ、むちっとした太ももの際どいところまで露あらわになっていた。

「……っ」

　前言撤回。何が『出会った当初みたいに過剰にドギマギするってこともないだろう。多分？』だ。

　エロい。エロすぎる。

　思いっきりドギマギしている自分がそこにはいた。

「そんな熱く見つめてこないでくださいよ。恥ずかしいです」

「いや、そういうわけじゃ……」

　じっと見てしまっていたことに気づき、慌てて目を背ける。

　もうちょっと目に焼き付けておきたいという後ろ髪を引かれる思いもあったが、欲を頭から追い出すことに専念する。

「ごめん……」

「別にいいですよ。ノートくんに見られるなら構いません」

　スリッパの乾いた足音が近づいてくるのが聞こえてくる。

　このまま迫られたらまずいと身を縮こまらせていると、ロズリアはするっと脇を通り過ぎて自分のトランクの中を漁あさり出す。

「……何を？」

「何をって？　ただ自分の着替え探しているだけですけど」

　ごそごそと服を取り出すロズリア。

　しゃがんでいるせいでバスタオルの隙間からは太ももの更に際どいところ、足のつけ根くらいまでもがチラッと顔を覗のぞかせている。

　しかし、ロズリアはそんなことを気に留めずに服や下着を選び取っていく。

　一通り衣服を取り出すと、そのまま立ち上がった。

「何を勘違いしていたんですか？」

　そして、頰に笑みを浮かべながら振り向いてきた。

「ただ着替えを持っていくのを忘れたので、こうしてバスタオルを巻いて来たわけですが――」

「だよね……」

「まさかわたくしが裸で迫っていくとでも考えていたんですか？」

「……」

「そんなはしたないこと、乙女のわたくしがするわけないじゃないですか？」

　自分の勘違いに顔が熱くなってくる。

　鏡を見たら、きっとすごい表情をしている自信があった。

「それにそっちが言ったんですよ。わたくしのことを信頼してるって。ちゃんと自分の発言に責任を持ってくださいよ～」

　活いき活きとした口調で喋しやべり出すロズリア。

　これはあれだ。どうやら俺はからかわれていたみたいだ。

「変なことしないでしょとか言っておきながら、変なことを期待するってどうなんですかね？」

　部屋を取った時のあのやり取りの報復のつもりなのかもしれない。

　冷たくあしらった報いがこんな形で返ってきてしまった。

「ノートくんってエッチですね」

「本当にごめんなさい……」

　どう頑張ってもここから持ち直せないことは目に見えていたので素直に謝罪する。

　さすがは歴戦のパーティークラッシャー。怒らせると恐ろしい……。

　俺をからかっている時のロズリアはいつにも増して楽しそうで、彼女の闇の深さをひしひしと感じていた。

「わかってくれればいいんですよ。これに懲りたら、もうちょっとわたくしに優しくしてくださいよ」

「御意です、ロズリア様」

「そこまでかしこまらなくていいです……」

　呆あきれた視線を向けてくるロズリア。

　彼女の恐ろしさを再確認した身としては下手に出るほかなかった。

「いや、本当に反省しているんで、今後このようなからかいは止やめてもらえませんかね……。心臓が持たないので……」

「そんな怯おびえた子犬のような目で見てこないでくださいよ！　ちょっとした冗談だったんですから！　怖がらないでください！」

「女の子、もう、怖い……」

「ノートく～ん、大丈夫ですか～」

　そう言って、ロズリアは目の前で手を振ってくる。

　俺に手の高さを合わせて身を屈かがめているせいで、胸の谷間がちょうど正面にくる形となる。

　手と合わせてゆっくりと揺れる胸にまた目が吸い寄せられそうになって、慌てて目を逸そらした。

「というか、早く服着て……」

「あっ……そういえばまだタオル姿のままでしたね」

　ロズリアは自分の全身と、手にしていた着替えを交互に見た。

「身体も少し冷えてきたことですし、着替えることにします。サービスタイム終了ですね～」

　最後までからかいながら、脱衣所へと消えていくロズリア。

　その後ろ姿を眺めながら、俺はため息を吐ついた。

「ロズリアを怒らせるのはもうやめよ……」

　男を誑たぶらかせる特技がここまで健在だったとは思わなかった。

　打ち震える俺を余よ所そに、脱衣所の扉からは小さな声が漏れ出ていた。

「あぁ……やっぱり恥ずかしいですね。裸見られちゃうのは……」

　だからさ、そういうのも反則だって。

　まさか、俺に聞こえるようにわざと呟いているとかじゃないよね……？
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　そんなこんなあって翌日。

　あんな悶もん々もんとする出来事の後に、ロズリアと同じ部屋で一夜を過ごさなくてはいけないということで身構えていたのだが、長旅の疲れもあっていつの間にか眠っていた。

　特に何もないまま、気がついたら朝だった。

　その後は普通に朝食を食べ、予定通り１区へと向かうことにした。

　街内を走る馬車は七賢選抜の影響もあって混んでおり、道も混雑していたため着いたのは昼前となった。

　学園前で馬車を降りることにする。《索敵》を広げると、この学園の中央の塔にエリンがいることはわかっていた。

　後は会いに行くだけだ。もう一度拒絶されることを恐れる気持ちはあったが会いに行かないわけにはいかない。

　豪勢な石の校門を見据えながら敷地内に入った。

　その中に待っていたのは綺き麗れいに整備された花壇と、美しく水のアーチを描く噴水。

　広がる石畳の上にはたくさんの観光客と、特徴的な柄のローブを着る少年少女が見受けられる。おそらくこの学園の生徒だろう。

　教科書や杖つえを持ちながら仲間内で談笑している生徒もいれば、魔法によるパフォーマンスを観光客に行っている生徒までいる。

　水の玉が生徒の周囲をぐるぐると回り、股の下を通ったり観客の隙間を縫ったりしている。

　あれは《水球ウオーターボール》だろうか。冒険者の魔導士も使用したりすることが多いスペルだが、あそこまで操作性能が高いのは初めて目にした。

　魔法の聖地だけはある。一人一人の使う魔法のレベルが高かった。

　広場を抜けると、目の前には大きな塔が待ち構えていた。

　馬車からも見えた七本の塔の一本。１区の学園の中央校舎である。

　塔を見上げながら中へ入ろうと足を進めると、横から声をかけられた。

「ちょっとキミ達たち、待ってくれ」

　俺とロズリアは首を傾かしげながらも、声に従って立ち止まる。

　駆け寄ってくるローブ姿の男。そのまま俺達の前に来ると口を開いた。

「キミ達、観光客かい？」

「まあ、そんな感じですかね……？」

「だったら、ここは立ち入り禁止だよ」

「えっ？」

　まさかの立ち入り禁止とは。エリンに会うためにはどうすればいいのだろう。

「この校舎の中に入りたい時は――」

「普段は入れるんだけどね。七賢選抜のせいで観光客も多くなってるせいで、安全上の問題で、今は生徒以外立ち入り禁止となっているんだ」

　声をかけてきた人物の腰元に目を向ける。

　ベルトにはサーベルが差してあり、どうやら彼は警備員だったようだ。

　入口の前には他にも警備員らしき人が見受けられ、この学園の生徒は学生証を見せて校舎内へと入っていた。

　俺達のような一般人で校舎内へと入っていく人は一人も見当たらない。

「マジか……」

　中に入れないなんて予想していなかった。思わぬ足止めに肩透かしを食らった気分だ。

「どうしますか？」

　ロズリアが尋ねてくる。

　エリンが学園から出てくるところを待ち伏せるという手もあるが、思いっきりストーカーみたいだ。

「あの、すみません……。じゃあ、学園の人を呼び出してもらうことってできたりしますか？　知り合いなんですけど……」

「それなら大丈夫だよ。名前と所属を言ってくれないかな？」

　随分と優しい警備員に当たったようだ。メモ用紙とペンをポケットから取り出してくれた。

「エリン・フォットロードっていう人なんですけど呼び出せたりします？」

　その名前を出した途端、警備員の顔が曇る。

　咳せき払ばらいを軽くすると、彼はこちらに向き直って疑うたぐる視線を向けてきた。

「キミ達は本当にエリン・フォットロードの知り合いなの？」

「そうなんですけど、やっぱり信じてもらえないですかね？」

「悪いけどね。状況が状況だからね」

　案の定、予想していた通りの反応が返ってくる。

　エリンと直接会えたら話がすんなりいっただろうけど、やっぱ第三者を介すとこうなるよな。

「本当に知り合いなんですから！　信じてくださいよ！」

　しかし、状況をまだ理解していないロズリアは抗議をする。

「なんでエリンさんだと会えないんですか？」

「一応訊きくけど、キミ達はエリン・フォットロードとどういう関係なのかな？　ファンだったりしないよね？」

「ファンなんかじゃありませんよ！　どちらかというとアンチです！」

「アンチだったらさらに会わせるわけにはいかないんだけどね……」

　警備員は困ったように頰を搔かいていた。

　このまま放っておくと何か余計なことを言い出すかわからない。

　俺はまだロズリアに言っていなかった、エリンの重大な情報を告げることにする。

「警戒されるから、あまり変なこと言わないでくれない？　仮にも七賢選抜の候補者なんだからさ」

「その言い方だとエリンさんが七賢選抜の候補者ってことに聞こえるんですけど……」

　昨日の夕食時にロズリアにはこの国における七賢者の立場と、七賢選抜というイベントの大きさについては語っておいた。

　だから、この国の事情に疎い彼女でも俺の言わんとしている意味がわかるはずだ。

「七賢者ってこの国で最もすごい七人の魔法使いのことなんですよね？」

「うん」

「それこそ将軍とかに匹敵するような」

「そうだよ」

「それの候補にエリンさんが？」

「まあね」

「その候補者って何百人いる内の一人ってことじゃないですよね？」

「違うから。確か数人しかいなかったと思う――」




「数人じゃない。五人だ」




　突然横から割って入ってきた声に驚く。

　いつの間にか、俺とロズリアの向かいに一人の男が立っていた。

　金髪のオールバックに険しい目つき。身につけているローブはこの学園でよく見かける柄のものだ。ここの生徒だろうか。

「これだから庶民は困るんだ。何も知らないくせに物見感覚で七賢選抜に興味を持ち出す。困ったものだ」

「一体誰なんですか、この人……」

　いきなりの乱入者に戸惑いの声を上げるロズリア。俺としても全く同じ感想だ。

「俺様の名前か？　ユイル・ヒュッペリン、この学園の高等教育科の四年だ」

「はあ……」

　名前を言われてもピンと来ない。

　この街に来たのも初めてのことだ。国中に名前が轟とどろくようなよっぽどの人物じゃない限り知らないというのが正直なところだ。

　どう反応しようかと辺りを見回していると、俺と同じような表情をしていた警備員と視線がぶつかる。

　どうやらこの学園の警備員にも名前は知られていないようだった。別に有名人とかじゃなかったみたい。

「なんだ、その反応は？　ヒュッペリン家の次期後継者の俺様が名乗ったのだぞ？　もう少し驚いたらどうだ」

「この街に来るの初めてなんで、そういう事情全然わからないんですよね。すみません……」

　とりあえず下手に出ておく。

　話しぶりから推測するに、どこかの偉い身分の人間なのだろう。庶民とか言ってたし……。

　ヒュッペリンという名を耳にしたことがないし、イザールの魔法貴族といったところだろうか。警備員も知らない辺り、中堅辺りの貴族かもしれない。

「ふん、田舎者か。なら、知らないのも仕方ないか」

　勝手に納得してくれたようだ。目をつぶって頷うなずいている。

「見たところ、七賢選抜の物珍しさに見学しにきたカップルといったところか。何も知らないで学園に詰め寄ってくる貴様らのような人間が一番困るのだよ」

　随分とした言いようだ。初対面とは思えない高圧的な態度。

　変な人に絡まれてしまった。

　とりあえずこの場は切り上げて、後日出直すことにしようとロズリアに目配せする。

「カップルですって！　聞きましたか、ノートくん！」

　ああ、ロズリアはもう役に立たない。

　彼女の手を引き、ユイルへと頭を下げる。

「なんかすみません。迷惑かけてしまったみたいなんで、帰りますね」

「おい、ちょっと待て」

　俺が立ち去ろうとする素振りを見せると、ユイルから声がかけられた。

　引き留められると思わなかった。おっかなびっくりに振り向くと、ユイルは口を開いた。

「さっきからそこの警備員との問答を聞いていたが、貴様らは七賢選抜について全然知らないみたいじゃないか」

「そうですね……。勉強不足ですみません……」

「致し方ないか。いいだろう。この俺様が七賢選抜について色々と教えてやるか」

「それは悪いですから――」

「この俺様の貴重な時間を費やすわけだ。遠慮したい気持ちはわかる。貴様ら観光客だろ？　七賢選抜のシステムや候補者について知らないようじゃ何も楽しめないぞ」

「まあ、そうですけど……」

「この街に来るのにも旅費は掛かっただろう？　庶民がなけなしのお金を払って、七賢選抜を見に来たんだ。充分に楽しまなければ損ではないか？」

　あれ？　この人が説明を申し出ているのって、俺達のため？

　口調こそは他人を見下しているけど、もしかしていい人なんじゃ……？

「でも、やっぱり悪いですし……」

　申し出自体はありがたいのだけど、俺達は普通の観光客ではない。

　七賢選抜を楽しもうとしているのではなく、エリンをパーティーに呼び戻しに来ただけだ。

　七賢選抜の詳しいシステムや候補者について興味はあるものの、それだけの興味のために他人に手間をかけさせるのは申し訳なく思えた。

「謙遜は美徳だが、過度な謙遜は見苦しいぞ？　俺様が折角、知識を授けてやると言ったんだ。黙って従っておればよい」

「はあ……」

　どうやら拒否権はないようだ。

　善人であることは間違いないみたいだけど、人の話を聞かないのは困ったものだ。

　あまり出会ったことのないタイプなので、対応に困ってしまう。

　実際のところ、このまま警備員と押し問答していてもエリンに会うことは出来なそうだ。

　会うとしたら校舎の前で待ち構えるしかないだろうが、エリンがいつ校舎の外に出てくるかはわからない。

【地図化マツピング】と《索敵》によりエリンの気配は把握できているので、出てきたところで向かえばいいだろう。

　エリンは早々現れる気配がしなかったので、暇つぶしがてら話でも聞くことにしよう。

「わかりました。わざわざありがとうございます」

「最初からそうすればいいんだ」

　ユイルは余計な一言を放ちながらも、機嫌が良さそうに鼻を鳴らした。

「ありがとうございます。なら、最初に七賢選抜のシステムについて質問していいですか？」

　そう尋ねたのはロズリアだ。

　両手を胸の前に当て、軽くお辞儀をする素振りを見せた。

「七賢選抜の候補者は五人いるとのことですが、どのようにして選ばれるのでしょうか？」

　ユイルに話しかけられる原因となった、候補者についてから質問をすることにしたようだ。

　俺もエリンが七賢選抜に参加することはエイシャからの情報で摑つかんでいたが、七賢選抜の仕組みについては理解していない。

　前回の七賢選抜は俺がチャングズの村にいた頃の話なので、初見も同然だった。

「候補者の選ばれ方は単純だ。簡単に言えば推薦制だな」

「推薦制ですか？」

「そうだ。基本的に推薦者はイザールにある六つの自治区の長となる。要するに学園長となるわけだ。とはいっても、一人の独断で決めるというよりは組織全体で候補者を決めて、学園長の名で推薦を出すという形になっている」

　簡単にいうと、七賢選抜の候補者になるには学園の推薦が必要というわけか。

　てっきり実力順で候補が決まっているのかと思っていたが、実際は違ったようだ。

「学園が推薦する者に制限はない。自分の学園の人間を進めてもよい。学園長自らが名乗り出てもよい。外部から連れてきた人間を推薦してもよい。コネと学園が推薦するに値すると認める実力があれば、誰でも候補者になれるというわけだ。現に今回の七賢選抜の五分の二は学園に所属していない生徒となる」

「エリンもその内の一人？」

「そうだ。あとは国お抱えの魔導士が一人だな」

「そうなんですね。でも、六つ学園があるのに五人しか候補者が出ていないっておかしくないですか？」

　ロズリアはふと疑問に思ったようで、人差し指を頰に当てながら尋ねる。

「いや、おかしくないさ。推薦自体を辞退したんだ」

　そう言って、ユイルは説明を続ける。

「各区の学園にも面子メンツというものがあるからな。分不相応な者を推薦すれば、その学園の地位も落ちてしまう。今回の七賢選抜で、３区は情けない結果しか残せない魔法使いを選出するよりは、今回は推薦するに相応ふさわしい魔法使いが見つからなかったことにするという選択肢を取ったわけだ」

「へえ……」

　なんか色々と面倒な事情があるんだな。

　組織とか面子とか、そういった複雑な事柄に携わったことがないのであまりピンとはこないけど。

「で、どうやってその推薦者から七賢者を選ぶんです？　七賢選抜って具体的に何をやるんですか？」

「そんなのも知らないでこの街にやってきたのか。呆あきれるな」

　俺の問いかけに肩を竦すくめるユイル。

　だけど、彼は説明をやめる素振りは見せなかった。

「統括区――７区のことだな。そこの長を含めた幹部数人で決めることになっている。ただ７区の幹部役員は各区の学長が兼任しているため、実質全区の長の多数決という形になるな」

「それだと公平性がなくなっちゃわないですか？　自分の区の候補者を選ばせようとするんじゃ……」

「各区の学長だって立派な魔法使いだ。利権に目が眩くらんで、自分達たちが出した候補者を贔ひい屓きするわけがないだろう。彼らは魔法に対して真摯だ。魔法に対しては噓うそを吐つかない。こういった感覚は魔法使いでない一般人の貴様らにはわからないだろうがな」

「はあ……」

「それにそういったことを回避するための措置もしっかり取られている。それが『10戦』と呼ばれる公開試合だ」

「『10戦』ですか？」

　聞きなれないワードがまた出てきた。

　ロズリアも俺と同じように首を傾かしげている。

「そうだ。要は大人数の観客の前で一対一の魔術試合をするんだ。それで魔法使いとしての優劣を示していくんだ。もちろんその他にも過去の功績なども反映されるが、民意が最も反映され、勝ち負けがはっきりする『10戦』の結果がそのまま七賢選抜に反映されるな」

「簡単にまとめると決闘で決めるようなものですか？」

「一般人の認識ならそんなもので構わないだろう。この街に来ている観光客も『10戦』を見に来ているようなものだしな。というか、それも知らないで観光しに来たのか？」

「まあですね。実は――」

　そう断って、俺はエリンに会いに来た事情について話すことにした。

　以前彼女とパーティーを組んでいたこと。とあるきっかけでパーティーが解散してしまったこと。そして、またパーティー活動を再開しようと思っていること。

　面倒見の良いユイルを説得することで、何とかしてエリンとのアポイントメントを取れないかという思惑を込めてだ。

　この学園の生徒である彼なら塔の中にも入れるだろう。

　しかし、ユイルはゆっくりと首を振った。

「残念だが、この俺様をもってしてもエリン・フォットロードに会うことは難しいだろう。彼女はこの街で最も注目を集めている人物の一人だ。七賢選抜も佳境となった今は万全の警護をつけられて近づくことも出来ない」

「本当ですか……」

　どうしよう。もしかしてエリンと会えない感じか？

　簡単にエリンと会えると思っていたが、事情はもっと込み入っていたようだ。

「となると、エリンさんと会えるのは七賢選抜の後ということでしょうか？」

「もしエリンが七賢者に選ばれたらどうするんだよ。パーティーに戻れなそうじゃない？」

「まず無理だろうな。七賢者に選ばれたものが、一般人の冒険者パーティーに入ることなど許されるわけない。国から仕事が割り振られ、個人の自由は大きく制限されるはずだ。役職には責任が伴う。簡単に辞められもしない」

　国の将軍が冒険者になるわけにはいかないようなものだろう。

　エリンが七賢者に選ばれた時点で『到達する者アライバーズ』の復活は事実上不可能になってしまう。

「俺達としてはエリンに七賢選抜を思いとどまってもらわないとってことか……」

　一体エリンはどこに向かおうとしているのだろう。

　また会おうって約束はやっぱり噓だったのだろうか。好きって言ってくれたのは噓だったのだろうか。

　エリンは自ら俺の手の届かないところに行こうとしていた。

　もしかしたら俺のことなんてもうどうでもいいと思っているのかもしれない。俺の存在なんて忘れているのかもしれない。

『到達する者アライバーズ』もダンジョン探索も全て投げ捨てて、魔導士としての高みを一人突き進もうとしている彼女に、得も言われぬ寂しさを覚えていた。

「その辺りは問題ないだろう。今回の七賢選抜、エリン・フォットロードの負けは決まったようなものだ」

　しかし、こちらの葛藤を無視してユイルは告げた。

　それに食ってかかったのはロズリアであった。

「エリンさんの負けが決まったようなものってどういうことです？　あの人、性格はあれですけど魔法の腕だけはすごいんですよ？　性格はあれですけど」

「なんで二回言った？」

「だって大事なところですから。性格審査とかあったら絶対落ちそうじゃないですか？」

「そうかな……」

　別に俺はエリンの性格が悪いと思わないけどなぁ。

　確かに口は悪いことは認めるけど。

「性格の問題なんかじゃないさ。単に七賢者になれるほど、魔術師としての実力が足りていないというだけだ」

　しかし、ユイルから返ってきたのは予想もしていない答えだった。

「エリンの実力が足りていない？」

「そうだ。冒険者上がりの魔導士が勝ち抜けるほど七賢選抜は甘くない」

「冒険者上がりの魔導士が学園の魔導士より劣っているってことですか？」

「そんなこと当たり前だろう。わざわざ口にするほどのことでもない。なにせ魔法に向き合ってきた時間が違うからな」

　ユイルはさも当然かのように言い放った。

「魔導の道に近道はないという格言がある通り、魔法使いにとってどれだけの時間、魔法と向き合ってきたかということだけが魔法を極めるために重要だ。冒険者の魔導士どもがモンスターと戦っている間も、学園の魔導士は己の魔導を極めるために研けん鑽さんしているわけだ。魔法の実力で負けるはずがないだろう」

「でも、エリンだってモンスターをたくさん倒してますよ？　もしかしたらいい勝負になるんじゃ――」

「何もわかってないな、貴様は。確かに冒険者の魔導士の方がモンスターと戦うのが得意かもしれない。しかし、魔導士同士の戦いとなれば話は別だ。戦いのノウハウも圧倒的に学園の魔導士の方が上だ。そもそも冒険者の魔導士は集団戦に特化した戦い方しかできない。魔法の発動速度も遅い。魔法の操作性も疎おろそかだ。モンスターを倒せる威力だけ突き詰めた魔法じゃ魔法使い同士の戦闘では勝てるはずもない」

　集団戦に特化した戦い方か。確かにエリンの戦い方の特徴そのものかもしれない。

　戦士などの前衛職が魔導士を守り、魔導士は有効打を与えるほどの威力が籠った魔法をモンスターに放つ。

　それこそが冒険者の理想とされる固定砲台としての魔導士のあり方だ。

　エリンはその道ではトップクラスの実力を持っているはずだ。

　だからといって一対一で戦って強いかと訊きかれたら、答えに困ってしまうところだ。

　エリンのスペルは大威力だが、発動までに時間がかかる。発動したところで、技は大振りで、ある程度の速さを持ってすれば躱かわすことだって出来なくはない。

　現にパーティーでダンジョンに挑んでいる最中、後ろから来たエリンのスペルを《偽・絶影》を使って避けることだって出来た。

　俺とエリンが一対一で戦ったなら、俺が勝つことだってそう難しくない。

　エリンの強さとは一対一で真価を発揮するタイプのものではないのだ。

「現に王都から来た魔導士は学園の魔導士に為なすすべもなく敗け続けている。エリン・フォットロードは今のところ相性の良い対戦相手だったおかげで勝っているが、それも次で終わりだろう」

「そんなに次の対戦相手って強いんですか？」

「もちろん。今の時点で全勝している優勝候補だ。正確にいうと次の対戦相手というよりは今の対戦相手といった方が正しいがな」

「ん？　どういうことですか？」

「それを説明するには『10戦』を実際に見たほうが手っ取り早いだろう。どうだ？　もしよかったら、七賢選抜の『10戦』でも観みに行くか？」

　突然の申し出に驚いた。

　確かにここまで話を聞いたら、実際に観てみたくもなる。

　ロズリアと顔を見合わせ頷うなずいた。

「それなら是非」

「でもすぐに観戦できるものなんですか？　観光客とか多そうですし、チケットを取るのも難しそうじゃないですか？」

「それなら問題ない。なんたって俺様にはコネがあるからな」

　ロズリアの質問にユイルは自信満々に胸を叩たたいた。

　コネという響きはあれだが、入手困難なチケットを手に入れられるのはありがたい。

「いいんですか？　ありがとうございます！」

「助かります、ユイルさん」

　俺とロズリアは素直に感謝の言葉を述べることにした。

　ユイルはふんと鼻を鳴らして応える。

「俺様と関われたことを幸運に思うんだな」

「それで……チケット代っていくらくらいかかるんですか？」

　俺達の手持ちはこの街への旅費だけで、だいぶ減ってしまった。

　当日お金がなくて行けなくなったとかなったら困るので、一応確認しておくことにする。

「何を言っているんだ、貴様は？」

　ユイルは一瞬顔を顰しかめる。そして、口を開いた。

「この俺様が庶民から金を取るわけないだろう」

　いいやつすぎかよ、おい。





＊






『10戦』は明日開催されるとのことで、それまでの予定は空いていることとなる。

　エリンには会えなそうな今、空いた時間を無駄につぶすのも勿もつ体たいない。

　一度宿屋に戻ると、従業員に断りを入れて、中庭の使用許可をもらうことにした。

　これから行うのは、俺とロズリアの手合わせだ。

　剣聖の街でフォースに惨敗してからというものの、俺がロズリアに頼んで日常的に行っていた日課である。

　ジンといい、エイシャといい、ロズリアといい、自分は修業相手に恵まれていると思う。

　誰もが一流の戦闘力を持っている。

　一回の戦闘で得られる経験は、そこらの冒険者相手の手合わせと比べものにならない。
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　こうした周りのサポートがあったから、俺は今までダンジョン攻略できていたわけだ。

　だから、今度はみんなをダンジョン攻略に連れていけるよう、俺が成長しなければならない。

　ジンと肩を並べられる何かをこの手合わせで見つけなければならない。

　ダガーを構えながら、周囲に目を回す。

　この中庭はコの字型をしている。コの上の外側に宿の入り口があり、そこから客室が中庭を囲んでいる形となっている。

　裏路地にある小さな宿なため、中庭自体もかなり小さめだ。10ｍ四方よりは大きいといったところか。

　庭は雑草で覆われているが、細かい手入れはされていないようだ。草の先端がチクチクと足の脛すねを刺してくる。

　向かい合うロズリアに目を向ける。

　彼女は聖剣を両手で握り、既に戦闘態勢である。鎧よろいは着ているが、盾は身につけていない。

　俺の攻撃力は低いため、鎧さえあれば大きなダメージを負うことはない。

　スピードに対抗するために盾を持たず、身軽にして迎撃するつもりらしい。

　――さて、どう攻めるか。

　現時点での戦績では、意外にも一割ほどは勝ち星をあげていた。

　確かに俺は大して強くない。総合的な力を見るなら、俺はロズリアの足元にも及ばないだろう。

　剣けん戟げき、身のこなし、スペル。どれをとってもロズリアは一流である。

　でも、スピード一点にかけるなら、《偽・絶影》を持つ俺はロズリアに勝っていた。

　勝利した一割の戦いもロズリアをスピードで翻弄し、隙を突いて攻撃を食らわせた形となる。

　まあ最近はロズリアも学習し始め、むやみに攻撃を仕掛けなくなってきた。

　どっしりと待ち構え、冷静にこちらの攻撃を対処する戦法を取るようになってきた。

　守りに入った聖騎士を崩すのは至難の業だ。それがロズリアとあれば尚なお更さらのこと。

　俺の戦績は初期に比べ、下がっていく一方である。

　せっかく普段と違うロケーションでの戦いだ。ここでしかできない攻めを仕掛けていきたい。

　――《偽・絶影》。

　俺はアーツを発動すると、一直線に駆けていった。

　向かうはロズリア――ではなく、右前方の壁。

　一息でたどり着くと、《登破クライム》で駆け上がり、静止する。

　ロズリアが振り向かんとした瞬間に壁を走り出す。

　まるで重力から解放されたみたいだ。身体からだがかってに進んでいく。上下左右に跳ねても落ちる気配がしない。

　10ｍ四方の園庭を縦横無尽に跳んでいく俺を、目で追うことはできていないようだ。

　ロズリアは首を回しながらもどっしりと構え続けている。

　――今だ。

　進路を直角に切り替え、ロズリアに向かっていく。正面には青い後ろ髪を捉えていた。

「ふっ！」

　瞬間、目が合った。振り向いたロズリアと俺の間には既に聖剣が走っていた。

　聖剣フラクタス。最善手の剣筋を選び取る黄金の一振り。

　たとえ使い手が相手の攻撃を捉えていなくとも、フラクタスは正解の反撃を叩き出すことができる。

　ロズリアが行えばいいのは、その結果をなぞるだけ。

「っ……」

　膝を折って身体を反らす。光り輝く聖剣は上半身の上を過ぎ去っていった。

　咄とつ嗟さに避けたことで身体の重心が崩れていくのを感じていた。

　靴底が擦こすれて、推進力は減衰していく。

　止まった頃には尻餅をついていた。ロズリアが向ける剣先は俺の眉間を捉えていた。

「……降参です」

　この状態から反撃する気は湧き起こらなかった。どっからどうみても俺の敗北だ。

「まずは一勝ですね」

　ロズリアはニヤリとした笑みを浮かべた。

　聖剣フラクタスを引いて地面に突き立て、空いた右手を差し出してくる。

　俺は両手についた土を太ももで払うと、差し出された手を摑つかんだ。

「ありがとう」

　腕を引いて、勢いをつけて立ち上がる。

　それから数歩下がって、ため息をついた。

「早くも一敗か……」

　地の利を活いかした攻めをしたつもりであったが、完全にロズリアにいなされてしまった。

　やはりフラクタスは俺と相性が悪い。

　こちらはスピードで翻弄するしかないが、いくら翻弄したところで聖剣に見破られてしまう。

　いわばフォースの【心眼】を相手にしているようなものだ。

　近接戦闘殺しの能力。俺の《偽・絶影》では突破することは敵かなわない。

　唯一勝機があるとすれば、ロズリアに攻撃をけしかけさせて、続く剣を振るえないようにすることだが、その弱点は既に何回も突いているため、彼女も警戒している。

　そのための待ち構えスタイルだった。

「でも、びっくりしましたよ。わたくしもギリギリでしたし……」

「そう？　割と余裕なかった？」

「そうでもないですよ。確かに対処できないことはないですけど、少しでも遅れていたら負けてましたね」

「要するにロズリアがミスしなければ、負けないってことでしょ？」

「まあ、そういうことになるんですかね……？」

　どうやら、まだまだみたいだ。これじゃあ、ジンと肩を並べられているなんて口が裂けても言えない。

　フォースを認めさせることも叶かなわない。

　果たしてどうすればロズリアのフラクタスを、フォースの【心眼】を打ち破れるのだろう。

　一つの方法としてはパワーで押し切るという方法がある。

　剣がこちらの攻撃を捉えてくることが必至なら、その剣戟を力で打ち破ればいい。

　現にダンジョンの階層ボスなどは、そうやってフォースやロズリアと渡り合っている。

　まあ、冷静に考えれば攻撃アーツも満足にマスターしていない俺が、力で二人を制圧するなんて無理な話なんだけど。

　筋力面では確実にフォースに負けているし、スキルの差もある。

　この方法は早々に諦めた方がいいだろう。

　何か別の対抗策があるはずなのだ。

　ジンだって、かつてフォースと互角に渡り合って戦っていたという。

　彼の剣戟だって力は相当なはずだが、力のごり押しで渡り合っていたわけではないだろう。

　ジンに【心眼】が打ち破れて、俺には【心眼】が打ち破れない。

　その差はなんなのか？　スキルによるものなのか？　それ以外なのか？

　そこにフォースを攻略するヒントが隠されているような気がした。

「とりあえず、もう一戦いい？」

「構いませんよ。何戦でもかかってきてください」

　あまり頭で考えても、答えは出てこない可能性はある。

　今は手合わせをしているわけだし、何度でもチャレンジして経験を積んでいった方がいいだろう。

「じゃあ、行くよ」

　そうして、日が暮れるまで俺とロズリアは戦い続けたのであった。
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　翌日、待ち合わせ場所に向かうと、約束通りユイルは待っていた。

　再度感謝の気持ちを述べ、目的の場所に向かうことにする。

　俺達たちがたどり着いたのは、７区にある大きなドーム状の建物だった。

　この建物は大きなイベントごとに使われるものらしく、七賢選抜では『10戦』と呼ばれる選抜試合の闘技場的な役割を果たしているらしい。

　ユイルがチケットを見せると、俺達はすんなりと入ることができた。

　階段を上り、通路を進んでいくと見晴らしのいい観客席に出ることができた。

　どうやらここは当たりの方の席だろう。

　自分達の頭上には国の重鎮達が座るＶＩＰ席も見受けられるが、一般席にしては見晴らしがよく、会場の景色は一望できた。

　観客席には既に大勢の人が座っている。席と席の間を行きかう人達も絶え間なく、混雑しているのが一目見てわかった。

「すごい人達ですね」

「まあな。特に今日出てくるのは優勝候補だから人気があるんだ」

「優勝候補ですか？」

「そうだ。次期七賢者の戦いが観みれるときた。人気にならないはずがないだろう」

「確かに」

　頷うなずきながら、観客席に取り囲まれるように存在している中央の広場に目を向ける。

　そこには先ほどから気になっていた二つの城があった。

　白色で簡素な装いの城が対になって、距離を置いて向かい合っている。

　大きさはせいぜい数メートルほどでミニチュアみたいだ。

　他に気になるところといえば、向かい合っている側の城壁が極端に厚いことだろうか。

「なんですか？　あの城？　あんな場所に建物があったら、戦うのに邪魔じゃないですか？」

「貴様は、10戦について何も知らないんだな……」

　ユイルはため息をつきながら答えた。

「あれは10戦に必要な魔道具の一種だ。簡単にいえば、『10戦』とはお互いの魔法使いが、スペルで敵陣にある城型の魔道具を壊していく戦いなのだ。先に城を陥落させた方が勝ち。それを10回戦。５回戦ずつ、前半戦と後半戦に日程を分けて戦うことになっている」

「へえー、そういうルールだったんですね。ただ１対１で戦い合うってわけでもないと？」

「そうだ。自分の陣地の城を守りながら相手の城を壊すという、攻めと守り、両方のバランスが求められる複雑な戦いとなる。複雑な分、色々な戦略があって観ている方も楽しめるのが特徴だな」

　なるほど。戦略まで関わってくるのか。

　魔導士同士の単純な決闘というよりは、競技に近いのかもしれない。

　そうこう話しているうちに会場が騒がしくなってくる。

　どうやら試合が始まるようだ。大きなアナウンスが聞こえてきた。

『まもなく七賢選抜『10戦』、第７試合後半戦を開始します』

　会場全体が歓声に沸き立つ。

　新しい七賢を決めるお祭りの熱狂に人々は搔かき立てられていた。

『それでは選手入場です』

　大気が震えるような歓声が鼓膜に響く。

『それでは１コーナーから。現時点で２戦２勝。先日行われた第７試合、第８試合両方の前半戦でも５勝を収めてリードをものにしている無敗の優勝候補。空間魔法のプロフェッショナル、エスカー・バーンアウトだー！』

　眼鏡をかけた中年男性が広場に続く通路から現れた。

　彼は観客に笑顔を振りまきながら、ミニチュアの城の上部で一際目立つバルコニーへと降り立った。

「今って第７試合の後半戦なんですよね？　それなのに第８試合の前半戦も行われているんですか？」

「ああ。10戦の前半と後半日程は10日空けることになっているからな。二つの戦いが同時並行で行われることもあるんだ。それが昨日、エリン・フォットロードの対戦相手について言及した際、次の対戦相手というより今の対戦相手となると言ったわけだ」

「ということは、エリンさんはエスカーというあの人に今の時点で５敗しているということですか？」

「そうだ。エスカーの空間魔法に手も足も出ない形で負けてたな」

「あのエリンさんが……」

　ロズリアは驚いた様子で口に手を当てている。

　俺としても信じられない気持ちでいっぱいだった。

『それでは２コーナー。３戦３敗、果たしてこの試合で一矢報いることは出来るのか？　王都からの刺客、《魔法剣舞》の使い手ミル・ガンダクだー！』

　次に出てきたのはエスカーより10歳ちょっと若いくらいであろう女性だ。

　顔を真っ青にしながらも、対戦相手同様バルコニーに上がっていく。

「負けるのは目に見えているだろうに。それでもまだ辞退しないか」

　ユイルは吐き捨てるように呟つぶやいた。

「そもそも七賢選抜途中で辞退ってありなんですか？」

「もちろんありに決まっているだろう。５区の候補者も自分が勝ち上がれないことを悟ると早々に辞退したぞ。無様な試合を見せるよりかは、去り際を弁わきまえている方がずっと賢い」

「そういうもんなんですか……」

「まあ、ミル・ガンダクにも事情があるんだろう。王宮から派遣されたという立場もあり、個人の意見で辞退することもできないのかもな」

「なんか難しいですね……」

　権力とか、そういう問題はやっぱりピンと来ない。自分が田舎の村生まれの一般人だからだろうか。

　適当な返事をしていると、会場のアナウンスが鳴り響いた。

『さあ、両者定位置に着きました』

　長い杖つえと短い杖を両手に持つエスカーと、一本の剣杖を構えるミル。両者の視線が交差する。

　会場全体が一時の静寂に包まれた後、溜ために溜まった空気が爆発した。

『それでは第７試合後半戦、一戦目開始です！』

　その掛け声とともに両者、杖を構え、魔力を練り上げ始めた。

「10戦の基本的な戦術について知っているか？」

　ユイルが横から尋ねてくる。

　俺は候補者の二人から目をそらさないまま、静かに首を横に振った。

「10戦でオーソドックスな戦い方といえば、二つのスペルを同時に使用する二重発動ダブルキヤスト型とされている。一つのスペルを城の防御に、もう一つのスペルを相手の城の攻撃にといった形でな」

「でも、二重発動ダブルキヤストってかなり難しい技術って聞いたことあるんですけど……」

　以前、野良で冒険者をやっていた頃、魔導士の臨時メンバーからそんな話を聞いたことがあった。

　何しろ、一握りの魔導士しか行えない技術だと。

　スキルによっても使えるようになるらしいが、そのスキルもレア度は高く、魔法を使う者にとってはかなりの当たりスキルだとも。

　現にエリンは二重発動ダブルキヤストを使えなかったはずだ。

「その通りだ。長い年月、魔法について学ぶことで、一握りの天才がようやく身に付けられる技術だ。それこそ、外の冒険者で使える者など滅多にいないだろう」

　ユイルは咳せき払ばらいをして、息を整えると続けた。

「では、そうでない魔法使いはどうするか。それは一つのスペルで攻撃と防御、両方を補うほかない」

　そう言って、彼は城の上に立つ一人の候補者を指さした。

「王宮からやってきたミル・ガンダクも攻防一体型と言われる戦術を使う者の一人だ。《魔法剣舞》という魔力の剣を自在に操るスペルを得意としている彼女は、その剣で相手の城を攻撃しながらも、剣を盾として相手の攻撃を防ぐ戦い方をしている」

　ミルの周囲には、数メートル大の魔力で作られた剣が無数に浮いていた。

　一つ一つの剣には不可思議な紋章が浮かんでおり、淡い緑色の光を放っている。

　そのような剣が、彼女の周囲をぐるぐると回転していた。

　光景としてはロズリアがよく使う《光剣射出》に類似しているが、規模がまるで違っていた。

　宙に浮く剣は一本一本が、聖剣フラクタスに届きそうな具合の魔力を帯びている。

　さすがは王宮から派遣された魔導士なだけはある。

　今のところ10戦では目立った成績を残せていないようだが、それでもピュリフの街に来たらおそらくトップに近い実力だろう。

　魔法発動速度も速いし、回っている剣からはかなりの性能で操作できることも窺うかがえる。

　もしかしたら、近接職の冒険者と斬り合いを行うことだって可能かもしれない。

「そのように攻防一体型の魔法使いが現れていくなか、二重発動ダブルキヤストを使える魔法使いも戦い方を変えていく者が現れていった。それがエスカー・バーンアウトのような、片方で攻防一体型のスペルを発動しておきながら、もう片方で攻撃と防御スペルを自在に使い分けていく、攻防一体二重発動ダブルキヤスト型だ。この戦法が生まれたことで、ただの攻防一体型は二重発動ダブルキヤスト型の下位互換へと成り下がってしまった」

　ふとエスカー側の城壁を見ると、至る所に黒い円が浮かび上がっていた。

　禍まが々まがしいほどの黒さを持つ円は不安定で、その形を歪ゆがめながらも存在を維持している。

　よくよく目を凝らしてみると、エスカーの左の杖の先端にも同じような円が浮かんでいた。

「あれは？」

「エスカーの空間魔法、《転送門ゲート》だ」

「なんですか、それ？　どんなスペルなんです？」

「簡単にいうと《転送門ゲート》は離れた空間同士を繫つなぐ門となっているんだ。あの黒い円に入ったものは、他の円に転送することができる。エスカーは《転送門ゲート》で左杖から放つスペルを転送させて軌道を予測させない攻撃をするとともに、相手からの攻撃を転送させて城壁へのダメージを防ぐ戦法を取っているな」

「そんなスペルありなんですか？」

「あるんだから仕方ないだろう。それに空間魔法は普通の人間が使えるものではない。【空間魔法適正】のスキルがあってこそのものだ」

「でも、どうしてミルさんは攻撃しないんですか？　相手にそんなすごい魔法があるなら、奇襲でもかけないと難しそうじゃないですか？」

　ロズリアは冷静に戦況を分析しながらも、質問を投げかけた。

　ユイルは二、三度頷いて答えた。

「俺様としても同意見だな。意表をつかない限り、ミルには勝ち目がないだろう。ただ前半戦でミルは魔法剣を《転送門ゲート》に突っ込ませた瞬間、《空間遮断シヤツトダウン》でぶった切られたからな。攻めることに消極的なのかもしれない」

　ユイルが話している間に、お互いのスペルのぶつかり合いが始まった。

　最初に仕掛けたのはエスカーだった。

　左の杖から、いくつもの高威力のスペルを連射していく。

　放たれたスペルは近くの《転送門ゲート》に吸い込まれ、自身の城壁付近に展開していた《転送門ゲート》から放たれる。

　いくつもの《転送門ゲート》から規則なく放たれる攻撃に、ミルは防御に徹するほかなかった。

　城壁前に魔法剣を展開して攻撃を防いでいく。

　しかし、防ぎきれなかった攻撃が城壁にダメージを与え、壁面がボロボロと崩れ始めていた。

　それでも必死に守りに徹し、勝機を窺っていくミル。

　相手の城の耐久値を無慈悲に削っていくエスカー。

　これがこの国、最高峰の魔導士達たちの魔術戦。

　大スケールで繰り広げられる戦いに、胸を躍らせている自分がいた。

　この戦いを見るためだけにこれほどまで観光客が集まるのも無理はない。

　ダンジョンに潜って、様々な戦闘を見慣れていた俺でも、こんな戦いを見るのは始めてのことだった。

　魔法がぶつかり合う戦いは、近接職同士の戦いに比べて派手だ。

　しかも、魔導士がノータイムで魔法をバンバン放っていく姿は、決して冒険者の魔導士が行う戦いでは見られないものだ。

「でも、《魔法剣舞》じゃ《転送門ゲート》を相手にするのはかなり相性が悪そうですね……」

　目の前に繰り広げられる戦いを眺めながら呟く。

　ミルも決して弱いわけではないが相手が悪すぎる。

　そのくらいエスカーの空間魔法とそれに伴う攻撃魔法は圧倒的だった。

「《魔法剣舞》以外のスペルは使ったりはしないんですか？」

「そんなことをしたら、今みたいに持ちこたえることすら難しいだろう」

　俺の呟きを拾ったのはユイルだ。

「魔導士同士の戦いにおいて悪手とされているのが、得意分野でないスペルを用いることだ。魔術戦において最も重要視されるのがスペルの発動速度、その次に威力と消費魔力や操作性がくる。特に発動速度は長い年月をかけて、そのスペルを研けん鑽さんしていくことで研ぎ澄まされたものだ。一朝一夕で身につくものではない」

「そうなんですね……」

「『魔導の道に近道はない』という格言は以前教えただろう？　一般的に魔法使いが一つのスペルを完璧に使いこなすまでには、万を超えるほどそのスペルを発動しなければならないとされている。魔力消費の少ない初等魔法ならそんなに難しいことではないが、七賢候補が使うような大魔法は魔力消費も激しい。一日に何度放てるかといった具合だ。マスターするのには数年単位の時間がかかってしまう」

「数年単位……」

「それが学園の魔法使いに冒険者の魔法使いが勝てないといった理由だ。モンスターと戦いながら、そこまでの魔術研鑽は不可能だろう。魔法を使うものにおいてもスキルは重要だが、それだけが全てではない。結局はどれだけの時間、魔法に向き合ってきたかが全てだ」

　そう語るユイルの言葉には重みがあった。

　これが、昨日エリンではこの七賢選抜を勝ち抜けないと言っていた理由か。

　確かにエリンには魔法に向き合ってきた時間が足りない。それだけは紛れもない事実だ。

　彼女は学園での人間関係に嫌気が差し、魔法を学ぶ最高の環境から逃げてしまった。

　それから20階層で遭難するまで、己の魔法技術を研鑽する足を止めてしまった。

　たとえ、圧倒的なスキルを持っていたとしても、時間だけは巻き戻せない。

「だから、エリンには勝てないと？」

「そうだ。彼女は強い。スキルも恵まれている。ただ、若すぎる。あと十数年もすれば、エスカーと渡り合うことだってできるだろう。だけど、今はその時ではない。あそこまで若い年齢で七賢選抜に推薦される自体異例なのだ」

　魔導士は他の戦闘職バトルスタイルに比べて遅咲きとされている話は知っていた。

　冒険者はその活動量によって体力が必要なのでそこまで高齢の人間はいないが、『10戦』は純粋な魔法の競い合いだ。

　経験を積めば積むほど有利になる。現にエスカーもミルもエリンよりかはずっと上の年齢だ。

　会場に大きなブザーの音が鳴り響く。

　いつの間にかミルの城壁は破壊されていた。エスカーの猛撃を防ぎ続けることはできなかったようだ。

　後半戦の一戦目の勝敗が決してしまった。

　これで全体としても、ミルの６敗が決まってしまいエスカーへの負けが決定したことになる。

　だけど、二戦目は行われるようで、魔道具であるミニチュアの城は瞬く間に修復されていった。

「エリンもあんな感じに負けていったんですか？」

　なすすべもなく負けが決定していったミルの姿を眺めながら尋ねる。

　衆人環視の中、勝ち目のない相手と戦い続けるのは精神的にキツいものがあるだろう。

　他の候補者が辞退する理由も今となっては理解できた。

「そうでもないさ。不思議なことに割と善戦していたぞ」

「そうなんですか？」

「ああ。なんだかんだ言って、他の候補者に二勝しているし、他一人は戦う前に辞退したから、まだ前半戦しか終わっていないエスカー戦を除くと全勝していることになるしな」

「さっきエリンじゃ勝ち上がるのは無理だって……」

「そのはずなんだけどな。ミルにも、４区候補者のアゾッテにも何な故ぜか勝っているんだ。偶然エリンが得意としているスペルが、対戦相手の二人に有利なもので刺さった形だ。しかも、その得意としているスペルも統一性がなく、マイナーなものばっかりだから、イザールの街では奇跡的な大物食いとされているな」

　なんだ。少しほっとした。

　エリンが晒さらし者ものにされて負けていくのは心が痛む。

　七賢選抜を敗退するにも、ある程度の体裁が保たれるなら、彼女にとってもそこまでの傷へとなりえないだろう。

「でも、前半戦でエスカーさんには勝てなかったんですよね？」

　と、ロズリア。

　この戦いが始まる際のアナウンスで、エリンがエスカーに５敗していることは判明していた。

「そうだ。戦いの序盤では《転送門ゲート》に有効なスペルを使っていて、あわよくば勝てそうな雰囲気が漂っていたのだがな。そこはエスカーが一つ上だった」

「一つ上とは？」

「奥の手を隠し持っていたんだ。もしかしたら、二戦目で見られるかもな」

　一戦目と同じく、アナウンスがされるとともに後半戦の二戦目が始まった。

　ミルは即座に《魔法剣舞》を発動していくが、エスカーは《転送門ゲート》を発動せず別の術式を編んでいく。

「言っている傍そばからだな。ミルはおそらく持久戦で魔力消費戦を狙っていたようだが、エスカーはそれに乗るつもりはないようだ。見てろ、戦いは一瞬で決まるぞ」

　エスカーの前方にほのかな光を放った透明な直方体が現れた。

『出ました！　エスカー・バーンアウトの《転送領域》です！』

　そのアナウンスとともに、人間大の大きさの直方体が次々とエスカーによって射出されていく。

　ミルは飛んでくる直方体を防ごうと魔力の剣を展開していくも、直方体は剣をすり抜けて、城壁の中に消えていった。

「一体何を……？」

　俺が戸惑っていると、エスカーは観客席にまで聴こえるようにパンッと手を叩たたいた。

「転送」

　その言葉が放たれた瞬間、大きな音を立てながらミルの城は崩れた。

　一瞬のことに頭がついていかない。

　会場に鳴り響くブザーの音と歓声によって、一瞬で勝負が決まってしまったことだけは理解した。

「《転送領域》はエスカーが開発したオリジナルスペルだ。領域内の空間を強制的に転移させる。エスカーはそのスペルを使って、城の一部を切り取ったんだ。土台が崩れれば城の耐久値はなくなって崩壊する。当たり前のことだ」

　淡々と状況を解説してくれるユイル。

　その内にも城は復元されていき、三戦目が開始された。

「あのスペルの恐ろしいところはまず、対象の耐久性を無視して壊すことができる点だ。あの城には術者が魔力を供給できるようになっていて、普通の建物に比べ数倍も強度が高くなっている。それをエスカーは空間ごと切り取ることで、容易たやすく城を破壊しているんだ」

　三戦目は二戦目の焼きまわしだった。

　開幕速攻、《転送領域》を放っていくエスカー。

　ミルは魔力の剣でどうにか防いでいこうとするも、またしても領域は剣をすり抜け、城壁へと吸い込まれていった。

「そして、もう一つの恐ろしい点が、あの領域には物理的干渉ができない点だ。それによって、領域の軌道を防ぐこともできない。一言でいえば、防御無視の必殺攻撃みたいなものだな」

「それにエリンも負けたと……」

「そうだ。さすがにあそこまでの必勝スペルを隠し持っているとは予想できなかったようだな。序盤は色々なスペルを試して対処法を模索していたようだが、無理だとわかるやいなや勝つのを諦めて、スペルも撃たずに固まっていた」

　あのエリンですら、勝利を諦めた相手。

　それが次期七賢の最有力候補、エスカー・バーンアウトなのか。

　二戦目同様、三戦目の終わりを告げるブザーがなる。

　観客達はその圧倒的な蹂じゆう躙りんに熱狂し、沸き立っていた。

「エスカーとエリンが次戦うのは五日後だ。それまでに《転送領域》の対抗策を用意できるとは思わない。仮に対抗策が思いついたところで、自分の手札にないスペルだったら意味がない。新しいスペルを10戦で使えるレベルまで昇華するには年単位の時間がかかるからな」

「要するにエリンが勝つのは不可能だと」

「そうだ。まず10戦において、前半戦で５勝取られた時点で負けのようなものだ。あれのようにな」

　ユイルは冷めた目で広場を見下ろしていた。

　そこには相手の城壁に必死に魔力剣を放っていくも、先に自陣の城が壊されるミルの姿があった。

　防御無視の《転送領域》の前では、《魔法剣舞》の撃ち合いでも敵かなわない様子だ。

　後半戦でも５敗を刻んでいく彼女の後ろ姿が、未来のエリンをそのまま映し出したように見えた。
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「はあ、今日も出てこないか……」

　１区の学園前でエリンを待ち構えること数時間。

　相変わらずの結果に肩を竦すくめるほかなかった。

　俺達たちは未いまだにエリンと接触できていない。エリンが一度も学園の外に姿を表してこないのだ。

　夜になれば家に帰るかと思いきや、そういうわけでもない。

　どうやら学園に寝泊まりしているようで、四六時中学園にいる。

　これが数日続いているとあらば、エリンとの再会は諦めた方が良さそうだ。

　少なくとも七賢選抜が行われて、学園が立ち入り禁止の間は会うことはできないだろう。

「そうですね。学園に籠って一体何をしているんでしょう？」

「知らないよ。有名人にもなって、外を出歩きにくいんじゃない？」

「エリンさんが有名人ですか。時代が変わってしまいましたね」

「本当にね。エリンが七賢候補だもんな。時代もエリンも変わっちゃったよ……」

『到達する者アライバーズ』にいた頃も、エリンの魔導士としての知名度はあった。

　でも、それは現行で最高到達階層を誇るダンジョン攻略パーティーの魔導士としてのものだった。

　しかし、今は一人の魔導士として、彼女は国中から認められていた。

　それは嬉うれしいようで、ちょっと寂しかった。

　俺の知っているエリンが別の場所に行ってしまったようで。

　本来なら、知り合いの俺は喜ばなきゃいけないはずなんだろうけど、上う手まく素直に受け入れられない自分がいるのも事実だった。

「どうします？　エリンさんがもし本当に七賢に選ばれるようなことになったら？」

「その時は――『到達する者アライバーズ』復活を諦めなくちゃいけないのかな……」

　エリンが七賢者になったら、『到達する者アライバーズ』に入ってもらうことは不可能だ。

　国のお抱え魔導士である七賢者が、民間の一冒険者パーティーに入ることなんて無理である。

　ただでさえ、フォースとネメにはパーティー加入を断られている。

　かつていた六人が、俺とロズリアだけの二人に。

　そんなパーティーはもう『到達する者アライバーズ』ではない。何か別のパーティーだ。

『到達する者アライバーズ』が復活できないとなると、この先俺達は一体どうすればいいのだろう？

　新しくダンジョン攻略パーティーを作るのか。

　それとも、ダンジョン攻略の夢を諦めざるをえないのか。

　苦渋の決断を迫られてしまう。

「エリンは無理でフォースやネメには断られているって、改めて考えると絶望的な状況だよな……」

「無理と決まったわけじゃないんですから落ち込まないでくださいよ！」

　胸の前に拳をつくり、肩を跳ねさせるロズリア。

「そもそも忘れたんですか？　エリンさんの次の対戦相手はエスカーさんなんですよ？　あの方にエリンさんが勝てると？」

「そうなんだよな……」

　エリンが七賢選抜を勝ち上がるには大きな障害があるのも事実だった。

　エスカー・バーンアウト。世にも珍しい空間魔法の使い手であり、現時点で全勝を誇っている最強の優勝候補。

　あのエリンですら、10戦の前半戦では手も足も出なかったと聞いた。

「ユイルさんも言っていたじゃないですか？　エリンさんはきっと勝てないと。そもそも前半戦で全敗してるってことは、後半戦で全勝しなくちゃいけないってことじゃないですか？」

「まあね……」

　ロズリアの言う通り、エリンが七賢者に選ばれるには次の後半戦で最低でも全勝しなくてはいけない。

　しかも、それでやっと引き分けだ。

　他の候補者との戦績でエリンはエスカーに劣っているため、七賢者に選ばれるには後半戦で審査員に圧倒的だと思わせるような勝利を収めなければならない。

　既に圧倒的な勝利を重ねている《転送領域》相手に、エリンはさらに圧倒的な力を見せつけないといけないときた。

　かつての仲間であった俺達はエリンの勝利を信じないといけないんだろうけど、エスカーの圧倒的な実力を見た今ではエリンが勝利するのは難しいように思えた。

「そもそも、俺達はエリンを応援しなくちゃいけない立場だけど、エリンに七賢者になられたら困るっていうのも複雑だよなぁ」

「そうですね。知り合いとしてはエリンさんには勝って欲しいですけど、勝たれたらわたくし達と一緒に冒険できないってことになってしまいますもんね」

「このままエスカーが勝ってくれた方が都合がいいっていうか。そうすれば、エリンとも話がつけられるし……」

「エリンさんの負けを願うなんて、ノートくんは性格悪いですね」

「そうじゃないから！　エリンには勝って欲しいよ！　頑張っているみたいだし！　でも、勝たれたら勝たれたで実際困るというか……」

「わかってますよ。冗談みたいなものですから」

「それならいいけど……」

　とは言いつつ、エリンの勝利を素直に願っていない自分がいた。

　まあ、このまま下馬評通りの結果に終わってくれたら、何も問題はないわけで。

　この件はあまり深くは考えなくてもいいのかもしれない。

「それでどうします？　もうちょっとここでエリンさんを待ちますか？」

「待っても出てこなそうだよね……」

「だったら、修業の予定を早めますか？」

　このまま純粋に修業を続けてもいいが、壁にぶつかっているのも事実だった。

　愚直に努力を続けたところでフォースには勝てそうにもない。

「いや、行ってみたい場所があるんだよね」

「デートに誘ってるんですか？」

「そうじゃなくて。折角イザールに来たことだし、魔道具でも見てみようかなと」

「この街って魔道具関係でも有名ですもんね。でも、なんで魔道具なんですか？」

「実力不足を魔道具で補えたりしないかなって……」

「なるほど。そういうわけですか」

　魔道具の定義は曖昧だが、一般的には魔力に関係する道具とされている。

　魔力で起動するものもあれば、魔力を中に秘めているものまで多数あり、魔法使いでないと使えないというわけではない。

　広義では魔力で動く生活製品や街の防衛装置などを指したりもする。

　冒険者でも魔道具を戦闘に使っている人はそう珍しくもない。

　エリンやネメが使う杖つえは魔道具だし、エイシャが用いていた音魔法用の指輪や爆弾が典型例だ。

　フォースが用いている妖刀煉れん獄ごくも魔力の籠った黒炎を発生させるために魔道具に入るかもしれない。

　冒険者が足りない技術を道具で補うのは当たり前のことだ。

　今まで俺がそういった道具に頼って来なかったのは、よっぽどの性能の魔道具でない限り元の戦闘力が高くない俺にとっては意味がないからだった。

　そういった魔道具はかなりの値が張り、入手も困難である。

　ピュリフの街もダンジョン産の魔道具が手に入りやすく魔道具の聖地とされているが、ダンジョン産の魔道具は馬鹿みたいに値段が高い。

　金額と置いてある魔道具の種類を考えると、イザールに軍配が上がるだろう。

「いいんじゃないですか？　観光としてもイザールの魔道具店は一度行ってみたかったですし」

「なら、よかった。そうときたら、早く向かうことにするか」

「そうですね。いい店とか知っているんですか？」

「なんか３区の方に有名な魔道具市があるらしいよ」

「へえ～。少し遠いですが、行ってみますか」

　ロズリアからの了承も得られたことだし、早速３区の魔道具市に向かうことにするとしよう。







　馬車を一度乗り継いで着いた市場は盛況していた。

　馬車降り場から広がる路上市は行きかう人の肩がぶつからんとするほど混み合っていて、客寄せの声がひっきりなしに耳に入ってくる。

　路上市を歩いていくと、一般人向けの生活用品や冒険のサポートになるような簡単な魔道具は見つかったが、ダンジョン探索で使えるような高性能なものは見つからなかった。

　どうやら性能が高い魔道具は奥の建物で厳重に売られているらしい。

　その分、奥の建物にある魔道具は値段も高いらしいが、一応見てみることにした。

「確かに雰囲気が違いますね～」

　楕だ円えん形けいのドーム状の建物に入ると、その景色に圧倒される。

　中は階層構造になっており、建物の中央は吹き抜けとなっていた。

　中央の大通路からは各階の店が窺うかがえて、目の前の大階段から２階や３階に行けるようだ。

「うん。外と全然違う……」

　路上市は普通の人に向けた魔道具が多かったが、この建物は専門性に富んだ店構えとなっていた。

　ざっと見ると、魔法使い向けの店が一番多いようだ。魔石専門の店、魔導書専門の店、杖専門の店など様々な店がある。

　近くにあった魔法触媒専門の店に入ると、ケースに入った一枚の布が目に映った。

「布一枚でこの値段……？」

「家一つは余裕で買えますね……」

　二人して驚きの声をあげていると、そんな様子を見た店員が寄ってきた。

「すごく貴重な布なんですよ、それ。この店のイチオシ商品です」

「そうなんですか？」

「はい。世にも珍しい布型の魔法触媒ですから。魔力や術式との親和性がここまで高く、耐久性もあるのはなかなかないですよ」

「これも魔法触媒なんですか……」

　要するにエリンの杖や、エイシャの杖みたいなものということだろうか。

　確かに布型の魔法触媒なんて今まで見たことがない。

「この布を通して魔法を発動することができるということですか？」

「そうですね。このままでは使いにくいですが、どんな形にでも加工できるのが利点ですね。この大きさだとローブとかにするのは難しいですけど、わざわざ杖を持たなくて済むというのは大きいと思いますよ」

「なるほど……」

　世の中には色々な魔道具があるみたいだ。

　この布は魔導士用のものだ。魔力がない俺では使うことができないだろう。

　いや、どうだろう。工夫によっては使えるかもしれないのか？

　色々と考えてみたかったが、とりあえずは他の店の商品も見てみたい。

　もっと使いやすくて有用な魔道具も見つかるかもしれない。

　店員に説明のお礼を言うと、店を後にして別の場所に向かうことにした。

　次に向かったのは、本命の冒険者向けの魔道具店だ。

　剣士向けの魔剣店や弓術士向けの魔法弓店とは異なり、汎用性に富んだ冒険者向けの武器やアイテムが並んでいる。

「あっ、ダガーもある」

　盗賊向けのコーナーにいくと、様々なダガーが陳列してあった。

　見ると、魔力を通すと特定の魔法を放てるようになるダガーらしかった。

《発光ライト》のような簡単な魔法から、《火炎斬》のような攻撃魔法が放てるダガーまで、様々なものがある。

「魔法が撃てるダガーですか。あまり使っているところを見たことないですね」

「確かに。魔法が使える剣とかは時々使っている人がいるけど、ダガーってあんまり見たことないかも」

「それはですね――」

　陳列棚で話し合っていた俺達たちを見つけた店員が疑問に答えてくれた。

　なんでもダガーは剣に比べ、一般的に体積が小さいため術式を仕込むのが難しいらしい。

　今、店頭に置いてあるものも、どうしても剣と比べると低威力の魔法になってしまうみたいだ。

　まあ、どちらにしても使用するには魔力が必要だし、発動したところでダンジョンのモンスターに通用するような大魔法は放てない。

　店員に尋ねると、魔力が必要な点は魔力タンクの役割を果たす魔石などを用いれば解決できるらしいが、威力の問題はどうにもできないらしい。

　ダンジョン深層の大魔法が放てるダガーなんてものがあったら、そんなものはただの兵器だ。

　魔道具市で誰しもが買えるような状況になっているはずがない。国で厳重に保管されてしまう。

　その他の魔道具も見てみたが、購入に踏み切るようなものはなかった。

《蒸気噴射スチームジエツト》で瞬間的に空を飛ぶことができる魔法靴は気になったが、瞬間的に宙に浮いたところで攻撃力の足りなさの解決にはならない。

　そもそも値段も高くて買えないし、買ったところで値段が効果に見合っているとも思えない。

　魔道具を見て回るのは楽しかったが、自分の戦闘力を底上げするような期待の魔道具は見当たらなかった。

　そもそも魔道具の効果だけでダンジョン攻略が出来たら、今頃とっくにダンジョンは人類に踏破されているだろう。

　世の中、そう上う手まくはいかないということだ。







[image: ]




　そしてやってきた運命の日。

　七賢選抜第８試合後半戦。

　戦うのは俺達もよく知るエリン・フォットロードと、第７試合で圧倒的な空間魔法を見せつけていたエスカー・バーンアウトだ。

　全敗をしているミルと、辞退した二人を除くと、七賢選抜の候補者はこの二名となる。

　これから始まる戦いは七賢選抜の最終戦であり、いわば頂上決戦だ。

　戦いの後には、この二人のどちらかが七賢者に選ばれる。

　俺達はこの国の歴史が決まる瞬間に立ち会えるのだ。

「おい、貴様ら。早く行かないと試合が始まってしまうだろう」

　なんと今回もチケットを取ってくれたのはユイルであった。

　七賢選抜も最終戦ということもあり、チケットを取るのはそう容易たやすいことではないはずだ。

　それをコネを使ってでも手に入れて、しかも道すがら出会っただけの俺達に譲ってくれるとはなんと良い人なのであろうか。

「これだから庶民は……」

　相変わらず口は悪いんだけどね……。

　それでもどこか憎めないのが、ユイルの人柄であろうか。

「すみません……」

　軽く頭を下げながら、駆け足で進んでいく。

　会場の中に入ると、そこには第七試合に比べてさらにたくさんの人で混雑していた。

　護衛をつけた、国の重鎮のような人もちらほら窺える。

　この戦いの後、すぐに新しい七賢者の発表もあるとのことで、その関係者かもしれない。

　ようやく自分達の席を見つけ、腰掛けることにする。

　既に会場の熱気に少しやられている自分がいた。

「いやぁ～緊張しますね～」

　顔をパタパタと仰ぎながら、ロズリアは隣に座る。

「エリンさんの姿を見るのも一年ぶりくらいですか？」

「うん。元気にしてたかな……」

「七賢選抜に出るくらいですから、元気なんじゃないですか？　というより、わたくし達はエリンさんを応援した方がいいんですか？　それともエスカーさんを応援した方がいいんですか？」

「迷いどころだよなぁ……」

　結局、その袋小路は解決していないままだった。

　エリンには勝って欲しいが、パーティーに戻ってきてもらうためには七賢者にはなってほしくない。

　何とも矛盾した考えだ。本当にどうしたらいいのかわからない。

「そこは心配いらないだろう。今回の試合、エリンが勝つことはまずない。それはエスカーの実力を見たことから明らかだろう」

「そうですけど……」

「なら、問題ないじゃないか。心の底からエリンを応援すればいい。どうせ負けると結果は決まっているのだから」

「でも、万が一ということもあるじゃないですか？」

「民衆の予想では９割以上がエスカーの勝利を予想している。それにエリンが後半戦で勝ち星を重ねたところで前半戦は５敗しているんだ。他の対戦者との戦績からも、彼女がエスカーを押しのけ七賢者に選ばれることはまずないと思って構わない」

「はあ……」

　そこまで言うなら、ユイルの言葉を信じることにするか。

　この街に来たばっかりの俺達は、この街独特の戦いである『10戦』について知らなすぎる。

『10戦』を俺達よりずっと多く見てきた彼の言葉を信じることにしよう。

「そうですね。心置きなくエリンを応援することにします」

「えぇ～。エリンさんにヤジ飛ばしたかったですのに……」

「そういうことは止やめようね……」

　惜しそうに口をすぼめるロズリアに呆あきれてしまう。

　なんかいつも通りっていうかなんていうか。完全に通常運転だ。

　本当に緊張しているのか？

　そうこう話しているうちに、キーンとしたノイズのハウリング音が会場に響いた。

『ええと、お待たせしました。まもなく七賢選抜『10戦』、第８試合後半戦を開始します』

　この国の一歴史を決める戦い、『到達する者アライバーズ』の行き先を決める戦いの始まりを告げるアナウンスが聞こえる。

　これからエリンの戦いが始まる。
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　心を落ち着かせるように大きく息を吸って吐いた。

　――大丈夫。やれることはやってきた。

　不安がないといえば噓うそになる。今も心の中は不安でいっぱいだ。

　失敗したらどうしようとか。想定外のことが起きてしまったらどうしようとか。

　私を知る人間が、そんな弱音を聞いたら笑い飛ばすだろう。

　いつも大口を叩たたいているくせに何を言っているんだと。

　でも、私はみんなが思っているほど、強い人間じゃない。

　きっと、そこら辺にいる人と同じくらい。いや、それよりもずっと弱い人間だ。

　つい口から強気な発言が出ちゃうのだって、自分の自信のなさが原因だ。

　自分では自分の弱さを知っているけど。他人にそれを知られるのは怖い。認めてしまうのが怖い。

　だから、私は駄々をこねる子供のように、現実を認めるのを拒んで気丈に振る舞っているだけだ。

　本当に強い人間とは自分の弱さに向きあえて、それを自分の力で乗り越えられる人間だろう。

　それこそ、ノートみたいな。

　今、ノートは元気にしているのかな？

　どうだろう。『到達する者アライバーズ』を出て行ってから会ってないからわからないや。

　でも、そうだといいな。私はそう願っている。

　もう一度顔を見たいという感傷を押し込めて頰を叩く。

　今はそんなことを考えている余裕なんてない。目の前のことに集中だ。

　ベンチに座って気を引き締めていると、足元に近づいてくる影が見えた。

「お姉ちゃん。こんなところにいたの？」

　顔を上げると、そこには見知った顔の少女が佇たたずんでいた。

　私の二つ違いの妹、マリン・フォットロードだ。

　私より顔のパーツが少し丸くて。髪もふわっとしていて。

　でも、髪の色とか瞳の色は同じで。

　こういうところを見ると、血が繫つながっているんだって改めて感じる。

「何してるの？　廊下でじっと座って」

「少し落ち着こうと思って」

「控え室があるんだから、そこで落ち着きなよ。目も充血してるし、クマもすごいよ。昨日ちゃんと寝た？」

「寝てない」

　寝られるわけがない。

　気持ち的にもそうだし、試合までの時間が一分一秒でも惜しい状況だった。

　特にここ三日は不眠不休でスペルを磨き続けていた。

　コンディションとしては最悪だろう。

　本当は『10戦』どころの体調じゃない。

　眩暈めまいだってするし、胃がぎゅってして吐き気もする。

「やっぱり。昨日くらい家に帰ってくればよかったのに。髪もぼさぼさだし、そんな状態で人前に出る気なの？」

「大丈夫。負けないから」

「そういう問題じゃないでしょ。男の人だってたくさん観みに来てるんだよ？　たくさんのイケメンが観に来てるってことだよ？」

「またマリンはそういう話……」

　見た目は似ているのに、性格は全然似ていないってのも、常々不思議に思う。

　私達たち姉妹の性格は正反対だ。

　マリンは私なんかよりずっと社交的で友達だって多い。コミュニケーション能力だってあるし、彼氏だって何度も作っている。

　真面目気質な性格の私とは全然違って、適当で気分屋だ。

　だけど、何な故ぜか私なんかよりずっと人生上う手まくやっていて。

　一時期はそんな妹のことを羨ましく思っていた。

「お姉ちゃんがそういう話に無頓着すぎるだけでしょ。私と二つしか違わないのに枯れてるじゃん、もう」

「枯れてないわよ。ただ今は魔法に集中すると決めたから――」

「はいはい、わかったから。そういうことにしてあげるから」

　私の抗議を軽くあしらってくるマリン。

　何ともムカつく妹だ。本当に血が繫がっているの？

「でも、人前に出る時の最低限の身だしなみってあるでしょ？　それにいつどこで運命の出会いがあるかわからないんだから、ちゃんとしておいた方がいいよ」

「運命の出会いなんて――」

　そんなのあるわけがない。ノート以上の運命の人なんているとは思えない。

　そして、ノートはこの街にはいない。

　私は一人で戦うと決めたのだ。

「決めつけない。何が起こるかわからないんだから、運命の出会いなんだよ」

「でも、試合まで時間がないし――」

「まだ10分以上あるでしょ？　なら大丈夫だよ」

「10分しかよ」

「私を誰だと思ってるの？　華の女学生、マリン・フォットロードよ。私が手伝えば10分でかわいさを作るなんて余裕よ」

「それはマリンに悪いし、やらなくていいわよ」

「遠慮とかいいから。早く控え室に戻った戻った。ここからは時間との勝負なんだから」

　私を無理やり立たせて、背中を押して控え室へと追いやってくるマリン。

　寝不足のせいで身体からだに力が上手く入らない。

　流れに任せるままに足を動かしながら、ふと尋ねた。

「どうしてそこまでマリンがやってくれるのよ？」

　妹はきょとんとしながらも、口を開いた。

「当たり前じゃん。せっかくのお姉ちゃんの晴れ舞台なんだよ？　応援したいんだよ」

　その答えがおかしくて、思わず頰が緩んでしまった。

「なんで笑ってるの？」

「だって、おかしいなって。マリンがそんなこと言うなんて」

　お世辞にも昔の私達は、応援し合うような仲じゃなかった。

　マリンは問題行動ばかり起こす私を見下していたし、そんな妹を私は嫌っていた。

　いつからこの関係性は変わったのだろう。

　少なくとも、私がこの街に戻ってきてからのことだ。

　この一年、私は少しだけでも変わることができたのだろうか。

　鏡の前に座らされて、マリンに髪を梳とかされながら、私は『到達する者アライバーズ』を出て行ってからの出来事を思い返していた。
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　――この街に帰ってきてしまった。

　長い旅路の末、イザールに帰ってきた私が最初に思ったのはそんなことだった。

　この街にはいい思い出より悪い思い出の方がずっと多かった。

　学園ではいじめられていたし、勝手に学校を辞めて家を飛び出した時から親とは喧けん嘩かしたままだった。

　本当は戻ってきたくなかった。一生この街に戻ってこないつもりだった。

　だけど、自分の弱さをどうにかしたいと思った時、最初に思いついたのもこの街に戻ることだった。

　イザールは魔法を勉強するなら、最高の環境だ。

　少なくともこの国にはイザール以上に魔法の勉強に適した場所はない。

　魔術師としての能力を高めるなら、なりふり構ってちゃいけない。

　だから、好きでもない故郷に帰ることにした。

　イザールの街に戻って最初に向かった場所は私の実家だ。

　個人的には家に戻らないで、部屋を借りたり宿を取ったりする方法も考えた。

　だけど、この街の情報網は舐なめない方がいいことも知っていた。

　この街に私が戻ってきたことは、すぐに両親に知れ渡るはずだ。

　その時になってまた喧嘩になるくらいだったら、面倒ごとは最初に片付けてしまいたかった。

　意外なことに両親は、突然の娘の帰宅を快く受け入れてくれた。

　何があったのかとかは聞かないでくれて、元気そうで良かっただとか、また顔が見られて嬉うれしいだとか、好きなご飯を作ってあげるだとか。

　投げかけられるのは温かい言葉ばかりで、私はこんなにも大事にされていたんだって、感動して涙腺がゆるんだ。

　妹だけは相変わらずの態度で、「家出したのに、何ノコノコ帰ってきてるの、お姉ちゃん？」とか言ってきたので、早速喧嘩しちゃったけど。

　こういう時はいつもお父さんやお母さんは私を怒るのに、今回は珍しく私の味方をしてくれて、マリンが叱られて泣いていたのもちょっと面白かった。

　翌日、私は以前通っていた４区の学園に向かうことにした。

　両親は学園への復学の手続きをしようかと持ち掛けてくれたが、私はそれを断ることにした。

　学園に通うことは魔法を学ぶことに繫がるけど、最短でかつ最大効率で魔法を学ぼうとするなら話は別だ。

　学園にいる優秀な魔導士を捕まえて、直接教えてもらった方が早く成長できる。

　私には優秀な魔法スキルがある。

　教授プロフエツサークラスの師でも見つけられるだろうと高を括くくって学園に乗り込んだが、結果としては門前払いだった。

『魔導の道に近道はない』という言葉が魔導士の中では有名な通り、魔導士にとって魔法と向き合ってきた時間はとても重要視される。

　私がこの街から逃げてきた三年以上という時間は、教授プロフエツサークラスの魔導士にとっては重大な欠陥として映るらしく、その欠陥はスキルの有用性を上回っていると判断されてしまった。

　悔しかった。あの時、逃げてしまったことが、こんなにも私を苦しめるとは思わなかった。

　逃げていなければ。もっと頑張っていれば。もっと上手くやれていたら。

　大切な仲間を失うこともなかったのに。

　後悔してもしきれない気持ちでいっぱいになった。

　諦めきれなくて何度も学園に抗議しに行ったけど、結果は同じだった。

　魔法の一つも学べないまま、学園と家を往復する日々。

　ノートにあんな偉そうなことを言っておいて『到達する者アライバーズ』を出て行ったのに、私は何も成長できていなくて、恥ずかしくて惨めで泣きたくなった。

　そんなことが何日も続いたある日。

　いつも通り学園に向かった私の前にある男が現れた。

　男はアンドイ・シャリオンと名乗った。

　その名をイザールの街で知らない者はいないだろう。

　１区の学園長であり、七賢者の一人。

　幅広い属性の魔法を操り、『歩く魔導書庫スタンドアロン』の異名を持つ老齢の魔術師だ。

「何の用？」

　警戒しながらも、私は訊きいた。

　七賢者ほどの人間が、教授プロフエツサークラスの魔導士に門前払いされるような自分に用があるとは思えなかった。

「師を探しているんだろう？　なら、私の下で学んでみないか？」

　しかし、彼の口から出てきたのは僥ぎよう倖こうと思えるような予想外の提案だった。

　アンドイ・シャリオンといえば、本人の魔導士としての能力もさることながら、魔導士を育てる能力が長たけていることで有名だ。

　現に彼は弟子からも七賢者を一人輩出している。

　アンドイ・シャリオンから直属の指導を受けるとなれば、喜ばない魔導士など一人もいないはずだ。

　しかし突然の都合の良い話に、私は喜びよりも警戒の気持ちが先行していた。

「どうして、私なの？」

「それは、お前が魔導士の頂点に立つ素質を持っているからだ」

「私達、初対面よね？　素質なんてわかるのかしら？」

「ああ。君がそこまで私に物もの怖おじしない生意気な人間だということも、今初めて知ったくらいだ」

「だったら、なんで？」

「君が魔導士としてどれだけ魔法に真剣に向き合ってきたかは知らないが、君のスキルくらいは知っている。そして、そのスキルさえあれば、魔導士の頂点に立つことなど造作もない」

「簡単に言うわね。確かに私は全属性の魔法が使えるけど、このスキルはそこまで万能じゃないわよ。努力しないで魔法を使えるようになるスキルでもない」

【全属性魔法適正】はただ単に全属性の魔法が使える才能が手に入るスキルだ。

　実際に魔法を習得するには、地道に魔法を勉強していかなければならない。

　しかも、魔法の習得能力だって、各属性の魔法適正スキルに比べたら低い。何か一つの魔法属性を極めたいなら、他のスキルの方がよっぽど有用だ。

「そんなことは知っている。そっちじゃない。魔導士の頂に至る可能性を秘めているスキルは」

「そっちじゃないって――」

「【魔力増大・極】の方だ。私が欲してやまなかった魔導士の最高スキルそのもの。そこに【全属性魔法適正】までついて来ているときた。正直言って、私は君が羨ましい」

「私としては七賢者にまで上りつめた貴方あなたの方がよっぽど羨ましく思えるんだけど……」

「何を言っている。君ほどのスキルがあれば、私を超すことなんて容易だろう。その可能性に自身で気がついていないことは愚かだが」

「貴方の弟子になれば、その可能性を教えてくれると？」

「そうだ。君が地獄を味わう覚悟があるというなら、一年もあれば七賢者と同等の魔導士まで鍛えることも可能だ」
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「一年……」

　魔導士としての実力を磨くのには時間は絶対的なものだ。

　一生かけてもたどり着けないかもしれない領域に一年で。

　そんな上う手まい話があるはずがないという気持ちと、今にも手を伸ばして可能性を摑つかみ取りたい気持ちがせめぎ合っていた。

「そんな近道が本当にあるっていうの？」

「何を言っている。『魔導の道に近道はない』という格言を学校で習わなかったのか？」

「もしかして、私をからかっているの？」

「そうじゃない。お前に提示するのは近道じゃないということだ。寧むしろ、全くの反対。果てしなく地道な魔導の道を、近道することなく、人の数倍の速さで駆け抜ける術だ」
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「まさか、その方法がただの力技だったなんてね……」

　私の師匠となったアンドイから提示された課題は至って単純だった。

　アンドイが教えた術式をひたすら発動し続けること。

　通常の魔導士なら一日に数発撃てるか撃てないかの大魔法を、無限にも等しい魔力量を利用して撃ち続けるというものだった。

　一つの魔法を極めるのに万を超える回数、発動する必要があるなら、数日の間で万を超える回数発動すればいいという横暴なものだった。

　確かにこの方法だったら、人の数百倍のスピードで成長することが可能だ。

　だけど、魔法を発動するのには精神的な疲労が伴う。術式が複雑な大魔法なら尚なお更さらのことだ。

　アンドイはそんな現実を無視して、理論上可能だという点のみで、実現不可能な難題を吹っかけてきたのだ。

　精神的な疲れを無視して、魔法を発動し続ければ短時間で七賢者ほどの魔導士になることだってできるはずだ。

　でも、かかる時間が変わるだけで、している努力の総量は変わったわけじゃない。

　どちらかというと、密度は増している分、過酷なはずだ。

　だけど、今までの逃げと怠慢だらけの人生を取り返せるというのであれば、たとえ地獄に続く道だろうと飛びつかないわけにはいかなかった。

　四六時中、寝て食べる以外の全ての時間は全て魔法に費やす日々。

　精神が軋きしんでいくのを感じながらも、私はただひたすら魔法を発動し続けた。

　辛つらい。苦しい。何のために頑張っているのかわからなくなってくる。

　ずっと、魔法を発動し続けるって、こんなにもしんどいんだ。

　全てを投げ出して、楽になりたかった。自由が欲しかった。

　その度にノートの顔が思い浮かんだ。

　ノートがパーティーに入ったばかりの頃、私は八つ当たりでノートに怒ったことがあった。

　弛たるんでいるんじゃないの？　と難癖をつけて、パーティーを辞めさせようと追い込むことにした。

　それから、ノートは気を引き締めるようになって、より一層アーツ練習に励むようになった。

　四六時中アーツを発動するようになって、目まぐるしい成長を遂げた。

　私がさせたのはそういうことだったのだ。彼に私が今味わっている地獄と同じようなものを押しつけていたのだ。

　最低だ。自分のしたことの残酷さに今頃、気がつくなんて。

　しかも、その地獄から自分だけ都合よく逃げ出そうとするなんて、もっと最低だ。自分が許せなくなった。

　これは罰だ。当然の報いなのだ。

　彼を傷つけた分、同じような苦痛を味わっているに過ぎない。

　そう自分に言い聞かせて、ただひたすら地獄を突き進んでいった。

　その結果もあって、私の魔導士としての実力は瞬く間に伸びていった。

　師匠としても、この成長度は想像以上だったようで、度々驚いていたようだ。

　ある日、師匠からこんな提案を受けた。

「近々、七賢選抜が開かれるようになった。１区ではエリン、お前を推薦しようかと思っている」

　魔法の修業以外のことに触れず、世間の情報に全然気を配っていなかった私は、七賢者に欠員がでたこともこの時知ったくらいだった。

　魔導士としての力量を計るにはまたとない機会だ。

　私は推薦を受け入れ、七賢選抜に参戦することになった。

　七賢選抜の勝負方式である10戦については、私は全くの素人だ。

　いくら魔法の能力があっても、それだけでは勝つことは難しい。

　推薦した私が早々に負けるのは師匠的にもメンツが立たないらしく、師匠は万全のサポートに励むようになった。

　戦い方のレクチャーやら、対戦相手の情報、そして相手の得意スペルに有利な対抗術式までも授けてくれた。

　そのおかげもあって一試合目と二試合目の相手には簡単に勝つことができた。

　世間では私がたまたま相手に有利なマイナースペルを得意としていて、奇跡的な勝利に過ぎないとされていたが、仕掛けを知っている私に取っては勝って当然の戦いだった。

　むしろ、魔導士の頂点を目指す私がこんなところで負けるわけにはいかない。

　だから、三試合目の対戦相手であるエスカーに手も足も出なかったのにはショックを受けた。

《転送門ゲート》の対策は考えていたが、隠し持っていた奥の手《転送領域》はどうしようもなかった。

　あんなスペル見たことがなかったし、考えられる手を色々試してみたが、どれも空振りに終わってしまった。

　結局最後は、事前に師匠にどうしようもないスペルに当たった時の対処法として与えられていた、様子を見に回って後半戦に備えるという手段しか取りようがなかった。







「はい、完成」

　後ろから投げかけられた声に反応して、顔を上げた。

　鏡の中には、10分前の私とは見違えるほどかわいい女の子がいた。

「どう？　時間がなかったから、満足はいってないけど。ちょっとはかわいくなったでしょ？」

「ううん。充分よ。ありがとう」

　謙遜する妹に感謝の気持ちを述べた。

　イザールに戻ってきた直後は喧けん嘩かも多かったが、今ではお互い素直に話せるようになった。

　七賢選抜に出ることが決まってしばらく経たったある日。

　妹とその話をすることになって、ふと言われたフレーズが印象に残った。

『私、お姉ちゃんのこと、尊敬してるから』

　その時になって、初めて私はこのマリンが妹で良かったと思った。

　マリンは器用な生き方ができて、他人から必要とされていて、私なんかよりもずっと出来た人間だ。

　そんな妹から尊敬という言葉が聞けて嬉うれしかったと同時に、私も妹のことを尊敬していたということに気がついた。

　周囲の人と上手くやっていける社交性や、かつて仲なか違たがいしていた姉を素直に認めて、それを口にできる彼女の人間性を尊敬していた。

「せっかくかわいくしてあげたんだから、勝ってよね」

「わかってるから」

　そんな尊敬する妹から応援されているとあらば、負けるわけにはいかない。

　――大丈夫。やれることはやってきた。

　前半戦で負けてからの10日間、私は寝る間も惜しんでエスカーの対策をしてきた。

　師匠と出会ってからの一年は、誰よりも魔法に真剣に向き合ってきた。

　確かに一時は魔法の道から逃げた私だけど。

　今は誰よりも努力してきた自信があった。

　だから、大丈夫。ちゃんと自信を持っていいんだ。

　いつもの自信のなさから来る大口じゃなくて、心の底からの本心で私は言った。

「お姉ちゃんに任せなさい。サクッと勝ってくるから」
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『現時点の戦績は意外にも２戦２勝。前半戦は全敗をしたものの、後半戦で巻き返すことが可能なのか？　大物食いのエリン・フォットロードの登場だー！』

　アナウンスとともに会場が歓声に大きく揺れ出す。

　私は最後にもう一度大きく息を吸うと、足を前に進めた。

　広場に降り立つと、照明が私の網膜を焼いた。

　眩まぶしい。観客の存在も、これから手に入れるつもりの七賢者の肩書の重さも、全てが私には分不相応なように思えてくる。

　首を振って、気おくれする気持ちを振り払う。

　私は泰然とした態度で、背筋を伸ばしながら自陣の城へと登っていった。

　定位置に着くと、ちょうど正面には対戦相手であるエスカー・バーンアウトの姿が。

　丸眼鏡をかけたほうれい線の目立つ男である。

　眉をひそめ険しい面持ちをしている彼に向かって、私は口を開いた。

「ねえ、貴方あなた？　今、自分の勝利を確信してるでしょ？」

　ぴくっと眉が動いた。こちらの言葉が届いたようだ。

「先に言っといてあげるわ。この後半戦で勝つのは私よ。負けたくないのなら、早めに辞退することをおすすめしておくわ」

『おーっとー！　ここでまさかのエリン選手からの宣戦布告だー！』

　会場のボルテージを沸かせるようなアナウンスが聞こえてくる。

　それでいい。この後半戦、私は圧倒的な勝利を収めなければ、５勝したところで七賢者に選ばれることはない。

　だから、より人々にこれからの私の勝利を印象付けるように煽あおっていく。

「ほう、まだ諦めていなかったのですね……」

　エスカーは私の単純な挑発に乗ってくるような、思慮の浅い男じゃない。

　彼はこの七賢選抜のために、必殺の攻撃スペル《転送領域》を隠し持っていたような狡こう猾かつな男だ。

　彼の七賢選抜にかける思いは尋常でないはずだし、前半戦で全勝しているといっても決して油断はしていないだろう。

「私が勝つのにどうして諦めなくちゃいけないのかしら？」

　意図的に口角を持ち上げて、私は告げた。

「貴方の《転送領域》は確かにすごいスペルだわ。『10戦』のルール内においては最強に近いのは認める。でも、弱点があるのも事実でしょ？」

「弱点……？」

　彼の視線が一瞬揺らいだ。

　やはりエスカー自身も《転送領域》の弱点を理解しながら使っていたようだ。

「そうよ。前半戦の中盤から私の動きが悪くなったでしょ？　実はあの時、私は《術式解アナリシ析ス》で貴方の《転送領域》を解析していたの」

《術式解析アナリシス》は主に魔法系の研究者が用いるスペルである。

　対象の魔法がどのような性能を持っていて、どのような術式で発動しているのかを解析するスペルだ。

　通常の攻撃スペルなどを解析することはそう難しくないが、高位の、特にオリジナルスペルを解析するとなると、相当な熟練者でない限り出来るものでもない。

　だけど、【魔力増大・極】さえあれば、数日で《術式解析アナリシス》をその域まで到達させることは可能だ。

「貴方の《転送領域》には二つの弱点があるわ。私に言われなくてもわかっていると思うけど」

　私はエスカーに見せつけるように人差し指と中指を立てる。

「まず一つ目。《転送門ゲート》で《転送領域》を飛ばすことはできない。空間魔法って案外デリケートなのね。空間の歪ゆがみが干渉しあって上う手まくいかないといったところかしら」

　エスカーが《転送領域》を使った戦闘スタイルの時は《転送門ゲート》を用いないのも、この性質が原因だろう。

《転送領域》が《転送門ゲート》によってあらゆる方向から射出されるようになったら、それこそ最強の攻撃だ。

「そして、二つ目。――は試合が始まってから説明した方が面白いかしら。さあ、さっさと試合を始めましょ？」

『あっ、はい。それではお待たせしました』

　アナウンサーが慌てたように喋しやべり出した。

　どうやら、会場は既に私のペースのようだ。

　エスカーの勝利を疑ってやまなかった観客も、今は私の動向が気になり出している様子だ。

　突き刺さるような視線を肌で感じていた。

『それでは七賢選抜、第８試合後半戦。第１戦開始です！』

　その声とともに私はスペルを解き放った。

「《甲蟲行進》」

　杖つえの先端に現れる魔法陣からは黒い霧が出ていく。

　霧は蠢うごめきながら自陣の城の周囲を取り囲んだ。

「安心しなさい。このスペルは攻撃スペルではないわ。ただの虫の大群を呼び出すだけの召喚魔法よ」

　しかし、エスカーは《転送領域》を飛ばす手を止めていた。

　透明の直方体が宙に浮いている。

「どうしたの？　攻撃してこないの？」

　苦虫を嚙かみ潰したような表情をするエスカーに、私は畳みかけた。

「貴方もわかっているみたいね。もう《転送領域》が使えなくなったことに」

　そして、私は自分の勝利を確信して微笑ほほえんだ。

「弱点の二つ目。生物は《転送領域》で飛ばせない。意外と制限が多いスペルよね……」

《転送領域》は恐ろしいスペルだが、完成されたスペルではない。

　オリジナルで編み出したそのスペルにはいくつかの制限が存在する。

　そして、その一つに生物がいる領域を転送することができないという制限が存在する。

　10戦のルール内では最強のスペルも対人戦では使い物にならないスペルだった。

　おそらく、これこそがエスカーが10戦まで《転送領域》を隠し持っていた理由だ。

　他の状況で使いようがなかったから、この時まで《転送領域》を隠し持っていられたのだ。

　現在、私の自陣の城には城壁や城の内部の至るところに《甲蟲行進》によって呼び出された虫が張り付いている。

　これではエスカーは《転送領域》による城崩しを行えない。

「なら、今まで通り戦うだけだ」

　エスカーは《転送領域》を解除すると、自陣の城の前に《転送門ゲート》を発動させていく。

　とっておきの奥の手戦法から、かつての常じよう套とう戦法に切り替えることにしたようだ。

　これは決して悪い判断じゃない。エスカーの《転送門ゲート》戦法だって充分強力だ。

　だけど――。

「弱点の一つ目。忘れたの？」

　私が口にした意味をエスカーは未いまだ理解できていないようだ。

　震える瞳でこちらを見据えてくる。

「《転送門ゲート》で《転送領域》を飛ばすことはできない」

《甲蟲行進》は召喚系魔法だ。

　魔法の起動を解除しても、規定された時間、召喚した虫が消えることはない。

　私は空いた杖でもう一つのスペルを発動した。




「《転送領域》」




　私の杖の先端からは透明な直方体が出現していた。

　会場がしんと静まり返ったのを感じていた。エスカーの息を吞のむ音だって聞こえたような気がした。

「《転送門ゲート》で《転送領域》を飛ばすことはできないってことは、つまり貴方の《転送門ゲート》では私の《転送領域》を防ぐことはできないってことでしょ？」

　やっと私の言わんとしていることが理解できたようだ。

　エスカーの顔が一瞬で青ざめていく。
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「貴方はこれから自分の作った最強スペルに敗北するの。どう？　自分で作ったスペルに負ける気分は？」

「あり得ない……」

　彼が驚くのも無理はない。エスカーは《転送領域》を何年もかけて開発して、それを何年もかけて実用レベルまで昇華したはず。

　その秘術を公開してから、たったの10日間で相手に完全にコピーされたわけだ。

　魔術に向き合ってきた時間を絶対と考える魔導士にとっては悪夢のような光景。

【魔力増大・極】による短期間の成長法と、【全属性魔法適正】によって空間魔法も利用可能なこと。

　そして、異様に熟練した《術式解析アナリシス》といった事柄の全てを解き明かさない限り、目の前の出来事を理解することはできないはずだ。

「射出」

　放たれた直方体は一瞬で城壁へと吸い込まれていく。

「転送」

　一瞬でエスカーの城壁は崩れていった。

「助かったわ。貴方が自ら10戦の必勝法を教えてくれて。これなら真っ正面から《転送門ゲート》に対抗するより数倍楽よね」

　エスカーが更なる奥の手を用意していたら私の負けだったが、そうはならなかったようだ。

　正面の城のバルコニーには静かに崩れ去るローブ姿の男しかいなかった。
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「え、エリンが勝った……？」

　三戦目の終わりにて、エスカーが降参の意を告げた。

　目の前で繰り広げられた圧倒的な勝利に、俺とロズリアは周囲の観客同様、開いた口が塞がらなかった。

「どうするんですか、これ？」

　しかもよりによって、エスカーが負けを認めてしまったときた。

　この状況でエリンが七賢者に選ばれないことなど、まずあり得ない。

「ユイルさん！　エリンさんが負けるとか自信満々に語ってたじゃないですか!?　どう責任取ってくれるんですか？」

「せ、責任か!?」

　ロズリアの無理難題にユイルも慌てふためいている。

　いや、ユイルに責任はないでしょ……。

「本当にどうしよう……」

　でも、まずいことになったのは事実だ。

　エリンに七賢者になられては、『到達する者アライバーズ』の復活は実現不可能なものになってしまう。

「ユイルさん！　エリンが正式に七賢者に任命されるのっていつのことですか？」

「この後すぐだ。今、裏で区長達たちが話し合っているはずだから、決まるのだけだったら数分もかからない」

「時間もないのか」

　エリンが正式に七賢者になる前になんとかして話す機会を作って説得したいと考えていたが、そんな余裕はないようだ。

　正当な手順を踏んでいる暇はなかった。

「ねえ、ロズリア。俺が合図したら、《脚光ライトアツプ》を発動してくれる？」

「ノートくん、一体何をするつもりなんですか？」

「エリンに会いに行くだけだよ」

　こうなったら、もう力技しかないだろう。

　なりふり構わずエリンと話をつけにいく。

　そうだ。七賢選抜だとか、イザールの事情とか無視して、最初からそうすればよかったんだ。

「おい、貴様。会いに行くって、警備に止められるぞ？」

　ユイルは声を裏返らせながら、俺の肩に手を置いた。

　俺はゆっくりと首を振る。

「大丈夫ですよ。逃げ切って見せますから」

「そういう問題じゃ……」

「ロズリア。じゃあ、お願いね」

「仕方ないですね。わたくしが捕まりそうな気もしますが、まあいいでしょう。ここはわたくしに任せてください」

「ありがとう」

　ユイルの静止を振り切り、俺は席を立ち、通路になっている階段を降りていく。

《隠おん密みつ》を使って、観客席の最下段までたどり着くと、ロズリアに向けて軽い《殺気》を放った。

　俺の合図を悟ったロズリアが《脚光ライトアツプ》を発動する。

　会場全体の視線が一瞬そちらに向いたのを確認して、俺は観客席から飛び降りた。

「《偽・絶影》」

　広場に立つ警備の間をすり抜けて、控え室に帰ろうとしているエリンの前に降り立った。

　彼女の目が見開かれるのと、俺が声をかけるのは同時だった。

「おう、エリン。久しぶり」

　なんて言葉をかけようか迷っていたはずなのに、口から出たのは『到達する者アライバーズ』にいた頃と変わらない、なんの変哲もない挨拶だった。

「ノート、なんでここに……？」

　どうやら、俺のことは覚えてくれていたようだ。

「あなた、誰……」とか言われたら、それこそ立ち直れない。

「とりあえずは勝利おめでとう」

「それはどうも。で、その言葉を言うためだけに来たの？」

「違うよ。どうしても話したいことがあってさ」

　俺を取り囲むように警備の魔導士が集まってくる。

　それをエリンは片手で制した。

「知り合いよ。手を出さないで」

　一応は話を聞いてくれるみたいでほっとする。

　かつて俺はエリンを引き留めようとして拒絶された。

　あの時の痛みは今でも鮮明に思い出すことができるし、もう一度拒絶されたらどうしようという不安でいっぱいだ。

　だけど、この機会を逃したら、エリンは遠いところへ行ってしまう。

　彼女と冒険のできる最後のチャンスが今なのだ。

　ここで怖おじ気けづいていたら、男じゃない。

「ねえ、エリン。もう一度、一緒にダンジョンに挑まない？」

　俺は思いの丈を告げた。

「エリンが七賢者になるために頑張ったのはわかってる。素直にすごいと思ったし、七賢者になったエリンを応援だってしたい。でも、俺はもう一度エリンと一緒に冒険したい。あんなに楽しかった日々をもう一度やり直したいんだ。だから、俺と一緒に来て欲しい」

　目を瞑つぶりながら、頭を下げ、右手をエリンに向けて差し出した。

　見物客達は突然のことに慌てふためいているだろう。ブーイングだってすごいかもしれない。

　でも、俺にはそんな騒音は聞こえない。今は、目の前の少女の返答に耳を傾けることで精一杯だった。

　一拍を置いて、エリンは口を開く。

「いいわよ」

「えっ、いいって……」

　俺は恐る恐る顔を上げた。

　そこには苦笑いを浮かべたエリンの姿があった。

「ＯＫって意味よ。当たり前じゃない。そんな魅力的な提案断るわけがないじゃない」

「でも、エリンは前に断って――」

「それは私の実力が足りてなかったから断っただけ。でも、この街で得られることはあらかた吸収できたわ。だから、もうピュリフの街に戻っても大丈夫」

「せっかく七賢者になれるのに、その機会もいいの？」

「いいわよ、別に。ただの実力試しみたいなものだったし。特に七賢者になりたいわけでもないわ」

　エリンは驚きよう愕がくの事実をさらっと告げた。

「ということで、私も七賢選抜を辞退するわ。まだ正式に決まったわけじゃないからいいでしょ？」

　会場全体に向けて、大声で宣言するエリン。

　次期七賢者かと思われた少女の突然の発言に、感情全体は混乱の渦に巻き込まれていた。

「なんかまずいことになったみたいね。ブーイングすごいし。物も投げられてるわ。あっ、偉い人達も出てきた。うわっ。師匠もいる。あの顔、絶対怒ってるわね」

　吞のん気きなことを言っているエリン。

　俺としては先ほどから杖つえを向けて、今にも魔法を放ってきそうな警備の魔導士の方が怖いんだけど……。

「ということで、あれよ。逃げるわよ、ノート」

「俺もそれには賛成」

　こちらに駆け込んでくるエリンを抱きしめて、足と背中に手を回し、抱え込んだ。ちょうどお姫様抱っこと言われる形である。

「じゃあ、しっかり捕まってて」

「わかったわ。ちゃんと捕まってるから、振り落とさないでよ」

　視線を合わせて微笑ほほえみ合うと、ぐっと腕を抱き寄せて身体からだを固定する。

　腕と胸からはしっかりと彼女の体温を感じ取っていた。

　会場から抜け出す最短ルートを【地図化マツピング】ではじき出し、《偽・絶影》を発動した。

　エリンが登場してきた通路に向けて、一直線に駆けていく。

「マリンの言う通りだったわね……。ちゃんと身だしなみ整えてきてよかったわ。本当に何が起こるかわからないんだから……」

「ん？」

「なんでもないわよ。気にしないで」

　こうして、俺達二人は全てのしがらみを振り切るように逃げ出した。
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「いやぁ～やっぱり視線を感じますね～」

　ロズリアは周囲を見回しながら、吞気にそんなことを口にする。

「立派な有名人ですね、お二人とも。まあ、新聞に載るくらいですもんね」

　そう言って、狭い馬車の中で見せつけるように新聞を広げる。

　紙面の一面には俺がエリンをお姫様抱っこで連れ去っている写真が、でかでかと載っていた。

　見出しには『突然の乱入者!?　愛の告白とともに七賢者候補エリンを略奪!?』と書かれている。

「はあ……だよなぁ……」

　ロズリアの言う通り、今やイザールの街では俺とエリンは一躍時の人となってしまっていた。

　まあ、それも当たり前というかなんというか。

　国中が注目していた七賢選抜で優勝していた少女の前に突然現れ、辞退させた存在となれば、話題にならないわけがない。

　珍しい魔道具により写真を撮られ新聞に公開された俺達は、面も割れ、街中を歩いて買い物をするだけでざわつかれる始末だった。

　エリンを連れ去ったこと自体は街の有権者に咎とがめられることもなく、エリンの辞退も正式に受理されたため一件落着といえば一件落着なのだが。

　それでも、イザールを出た帰りの馬車でさえ奇異な目を向けられるのは、気が休まらないというかなんというか……。

「いいわよね、この写真。ロマンチックっていうか」

　うっとりとした目で新聞を見つめているエリン。

　どこか別の場所にトリップしているかのように、焦点が定まらないまま口を半開きにしている。

「ずっとこの調子ですよね……。どうしますか、このアホ魔導士？」

「どうしますって訊きかれても……」

「こんなんじゃダンジョン探索に使えませんよ。『到達する者アライバーズ』を追い出しましょう！」

「ちょっと待ちなさいよ！　何、追い出そうとしているのよ！　追い出したら七賢者にならなかった意味がないじゃないの！　辞め損じゃない！」

「そうしたら、話題になること間違いなしですね。よかったじゃないですか、また新聞に載れて。見出しはこんな感じですか？　『元七賢者候補エリン、男に捨てられる』的な？」

「新聞に載ること自体が好きなわけじゃないから！　そんな話題で載りたいわけないでしょ！」

　両手を太ももに叩たたきつけながら、声を荒らげるエリン。

　二人の見慣れた言い争いも、随分と見るのが久しいものだ。

　不思議な感慨に襲われながら笑っていると、エリンから鋭い視線を向けられる。

「何、笑っているのよ。笑ってないで、私の味方をしなさいよ」

「おかしなこと言わないでくださいよ。もちろん、ノートくんはわたくしの味方をしますよね？」

「そんなはずないじゃない！　ノートは私をあんなにロマンチックに連れ出してくれたのよ！」

「それはただパーティーに引き入れるためですよ。勘違い女はこれだから困っちゃうんですよね、ノートくん？」

「ノート、あの借りの存在忘れたわけじゃないでしょうね？」

「ごめん、ロズリア。俺はエリンの味方をすることにするよ」

「卑ひ怯きようですよ、エリンさん！　正々堂々戦いましょう！」

「言い争いに正々堂々も何もないわよ。勝った方が勝ちなのよ！」

　二人は再会してからずっとこんな感じだった。言い争いしかしてないよね、本当に。

　せっかくエリンが戻ってきてくれたんだから、平和的な会話もしてみたいものだ。

　そう思って話題を変えることにする。

「そういえば知り合いとかに挨拶とか済ませ終わったの？」

「それは大丈夫よ。あまり知り合い多くないし、そんなに手間はかからなかったわ」

「そうなの？」

「イザールに帰ってから頻繁に会ってたのって、師匠と家族くらいだったのよね……。師匠にはブチ切れられて破門されたし、家を出るって言ったら親とも喧けん嘩かしちゃったで散々だったわ」

「全然大丈夫じゃなかった……」

「別に構わないわよ、そんなこと。それに妹だけは応援してくれたし」

「妹なんていたんだ？」

「まあね。それよりノート達たちはイザールで挨拶する人とかいなかったの？」

「いたよ。一人だけ。その人にはちゃんと挨拶してきたから、大丈夫」

　面白いものが特等席で見られたと、満足していたユイルの姿を思い出す。

　せっかく色々と世話してもらったのに七賢選抜をかき乱すようなことをしてしまい、申し訳ない気持ちでいっぱいだったが、本人は怒っていないみたいなのでよかった。

　ちなみに今回の七賢選抜で七賢者に選ばれたのは、あらゆる候補者に負けていたミル・ガンダクであった。

　彼女以外が全員辞退してしまったために起きた異例の事態だった。

「そういえば、これからピュリフの街に戻ってどうするの？」

　ふと気になったといった様子でエリンが尋ねてくる。

「その辺、まだ全然考えてないんだよね……」

　エリンが戻ってきてくれたのは喜ぶべきことだが、『到達する者アライバーズ』復活の道のりは未いまだ長い。

　パーティーに戻ることを拒否しているネメとフォースをなんとかして説得する必要があるのだ。

　七賢者になれる権利を捨ててまで、俺達について来てくれたエリンのためにも、ここで諦めるわけにはいかなかった。

「とりあえず、もう一度ネメ姉さんに会ってみるか……。エリンも久しぶりに会いたいでしょ？」

「そうね。どう？　何か変わったところとかあった？」

「人望を得ていたってところですか？」

「何、それ？　気になるんだけど……」

　ロズリアの呟つぶやきに興味津々な反応を見せるエリン。

　人差し指を立てながら、ロズリアは説明していく。

「新しいメンバーとパーティーを組んでいたみたいなんですけど、ちゃんとリーダーをやっていましたよ。みんなに慕われて、わたくし達もビックリしました」

「超見てみたいかも……その光景……」

　まあ、一年前のネメだけを知っていたら想像できないよな。

　この一年間で大躍進を遂げたエリンだが、ネメやフォースにだって変化はあった。

　彼らとの再会で感じ取っていたことだ。

「まあ、楽しみにしていなよ」
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「あっ、エリン！　お久しぶりです！」

『到達する者アライバーズ』のパーティーハウス――正確に言うと元パーティーハウスなのだが――に戻ってくると、ネメは快く迎え入れてくれた。

　エリンはほっと息を吐つくと、笑顔で右手をあげた。

「久しぶりね。一年ぶりかしら。あんまり変わってないわね」

「そんなことないです！　ネメはちゃんと成長したです！」

「そう？　身長伸びてたの？　全然気づかなかった……」

「身長は伸びてないです……」

　エリンと同じ感想を浮かべていたので一瞬ドキッとしたが、どうやら目に見える成長はしていなかったようだ。

　その分、目に見えない成長はたくさんしていると思うのだが……。

「ノートさんとロズリアさんじゃないっすか！　それと、もしかしてそのお方は……？」

　どうやらナクト達、『最強無敵パーティーず』の面々もパーティーハウスにいたようだ。

　リビングの方から続々と見知った顔が出てくるなか、一際興奮した様子の人物がいた。

「エリンさんですよね？　わたし、ファンなんです！　握手してください！」

　顔を赤くさせながら、エリンに詰め寄るフーリエ。

　突然の申し出に戸惑いながらも、エリンはしっかりと握手に応じていた。

「こいつ、あの新聞見てからすっかりエリンさんのファンになっちゃって。本当、ミーハーっすよね」

「あの新聞？」

「知らないんすか？　七賢選抜でノートさんがエリンさんを連れ去った写真付きの新聞を？」

「もしかしてあれ、こっちでも出回っている感じ？」

「当たり前じゃないっすか！　あんな国中を騒がすニュース、話題にならない方がおかしいっすよ！」

「マジか……」

　どうやら俺の向こう見ずな行動はピュリフの街に知れ渡っているようだった。

　事情が事情といえ、少し背中がむずがゆくなってくる。

「この街ではみんなノートさんのこと、『七賢攫さらい』って呼んでるっすよ」

　なんか二つ名が『幼女攫い』から『七賢攫い』にランクアップしていた。

　以前の二つ名よりは断然マシなのだが、やってしまったことがあまり褒められるようなことじゃないので微妙な気持ちである。

「ネメ由来の呼び方が消えちゃったです……」

　何な故ぜか、ネメが少し落ち込んでいた。

　あの……。幼女って呼ばれるの嫌っていたし、『幼女攫い』の二つ名がなくなったことは良いことなんじゃ……。

「でも、すごいっすよね。七賢者がパーティーに入るって。普通ならあり得ないことじゃないっすか!?」

「正式には七賢者じゃないけどね。辞退しちゃったから」

「でも、世間では幻の七賢者って呼ばれてますよ！　実際、魔導士としての実力は七賢者クラスってことじゃないっすか！」

「それは否定しないよ。ほんと、すごいよね……」

「ノートさん達なら、本当にダンジョン制覇できるんじゃないっすか!?」

「どうだろう……。したいけど、現状だとちょっとね……」

　ナクトと違って、俺達はダンジョンの深層の手ごわさを肌で味わっている。

　大切な仲間を失った身としては、簡単にダンジョン制覇できるなんて口が裂けてもいえない。

「ダンジョンは厳しいところだから。深くなればなるほど。いくらエリンがすごかったとしても、それだけで突破できるほど甘くはないからね」

「やっぱり、ノートさんとかでも厳しいんですか……」

「当たり前だよ。それに今はパーティーメンバーもろくに揃そろってない状態だからね。三人でダンジョン攻略するなんて無謀もいいところだよ」

　改めて口にしてみると、現状は前途多難だ。

　メンバーも集まっていないし、集まったところで、そこがスタートラインなのだ。

　ダンジョン制覇なんて夢のまた夢みたいな話で笑えてくる。

　現状を嘆きながら自嘲した笑いを浮かべていると、ナクトは真剣な顔をして口を開いた。

「ノートさん、あとで話したいことがあるんですけど、いいですか？」

　なんだろう、突然。話だったら、今ここですればいいのに。

「何？　どうせだったら、今でもいいけど」

「ここだとちょっと……。ボスには聞かせにくい話なので……」

　ネメには聞かせにくい話か。それなら仕方ないけど。

　パーティーメンバーには聞かせられなくて、部外者の俺には聞かせられる話か。

　ちょっと身構えてしまう。誕生日のサプライズパーティーとかならいいけど、この感じだとそんなお気楽なものじゃないだろう。

「わかった。必要なのは俺だけ？　ロズリアやエリンもいた方がいい？」

「ロズリアさんもいて欲しいですね。エリンさんはどうでしょう……。フーリエがたくさん話したそうにしているんで、そっちにいてもらいたいですね」

「じゃあ、ロズリア呼んでくるよ」







「で、何？　大事な話って？」

　ネメに見つからずにロズリアを呼び出すのは簡単だった。ネメはエリンやフーリエとの会話に夢中になって、俺達がパーティーハウスから抜け出したのに気がついていないようだった。

　ナクト以外の『最強無敵パーティーず』の面々は不審に思われないように家の中にいてもらっている。

　もちろんこれから話すことはネメ以外のパーティーメンバーは知っているらしく、ナクトが代表して話すことになったらしい。

「そうっすね……はい……」

　そんな彼は煮え切らない返事をしながら頭を搔かいている。

　何やら話しにくいことなんだろう。

　俺とロズリアは目を見合わせて、彼が言葉を放つのを待つことにした。

　しばらくすると決心がついたのか、ゆっくりと口を開いた。

「実は『最強無敵パーティーず』を解散させようと思ってるんです……」

「えっ……」

　予想外の告白に俺は戸惑う。

　ロズリアの方に目を向ける。彼女も同じ気持ちだったらしい。目を見開いている。

「それはまた……なんで？」

　とりあえず理由を訊きいてみることにする。

　部外者の俺達ではパーティーの内情を把握することができないが、それでも数日行動を共にしていた感じとしてはパーティーの人間関係に問題があった様子はなかった。

『到達する者アライバーズ』より仲が良かったんじゃないか？　と思うことさえあったくらいだ。

「俺達たち、本当にダンジョン攻略できると思いますか？」

　ナクトは質問を質問で返してきた。

「どうしたの？　いきなりそんなこと訊いてきて？」

　俺は戸惑いながらも、丁寧に聞き返した。

「やっぱりできるって即答してくれないんすね……。そういうことです」

「そういうことって……？」

「わかってるんじゃないっすか？　ノートさん達も、俺達のパーティーがダンジョン攻略できる実力じゃないって？」

　ナクトの真っ直すぐな視線に一瞬たじろいでしまう。

　慌てて表情を取り繕おうとするも、既に手遅れなんだろうなという気がした。

「だからっすよ。俺達も馬鹿じゃないんす。わかってんっすよ。俺達五人じゃダンジョン制覇なんて夢のまた夢だって」

「……」

「はっきり言って俺達は冒険者として、ノートさんやロズリアさんの足元にも及んでいません。こうして今、誰一人欠けることなくダンジョン攻略を進められているのはボス一人の力っす。そうじゃないっすか？」

「そんなこと言われても……」

　答えられるはずがない。そんな残酷な事実。

　ナクト達の努力が足りないわけじゃない。みんな精一杯頑張っている。

　だけど、スキルが、経験が、優秀な指導者が。そのどれもが足りていないのが現状だった。

　感じている現実を覆い隠すように、フォローをしていく。

「まだそんなことわかんないんじゃない？　パーティーも出来たばっかりでしょ？　ここから成長していくんじゃないの？」

「成長しても、ダンジョン制覇はできないんじゃないですか？」

「そんなのどのパーティーでも同じことだし……」

　それは『到達する者アライバーズ』でも、ピュリフの街にあるトップクラスのダンジョン攻略パーティーでも言えることだ。

　ダンジョン制覇できる保証なんてどこのパーティーでも持ち合わせていない。

「それにダンジョン制覇ができないからってパーティーを解散させることもないんじゃない？　今まで通りダンジョンの浅層の探検だけに絞ったり、地上での活動に移していくって手もあるんじゃない？」

「それじゃ駄目なんすよ。だって、『最強無敵パーティーず』はボスがダンジョン制覇をするために作ったパーティーなんですから」

　ナクトは強く言い切った。

「ボスは『到達する者アライバーズ』が解散して、ノートさん達がみんないなくなってもなお、ダンジョン攻略を続けようとしてたんすよ。一人で。誰よりも真剣に」

　その通りだ。俺達が一時は簡単に諦めたダンジョン制覇という夢を、彼女は一人愚直に追い求め続けた。

『到達する者アライバーズ』の中で最も熱意があったのは、蓋を開けてみればネメだった。

「そんななか、仲間を探してさまよっていた俺達を拾い上げてくれたんです。実力が足りないんだったら、自分が引っ張り上げればいいって。みんなを引っ張ってくれたんです」

　目尻に涙を浮かべながら、ナクトは拳を強く握った。

「ボスには感謝してもしきれないほどの恩があるっす。その恩を返そうと必死に努力してきました。だから、ノートさん達が最初にやってきたとき、内心不満がなかったかといえば噓うそになります。ボスを見放した癖に、今更どの顔を下げてやってきたんだって」

　そうだったのか。全然気がつかなかった。

　それもそうだよな。ナクト達に責められるのも無理はない。

　俺達は一度ネメを見放したのだ。彼女の気持ちを慮おもんぱかることなく、自分達の感情だけでパーティーを解散させてしまった。

「だけど、お二人の戦う姿を見て。そして元パーティーメンバーのエリンさんが七賢者になる権利を得て。それを捨ててまでパーティーに戻ってきて。気づいたんす。ボスに本当に必要なのは、俺らじゃなくて『到達する者アライバーズ』の皆さんなんだって」

　俺とロズリアはナクト達の道を阻まないようにと、ネメの勧誘は早々に打ち切っていたつもりだった。

　でも、俺達が『到達する者アライバーズ』を諦めきれない気持ちは彼らには伝わってしまっていたはずだ。

　きっと、その気持ちが今回のナクト達の選択を引き起こしてしまった。

　無自覚のうちに傷つけてしまっていた。

「俺達に気をつかわなくても……」

「ノートさん達に気を遣ってるわけじゃないっすよ。俺達はボスのためだけに今回の決断をしたんす。きっとボスは優しいから、俺らのことを思って解散なんて絶対切り出さないです。だから、俺達が解散を切り出さなくちゃいけないんす。ボスのためを思うなら」

　そう言って、彼は続けた。

「これはフーリエ、リラ、レイズ、みんなで話し合って決めたことです。決心は変わらないっす。なんとしてでも、パーティーを解散するつもりです。だから、ボスをよろしくお願いします！」

　ナクトは深く頭を下げた。声を張り上げながら。想おもいを吐き出すように。

「俺らではボスの夢を叶かなえてあげることはできませんでした。だから、俺らの代わりにボスの夢を叶えてやってください」

　俺はなんて答えていいかわからなかった。

　ただ、ここで偽りの言葉を述べるのは間違っている。思ってもない当たり障りのない返答をするのは間違っている。そう思った。

「ナクト達の気持ちは充分伝わってきた。だから、俺も本心で答えるよ」

　俺も誠心誠意、気持ちをぶつけることにした。

「正直に言う。ネメが俺達のパーティーに戻ってくるなら嬉うれしい。ナクト達が手放してくれるというなら、容赦なく奪い取る。ダンジョン制覇はなんとしてでも叶えたい夢だから。こっちもナクト達に気を遣ったりするつもりはない」

「……っ」

「でも、同時にネメは大切な仲間だ。仲間だった。彼女を悲しませるようなことは俺もしたくない。だから、解散するつもりなら、ネメを悲しませないようにしっかりと五人で話し合って欲しい。そして、ちゃんとネメに納得してもらって。俺達のパーティーが解散した時のような失敗をもう一度しないで欲しい。みんなが笑顔で新しい道を歩めるようにして欲しい。それが条件だ」

「ノートさん……」

「偉そうなこと言っちゃってごめん……。失敗した先輩からの情けないアドバイスだと思って、お願いできるかな……？」

「はい！」

　ナクトは大きく返事をした。

「というのが、俺からなんだけど、なんかある？」

　そう言って、隣のロズリアに視線を向ける。

　先ほどから黙っていた彼女は、ぶんぶんと首を横に振った。

「いいと思いますよ。ネメさんが納得してくれるなら。わたくしとしても戻ってきてくれるのは嬉しいことです」

「お二人とも、本当に容赦ないっすね。俺らに遠慮しようとかいう気持ちはないんすか？」

　泣きそうな顔を振り払い、ナクトは冗談だとわかるように口元に笑みを浮かべた。

「パーティーを解散させるのに一々罪悪感なんか覚えていられないですよ……」

　それはそれで間違っていると思う……。

　少しは罪悪感持とうよ、傾国クラツシヤーさん……。

　ロズリアの悪評を知らないナクトは、頭上にはてなマークを浮かべていた。

　そんな純情な彼の様子を無視して、ロズリアは続けた。

「まあ、安心してくださいよ。ネメさんを不幸せにするようなことはしませんから」

「わかった。じゃあ、俺達は絶対ダンジョン制覇してみせるから。ナクト達の分まで」

　今まで俺達は自分のためだけにダンジョン攻略を進めていた。

　だけど、この瞬間から夢は一人だけのものじゃなくなった。

「約束っすよ。ボスを連れていってあげてください、ダンジョンの一番深くまで」

　俺達は託された願いを叶えることを、目の前の少年と約束した。





＊






「……なんでそんなこと言うんです？」

『最強無敵パーティーず』の四人が下した決断を聞いて、ネメは泣き声混じりに呟つぶやいた。

　俺に話した全てをネメに伝え終わったナクトは、未いまだ俯うつむいたままだ。

「五人でダンジョン攻略しようって決めたです！　それなのに！　どうして解散なんていうんです!?」

「それは……」

「絶対ダンジョン制覇できるです！　みんなで頑張れば！　諦めちゃ駄目です！」

「……」

「ネメももっと頑張るです！　みんなのサポートするです！　だから、解散したくないです！」

「ボスは充分頑張ってるっすよ……」

　ナクトは静かに呟いた。

「新人冒険者で右も左もわからなかった俺らのために、充分すぎるくらい頑張ってるっす。感謝してもしきれないっす」

「そんなことないです！　一緒に冒険する人がいなくて困っている時に来てくれたのが、みんなです！　助けてもらったのはネメの方です！」

「ありがとうございます。気持ちは嬉しいです」

「だったら――」

　ネメが言葉を言い切る前に、ナクトが口を開いた。

「でも、恩があるからって理由だけで、ダンジョン制覇の近道を捨てるのは間違っていると思うっす。ボスの傍そばにいて、ボスがダンジョン制覇にかける想いの強さは知っています。ダンジョン制覇より恩を優先するんですか？　それでいいっていうなら、別に解散しなくてもいいですけど？」

「ダンジョン制覇は諦められないです……」

　ネメは小声ながらも強く言い切った。やはり彼女のダンジョン攻略にかける思いは本物だ。

「そうっすよね。知ってるっす。だったら、俺達たちに気を遣わないでください。好きなように夢に向かって突き進んでください」

「っ!?」

　息を吞のみ込むネメ。彼女もわかっているのだろう。現状に塞がるジレンマについて。

　大切な仲間がいる『最強無敵パーティーず』を解散させたくない。

　でも、ダンジョン制覇をなんとしてでも成し遂げたい。

　ダンジョン制覇に至る最短の道は『到達する者アライバーズ』を復活させることだ。一流のメンバーとともにダンジョンに挑むことだ。

　その二つは両立することができない。スキルというものが絶対視されている世界では揺るぎない事実だ。

　そんな彼女に優しく、微笑ほほえみかけたのはフーリエだった。

「ボスはわたし達のこと嫌い？」

「そんなことないです！　大好きです！」

　ネメは首を振りながら、必死に否定した。

　彼女の小さな手をフーリエはそっと両手で包み込むと、優しい声色で言った。

「それはわたし達も一緒だよ。ボスのことは大好き」

「フーリエ……」

「だから、ボスには叶えて欲しい。ダンジョン制覇っていう夢を」

「……」

　次に口を開いたのは女盗賊のリラだった。

「パーティーを解散したからってお別れなわけじゃない。みんな、ピュリフの街にはいるから」

「そうだね。休みが合ったら気分転換がてら、五人でダンジョンに潜ろうよ！　それなら寂しくないんじゃない？」

「いいこという、フーリエは」

「うむ……」

　同意するリラに、無口なレイズも満足したように頷うなずく。

　いい落としどころだと思う。これならみんながこれでお別れということにはならない。

　パーティーが解散するのは悲しいことだが、きっとこれは最良のお別れの形だ。

　これより優しいパーティーの解散の仕方を俺は知らない。

「いいんです？　パーティーを出ていくネメと、一緒に冒険してくれるです？」

　不安そうにみんなを見つめるネメ。

　もちろん四人は笑顔で頷いた。

「もちろんっすよ！　こっちからお願いしたいくらいっす！」

「そうね。まだたくさんボスと冒険したいもん！」

「うん、私もまだまだボスとたくさん冒険者したい」

「『最強無敵パーティーず』はここで終わりじゃないってことだ」

「みんな……ありがとうです……」

　四人の思いやりに溢あふれた言葉に、瞳に涙を浮かべながら頭を下げるネメ。

　俺はその光景を眺めながら、こんなにも彼女を思いやってくれる人達がいて、そういう人達に囲まれて過ごせていたという事実に胸が温かくなった。

　きっとネメはこの一年間、幸せだった。そして、その幸せは今日限りで終わるものではない。ずっと続いていく。そう断言することができた。







[image: ]




　エリン、ネメときて、これから始まるのはかつてのパーティーメンバーを取り戻す最後の戦いだ。

　フォース・グランズ。

『到達する者アライバーズ』のリーダーであり、エースアタッカーであった最強の剣士。

　もう取り戻すことはできないジンの相方でもあり、パーティー結成の決起人でもある。

　そんな人物を置いて、『到達する者アライバーズ』再結成などできるわけがない。

　フォース抜きに『到達する者アライバーズ』は成り立たない。

「またオレの前にノコノコやってきたっていうことは、そういうことだと思っていいんだよな？」

「はい」

　フォースの鋭い眼光が突き刺さる。

　俺は物もの怖おじする気持ちを振り切って、覚悟を告げた。

「フォースさんを納得させに来ました」

『到達する者アライバーズ』が解散してから彼と会うのは、これが初めてじゃない。

　一度、パーティーの再結成を持ち掛けて断られた。

　このままでは絶対にダンジョン制覇は叶かなわないと。俺の実力不足を挙げて、現実を突きつけてきた。

　その際、彼は条件を持ち出した。

　もし俺がジンと同等の力があると認められるなら、パーティーに戻ってもいいと。『到達する者アライバーズ』を復活させてもいいと。

　そのために今から俺はフォースに挑んで、勝たなくてはいけない。

「意気込みだけは充分なようだな」

「準備もしっかりしてきました。意気込みだけじゃありません」

　フォースとやり合える算段はこれまでの旅路でしっかりと揃そろえてきた。

　それだけじゃない。ただ、この場で勝つだけじゃ意味がない。

　もうダンジョン探索で足あし手で纏まといにならないように。みんなを引っ張れる存在になれるように。一人の冒険者として戦えるように。

　しっかりと鍛えて技術を身につけてきた。装備も整えてきた。

「勝ちに来ました」

「言うじゃねえか。お前とは何度か手合わせしてきたけど、オレに勝つ気で来るのは初めてのことじゃねえか？」

「そうかもしれません。昔みたいな甘ったれた気持ちは全部捨ててきました」

「そうか。戦う場所に指定とかあるか？」

「特に。ただ手加減なしの全力でいくつもりなので、思う存分暴れられる広い場所がいいですね」

　今回の戦いではミーヤとの決闘で使った場外戦術なども使う気はさらさらなかった。

　真っ正面から、ダンジョン探索で使う予定の戦闘技術のみで挑んでいく。

「わかった。なら、ここでいいか」

「はい」

　今、俺達がいるのは一回目に戦ったときと同じ、外の山の中である。

　後ろではロズリア、エリン、ネメが見守っている。

　フォースの弟子と思われるような人達も一回目よりは少ないが、ちらほらと見学に来ている。

「支援スペルとかはいらないのか？　ネメがいるんだし、別にかけてもいいぞ？」

「大丈夫ですよ。ネメ姉さんには怪け我がをしたときの回復だけにしてもらいます。ということでよろしくお願いしますね」

「任せるです！」

　視線を向けると、ネメはドンと胸を叩たたいた。

　彼女はもう正真正銘の『到達する者アライバーズ』の神官だ。

　これなら安心して戦える。後ろに神官がついているのと、ついていないのでは雲泥の差だ。

「じゃあ、グダグダしてもあれだし、さっさと戦うことにするか」

「はい、そうしましょう」

「うっし！」

　掛け声をかけると、フォースは煌こう狛はくを抜いて、切っ先をこちらに向けた。銀色の刀身が太陽の光に照らされて輝いている。

　俺は両手を叩いて手袋の感触を確かめると、軽く握り拳を作って構えた。

「いいのか？　ダガーは使わなくて」

「はい。色々考えた結果、自分には向いてないって結論になりました。結構練習しましたけど、しっくりくる感じが全然来ないというか。なら、無理しないで自分の得意なことで戦った方がいいって判断です」

　フォースは最強の剣士だ。紛まがうことなき格上の相手だ。

　そんな人物に数カ月で身につけた付け焼き刃の技なんて通用するわけがない。

　それよりは昔から自分が使えて、身に馴な染じんでいる技を活いかした戦い方の方が信頼できる。

　そもそも、俺は剣の類の才能がからっきしないのだ。

　そんなの『到達する者アライバーズ』に入る前からわかっていた。

　野良で冒険者をやっていた時も剣を使っていたが、まったくといっていいほど上達しなかった。

　だけど、俺は盗賊の戦闘職バトルスタイルになって、ジンの影響もありダガーを使うようになった。

　でも、盗賊の戦い方はそれだけじゃない。

　投とう擲てきをメインで戦っていたリース、そして体術を得意とするエイシャなど、世間には様々なタイプの盗賊がいた。

　自分の目で色々な世界に触れ、視野を広げることができた。

「じゃあ、行きますよ」

「おう」

　その掛け声とともに、場がより一層緊張感に包まれる。

　互いの了承。戦闘開始の合図である。

「……」

　攻撃をするにも何も、まず厄介なのはフォースのスキル【心眼】だ。

　こちらの攻撃を看破してくるそのスキルのせいで、いくら俺が有効打のある攻撃を放とうともいなされてしまう。

　だけど、【心眼】は無敵のスキルじゃない。

　過去にジンはこれとやり合っていたはずなのだ。

　だから、俺は――。




「――《絶影》」




　かつて『到達する者アライバーズ』にいた最速の男と肩を並べるようなスピードで駆け出した。

　より速く、より滑らかに。光を置き去りにする速度で。

　何度も見た、何度も身体からだで味わい叩きのめされた、陰影を正確になぞるように。

　ジンの《絶影》は今も瞼まぶたの裏に焼き付いている。心に刻み込まれている。

　忘れられるわけがない戦闘の光景。

　今度はそれを。偽物じゃなくて。

　――本物にするんだ。

「――っ」

　フォースの顔が歪ゆがんだ。

　実際に目で見てないけど。そんな気がした。

《絶影》中はその速すぎるスピードのせいで、視野はあまりあてにならない。

　頼りになるのは《索敵》によって研ぎ澄まされた感覚だ。

　フォースは動揺しているはずだ。おそらく、多分。

　そうでなくちゃ、それこそフォースに勝つ術がなくなってしまう。

　かつてジンはフォースと渡り合っていた。その事実は揺るがない。

　なら、どうして渡り合えていたか。理由は一つしか考えられない。

　スピードだ。ジンの一番の武器がそれだから。

　全ての攻撃が見破られるなら、対処されない速度の攻撃を仕掛ければいい。

　フォースの反射速度が間に合わないほどの速度で攻撃を打ち込む。

「一撃で決める！」

　一足で間合いに入る。

　フォースの剣域。俺が今進んでいるのは、一瞬で刃が到達する危険地帯だ。

　ジンがフォースと渡り合っていたということは逆もまた然しかり。

　ジンの《絶影》にフォースなら反応することができるということだ。

　迎撃のための刃が振りかざされたのを感じ取った。

　俺の攻撃をいなすことは諦めて、そのまま真っ正面から迎え撃つつもりのようだ。

　それを待っていた。

　――躱かわされなければ、俺の攻撃は届く。

「ふっ」

　息を吐きながら左足を前に。後ろの右足に重心を込めて腰をねじる。

　右手は掌底の形に。力を溜ためて、次の一撃に全てを出し尽くす。

《掌底シヨツト》の構え。エイシャとの手合わせで身につけたアーツ。

　だけど、それだけじゃフォースには届かない。

《必殺クリテイカル》よりかは自信があるものの、それでも極めたというには程遠い技術。

　身につけてから日が浅い分、それは避けられない事実だ。

　俺が元より得意としていたのは一番に《索敵》、《罠わな探知》、《罠解除》、時点で回避アーツや《隠おん密みつ》といった具合で、最後に攻撃アーツがくる。

　それはアーツを習ってきた順番そのもの。向き合ってきた時間分、技巧は研ぎ澄まされていった。

　だから、俺は最も昔に出会ったアーツのうちの一つを発動した。




　――《罠解除》。




　手のひらに展開されていた魔法陣を起動する。

　正確に言うなら、手袋の布地の表面。魔法術式と親和性の高い、その布に込められたエリンの罠魔法、そのプロテクトだけを解除した。

　プロテクトを解除するということは、起爆スイッチを押すということだ。

　０・１秒より速い速度。《絶影》にも勝るスピードでプロテクトを解除すると、そのまま《掌底シヨツト》を叩きつける。

　起動した罠魔法は《掌底シヨツト》の威力に乗せられ、フォースに迫る。

「《魔法掌底スペルシヨツト》ッ！」

　七賢者の放つスペルを０距離で。《掌底シヨツト》に乗せて放つ。

　それこそが俺が選んだ新しい戦い方。

　パーティーの仲間と魔道具の力を借りた疑似的な魔法行使系盗賊スペルキヤスター。

　新しい『到達する者アライバーズ』の盗賊の戦闘スタイルだ。

「――ッ」

　目の前で閃せん光こうが弾はじけ飛ぶ。

　エリンお手製の超攻撃型罠魔法。威力や性能に関しては安心できる。

　罠魔法にも適正があり、全ての魔法を短期間でマスターする術を持った彼女にとって罠魔法なんてお手の物だ。

　エリンの魔法なら、魔力を通して魔法が発動できる魔道具なんかより桁違いの威力になる。
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　罠魔法は通常魔法よりいくらか威力が減衰するというデメリットはあるものの、近接で当てられる分威力は高くなり、デメリットは打ち消せる。

　よって、《魔法掌底スペルシヨツト》はダンジョンのモンスターにも充分通用するほどの威力を持つ技に昇華されていた。

　今回は対人戦ということもあり、威力は少し抑えた術式を用意してもらっている。

　だけど、至近距離で当てるには充分過ぎる威力。フォースに《魔法耐性・大》のスキルがなければ一撃で命を奪うほどの威力なはずだ。

　衝撃波とともに腕を振り切る。

　掌てのひらから放たれた魔法はフォースを吹き飛ばし、そのまま後方の木々を薙なぎ払った。

　正面の地面は放射線状にえぐれ、ちょっとした爆心地みたいになっている。

　砂煙は舞い、フォースは既に見えないほどの距離に飛ばされていた。

「……」

　あれ？　やり過ぎじゃないこれ？

　フォースにダメージを与えられるほどの威力にしてとは頼んだけど、まさかこれほどのスペルを仕込んでいたなんて。

　フォース、死んでないよね……？

　背後にいるエリンに目を向ける。

　彼女は得意げに右手でグーを作っていた。

　どうやら伝達ミスではなかったようだ。ただ純粋に製作者が馬鹿だっただけみたいだ。

「思いっきり自然破壊しちゃったよ……。というか、フォースは？　生きてるの？」

　ネメと目が合う。アイコンタクトだけでこちらの伝えたいことは伝わったみたいだ。

「回復ですか？　任せてくださいです！」

　ネメが杖つえを掲げると同時に、背筋を震わせる声が聞こえてきた。

「おいおい。まだ戦いは終わっちゃいねえぜ……」

　本来なら聞こえるはずのない方角からの声。俺は慌てて振り向いた。

「いい一撃だった。昔のオレだったら、倒されていただろうな……」

「……っ」

　砂煙に浮かび上がる一つの影。刺とげ々とげしく禍まが々まがしいオーラが接近してきている。

　相対していた敵が未いまだ倒し切れていないことが、《索敵》からはまじまじと感じ取れていた。

「なんですか……それ……？」

　代わり映えした相手の姿に息を吞のむ。

　目の前にいるのはかつて俺の知っていた『到達する者アライバーズ』の剣士からはほど遠い、黒煙の鎧よろいに包まれた剣士だった。

「『煉れん獄ごく・纏まとい』といったところだな。お前が強くなっている間、こっちも指をくわえて待っていたわけじゃないんだ。成長してるに決まってるだろ」

「それもそうですけど……」

　マズい。完全に予想外だ。

　フォースを仕留められると思っていた手が通用しないなんて。

　手袋に込められている術式は左右一つずつ。

　右は既に発動してしまったので、残るは左の一発のみだ。

　しかし、左の一発の威力は先ほど防がれた右と同程度しかない。

　むしろ、利き手じゃないぶん、《掌底シヨツト》の精度は落ちる。俺の残された手持ちでは妖刀によって作られた鎧を突破するのは不可能に近かった。

　エリンに別の高威力の術式を編んでもらえば、勝てる可能性も出てくるが、戦いの途中に第三者の手を借りるのは反則だろう。

　そもそも、戦いの前に第三者の手を借りることがセーフなのかも怪しいところだけど……。

「じゃあ、第二ラウンド開始だ」

　そんなこちらの胸の内を知らずして、目の前の剣士は残酷な宣言をした。





＊






　俺とフォースは戦いが終わった後、二人で話し込んでいた。

　会話の内容は専ら、先ほどの手合わせの話だった。

「へえ～この手袋で家一つ買える値段なのか。全然そうは見えねえけど……」

「そうですよね。元はただの布だったんですよ。それを加工してもらったんで、本当はもうちょっとかかってます」

「なるほどな～」

「ちょっと！　乱暴に伸ばさないでくださいよ！　ちぎれたらどうするんです？」

　新兵器である手袋を、フォースは興味津々に触っている。

　その光景を俺は内心冷や冷やしながら眺めていた。

「そんなすぐ壊れたらダンジョン探索で使えないだろ」

「それはそうですけど……」

「それに結構頑丈そうだしな。ちょっとやそっとじゃ壊れそうにないな」

　フォースは手袋に興味を失うと、こちらにポイっと投げた。

　慌ててキャッチすると、抗議の目を向けた。

「投げないでくださいよ」

「いいじゃないか、そんぐらい。高いからって大切に扱いすぎだろ」

「当たり前じゃないですか！　エリンに借りて買ったもんなんですから。使えなくなったらローンだけ残るんですよ！」

「あっ、自分の金で買ったわけじゃねえんだ……。そこはノートだな」

「買えるわけないじゃないですか、自分のお金で」

　魔法都市に着いた時点で所持金は底をつきかけていたのだ。生活するだけで精一杯なのに魔道具なんて買っている余裕があるはずがない。

　幸いにも、エリンはここ一年のイザールでの活動でかなりの額稼いでいたみたいだし、パーティーを出ていくとき、ちゃっかりとある程度の金額は持っていっていたようだ。

　金銭的に余裕のある彼女に頼み込んで、魔道具代を貸してもらったというわけだ。

　あと、一応訊ききたいんだけど、『そこはノートだな』って何？

　俺、そんなヒモみたいなイメージついているの？

　確かに以前使っていたダガーもエリンに買ってもらったし、靴や服などの装備も『到達アラする者イバーズ』の活動資金から出してもらった金で補っていた。

　あれ？　もしかして俺って自分の金で買った装備一つもない？

「……」

「どうしたんだ？　変な顔して」

「いや、気づいてはいけない事実に気づいてしまっただけです……」

「よくわかんないけど、そうか。まあ、それはいいや」

　フォースは軽く首を振ると、話題を変えた。

「でも、いいアイデアなんじゃね？　罠魔法を使うってアイデアは」

「そうですか？」

「攻撃スキルがないっていう欠点は大きいからな。他のメンバーの力を借りて戦いでもしないと、前線には立てないだろ。変に一人にこだわって戦われるより、全然脅威だわ」

「でも、負けちゃいましたけどね」

　結局、あの後のフォースとの第二ラウンドは俺の敗北という形で幕を閉じた。

《絶影》のおかげで即敗北という事態には陥らなかったが、それでも成長したフォースの力は目を見張るほどのものだった。

　しかも、俺にはそれが全力を出し切っているようには見えなかった。まだまだ何かを隠し持っていてもおかしくはない。

　さすがは元『到達する者アライバーズ』のエースという感じだ。

「約束は守れませんでしたね。戦う力は身につけましたけど、フォースさんには勝てませんでした。『到達する者アライバーズ』復活はまだまだってことですね……」

「そうか？　そんな約束したか？」

　フォースは首を回しながら続けた。

「約束はジンと同等の力を身につけることだったはずだ。少なくとも成長前のオレに一杯食わせられるような実力は持っているようには思えた」

「それって――」

「まあ、合格ってことだな。まあ、継戦能力や一人じゃ魔法をセットできないっていう難点はある。そう考えると、ジンの方が圧倒的に上だけどな。でも、瞬間だけなら、肩を並べられる。むしろ、瞬間火力だけみれば上かもしれない」

　フォースが告げた意外な評価。そして、『到達する者アライバーズ』の復活を認められたことに胸が熱くなった。

「戻ってきてくれるんですね！」

「ああ」

「よかったです！　これでもう一度ダンジョンに潜れるんですね！」

「喜ぶのはまだ早いだろ。新しいメンバーの目途も立っていない。課題が山積みだ。そんな簡単な話じゃねえよ」

「そうですけど、みんな揃そろうのでも大変な道のりでしたから……」

　俺がダンジョン攻略にもう一度挑む気になって。

　ロズリアにその事実を告げて、受け入れてもらって。

　七賢選抜に乗り込んで、エリンを連れ去って。

　ナクト達たちと話し合って、ネメを託されて。

　フォースと戦って、彼を認めさせることに成功して。

　やっとここまで来た。五人が揃うことができた。

　ジンはもういないけど。それでもなんとか、彼が大事にしてきた『到達する者アライバーズ』というパーティーを再結成させることができた。

　背後に目を向ける。すると、残りの三人も寄ってきた。

「話は終わったです？」

「はい、一通りは。フォースさんも戻ってきてくれるみたいですよ」

「それはよかったです！　これでノートが失敗してたら、『最強無敵パーティーず』を解散させた責任を取ってもらう必要があったです！」

「解散させたって人聞き悪くないですか？　別に俺が何かしたわけじゃないですし……」

「でも、ノートが戻って来なかったら、解散しなかったです！」

「もしかして、根に持ってます？　それに俺だけじゃなくて、一緒にいたロズリアにも言ってくださいよ」

「そこで責任転嫁ですか!?　だったら、追い打ちをかけたエリンさんじゃないですか？　エリンさんが七賢選抜に勝ったせいで、ナクトくん達が気後れするようになったわけですし」

「そこで私!?　ほら、ノート。私の弁護をしなさいよ」

「えっ……なんで俺？」

「手袋代」

「はい、エリン様。是非とも弁護させていただきます」

　お金を借りてから、俺はエリンに頭を上げられなくなってしまった。

　こればかりは仕方ない。早くダンジョン探索をして、お宝の一つでも見つけて返済したいところだ。

「なんか、全然変わらねえな、お前ら」

「そうですか？　みんな、やっぱり所々は変わってますよ」

「そうです！　ネメは大人っぽくなったです！」

「確かにネメ姉さんは成長しましたよね。かなり大人っぽくなりましたよ」

「ノート……お前、ネメにも何か弱みを握られてるのか？」

　疑わしい視線を向けてくるフォース。

　いや、そうじゃないんだって。フォースはネメのリーダーらしさを見てないからそんなことが言えるんだって。

　確かに見た目や発言は何も変わってないけども。

　何が変わったのか具体的に言えって言われても困るところだけども。

「それにしてもエリン。お前すごかったらしいな。なんでも七賢選抜で大活躍したんだろ？」

「あれ？　フォース、そのこと知ってたの？」

「知ってたも何も、流石さすがにあそこまで騒ぎになってたら、知らないわけないだろ」

「もしかして私って国中で有名になっちゃった？」

「当たり前だろ。今、国で一番話題の魔導士なんじゃねえか？」

「それって良い意味の有名ってことでいいのよね……？」

「どうだかな。良い意味と七賢者の立場を捨てるなんて馬鹿じゃねえのって意見が７：３くらいなんじゃね？」

「それならいいわ！　良い意味が七割もあるなんて、私にしては珍しいもの！」

　まあ、今までエリンは魔導士としての強さよりも、問題行動の悪評の方が多かったからね……。

　でも、それくらいで喜ぶのは悲しくなってくるからやめてくれない？

「早く世間の目を覚まさせてあげたいですね。エリンさんは、実はポンコツ魔導士ですよーって」

「何か言った？　ロズリア」

「いや、エリンさんってチビで貧乳で目つきが悪くて、女性としての魅力が全然ないですよねって言っただけです」

「さっきより酷ひどくなってんですけど！　なんで訊き返す前より辛辣なのよ！」

「全部、本当のことだから仕方ない」

「フォースは黙りなさい」

　エリンはぴしゃっと言い放つ。

　いや、まあ全部が本当のことってわけはないと思うよ。少なくとも最後の一つくらいは訂正しておきたいし。

「エリンはチビで貧乳です！」

「ネメにだけは言われたくないわよ！　自分の姿を鏡で見なさいよ！」

「エリン酷いです……ぐすん……」

「ネメさんを泣かせちゃいけませんよ。エリンさん」

「そうだそうだ！」

「なんで、私が悪いみたいになってんのよ！　先に言ってきたのはネメの方じゃない！」

　プリプリと怒っているエリン。それをからかうロズリア。

　火に油を注ぐフォースと、素っ頓狂な発言をするネメ。

　一年ぶりの再集合だけど、なんか全然久しぶりって感じがしない。

　懐かしい『到達する者アライバーズ』での光景が目の前には広がっていた。

　きっとこれが、俺が欲していたもので、もう一度取り戻したかったものだったのだ。

『到達する者アライバーズ』はここから再出発するのだ。




　ジンさん。俺はあなたのいないパーティーでもう一度だけダンジョン制覇に挑んでみます。

　あなたと叶かなえられなかった夢の続きを追い求めます。

　今は課題が山積みですけど、この五人がいればきっと上う手まくいきます。

　ジンさんが認めた五人だから。絶対できると信じています。

　だから、見守っていてください。きっとダンジョンを制覇してみせますから。

　そして、『到達する者アライバーズ』には偉大な暗殺者がいたと。

　ジンさんが『到達する者アライバーズ』を作って、みんなを引っ張ってくれたおかげで偉業が成し遂げられたのだと、世間に知らしめさせます。

　名でも功績でも何でもいい。正しいものを残したかったんだ。

　そう語ってくれましたね。

　今度は俺が恩を返す番です。

　居場所と夢を与えてくれたジンさんの願いを、今度は俺が叶えてみせます。

　そう約束します。
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あとがき




　皆さんお久しぶりです。鴨かも野のうどんです。

　こうしてあとがきでお会いするのも六カ月ぶりくらいでしょうか。

　僕は毎回あとがきの内容を数カ月前から考えているのですが、ここ最近びっくりするくらいあとがきに書けるような出来事が何もなく、ノープランでここまで来てしまいました。

　そういう時に限って、ページ数が余ってるんですよね。

　もしよかったらあとがき３ページ書いてもいいですよ、とか言われちゃって。

　いつもは２ページに収めるのも必死で色々なところを削ってるのに、どうして今回に限ってそんな状況なんでしょうね。

　というわけで、今回は巻末のキャラ紹介が２人分あるのも、そういうわけだったりします。

　そもそもページ数が余ってるのは、完全に僕のせいなんですけどね。２５６ ｏｒ ２８８ページ（32の倍数のページ数）になるような長さにして欲しいと言われていたのにもかかわらず、ページ数のことを考えずに好き勝手書いちゃいました。

　打ち合わせのときに「どうせ他の作者さんだってページ数を合わせることなんて考えてませんよね？」って担当さんに言って、「みんなちゃんと合わせてきますよ」って返された時はどういった反応をしたらいいのか困りました。こんな質問振るんじゃなかった……。




　最後に謝辞を。

　雫しず綺きさん、今巻もとても豪華なイラストありがとうございます。全員集合の表紙絵、とても良かったです。

　担当の曽山さん、お忙しい中、色々とありがとうございます。次こそはページ数の調整しておきます。

　最後に読者の皆さん。この本を手に取ってくださりありがとうございます。

　こんなタイトルでやっていますが、今巻も全然ダンジョン潜れてないですよね。ネメ達たちと１回ちょろっとダンジョンに行っただけだったですもんね。

　タイトル詐欺とか言わないでください。

　１巻時点でもそんな感じだったので、きっとこれが平常運転なんです。ちなみに次巻ではちゃんとダンジョンに潜る予定なので安心してください。

　それではまた次の巻でお会いできることを願っています。


鴨野うどん
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